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今週のキーワード

ナノ材料革命
半導体、電池、医療、AIで技術革新が加速

57
件

記事数

11
カ国/地域

対象国

0.42
nm

半導体界面

16,933
PPI

QD-LED解像度

今週の全57記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
h-BN熱管理重要性増
す

市場概観
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
h-BNが電子機器の熱管理と半導体基板で重要性を増
し、5G、AI、EV分野で需要が拡大。

#02 QD-OLED市場牽引 市場概観
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

2026年OLEDモニター市場でQD-OLEDが色域・HDR
性能でフラッグシップを牽引、ゲーミング市場で優位
性。

#03 SiQD抗がん剤送達 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

シリコン量子ドット（SiQD）の表面機能化で抗がん剤
チオグアニンの吸着が顕著に向上、個別化がん治療に
期待。

#04 MSN非小細胞肺癌標的 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

メソポーラスシリカナノ粒子（MSN）基盤の新規ナノ
キャリアが非小細胞肺癌を標的、高効率・低毒性送達
を目指す。

#05
多機能ナノプレートレ
ット

応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
新規多機能ナノプレートレットが腫瘍イメージングと
放射性核種治療を最適化、セラノスティクス応用へ。

#06 ナノ粒子膠芽腫治療 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
ナノ粒子が血液脳関門を突破し膠芽腫治療へ、磁気・
光熱・音響力学療法を可能にする多機能アプローチ。

#07
LNP膵臓β細胞RNA送
達

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
LNPの組成とリガンドターゲティング統合で膵臓β細
胞指向性RNA送達を劇的に強化、糖尿病治療に期待。

#08 超高解像度QD-LED
学術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

ケンブリッジ大がCATPで16,933 PPIの超高解像度Q
D-LEDディスプレイを実証、AR/VRに革命。

#09
First
Graphene事業拡大

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

First GrapheneがMito Material Solutions買収と中国
市場参入で事業拡大を加速、グラフェン複合材料市場
を強化。

#10 GMGグラフェン電池 製品発表
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

GMGが次世代グラフェンバッテリーのブランドを更新
し、1000
mAh超のパウチセル生産を実証、EV市場に期待。

#11 量子ドット光化学反応 基礎研究
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

ロスアラモス国立研究所が磁気ドーパントによる量子
ドット光化学反応促進メカニズムを解明、光触媒応用
拡大へ。

#12 銀ナノ触媒活性部位
学術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

固体酸化物セル内で銀ナノ触媒が電力・水素生成に応
じて活性部位を切り替える「隠れたスイッチ」を発見
。

#13 超高速MXene製造
学術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

ライス大学がわずか30秒でMXeneを製造する超高速
ガス相エッチングプロセスを開発、毒性廃棄物削減。

#14
グラフェン防弾システ
ム

製品開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
Premier Grapheneが合弁でグラフェンベース防弾シ
ステムを開発、防衛製造を戦略的に拡大。
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距離

市場
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#15 CNTがLIB性能向上 市場概観
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
カーボンナノチューブ（CNT）がリチウムイオンバッ
テリー性能を劇的に向上させ、EV市場で需要拡大。

#16
Serina
LNP技術ライセンス

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
Serina TherapeuticsがLNPドラッグデリバリー向けP
OZポリマー技術をファイザーにライセンス供与。

#17
ナノスキンケア品質向
上

製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●○○○

○
Pars Hanan Tabriz社がナノテクノロジー活用でスキ
ンケア製品の品質を向上、市場供給を拡大。

#18
前立腺癌ナノメディシ
ン

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
前立腺癌ナノメディシンがPSMA標的ナノプラットフ
ォームで薬物動態を改善するも製造コストが課題。

#19 MPN電気触媒水素発生 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

金属-フェノールネットワークがナノ粒子表面での電
気触媒的水素発生をサポート、グリーン水素コスト削
減に貢献。

#20
廃LDPEからCNT電磁
盾

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
廃LDPEから生成されたCNTが26.3 dBの電磁シールド
効果を達成、環境負荷低減と高性能材料創出を両立。

#21 CNT複合LIBアノード 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

三次元導電性ネットワーク統合ポリイミド/CNT複合
材料がリチウムイオンバッテリー高容量・高耐久性ア
ノードに期待。

#22 hBN溶融塩ナノ流体 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
hBN修飾溶融塩ナノ流体が最大圧縮強度2倍を達成し
熱エネルギー貯蔵応用を促進。

#23
TIM市場成長、CNT熱
パッド

市場概観
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
熱界面材料（TIM）市場がAI冷却・EVバッテリー需要
で成長、CNT熱パッドが消費者向けに拡大。

#24 腎細胞癌ナノ免疫療法 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
腎細胞癌ナノ免疫療法が腫瘍微小環境を再構築する可
能性を示すも、不均一な送達と製造課題が残る。

#25
臓器標的ナノメディシ
ン

学術論文
●●○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

臓器標的ナノメディシンの送達性能は生物学的障壁と
疾患リモデリングで決定され、機能的活性と安全性の
検証が重要。

#26
MXeneデュアル触覚知
覚

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

完全に印刷された単層MXene/AgNW/PVP複合アレイ
が構造的に分離されたデュアルモード触覚知覚を実現
。

#27
LNP技術クロスライセ
ンス

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
Roivant SciencesがModernaとの訴訟和解でLNPおよ
びGalNAc技術のクロスライセンス契約を締結。

#28
グラフェンコンクリー
ト

製品開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Concretene社のグラフェン配合コンクリートがエン
ボディドカーボンを20-30%削減、建設業界の脱炭素
化を推進。

#29 CO2からメタノール 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

Ag修飾Cuフォーム触媒が超臨界CO2からメタノール
への選択的電気触媒還元でファラデー効率66.16%を
達成。

#30 LNPワクチン開発課題 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

LNP送達型mRNAワクチンで飛躍も、溶解性・透過性
・薬物動態学の問題が医薬品開発失敗の10-15%を占
める。

#31 省エネ水素製造触媒 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
Ru/WO3/NFヘテロ構造電気触媒がヒドラジン酸化で
超低電位0.11 Vを達成し、省エネ水素製造を促進。

#32 非貴金属OER触媒 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

非貴金属アノード「NiCo-LDH@Mo2CTx/NF」がAE
M水電解で高効率OERを実現、グリーン水素製造に貢
献。

#33 hBN摩擦電気発電機 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

hBNベース摩擦電気ナノ発電機が電界アシストにより
電荷貯蔵を強化、ウェアラブルエネルギーハーベステ
ィング信頼性向上。

#34 磁性ナノザイム開発 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

EU資金NESTORプロジェクトが生物学的安全性を犠牲
にしない高効率磁性ナノザイムを開発、環境浄化・医
療応用へ。

#35 Curapath LNP製造 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
Curapathが核酸ドラッグデリバリー向けポリマー・L
NPのGMP製造サービスで先端治療開発を加速。
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#36 AGC横浜LNP生産強化 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

AGC Biologicsが横浜新施設で数億ドル規模の長期製
造契約を獲得、LNP生産能力も強化し日本市場に貢献
。

#37 Nanomaterials誌特集 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
MDPI『Nanomaterials』誌がHER2陽性乳がんBNCT
標的治療などナノ材料の応用研究4報を特集。

#38 ナノ粒子がん治療診断 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ダブリンシティ大とオレゴン州立大がナノ粒子を用い
たがん治療と診断で画期的な成果、副作用軽減に期待
。

#39 EU PFAS規制更新 規制動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
EUがPFAS含むREACH制限ロードマップ2026を更新
、ナノ材料規制の一貫性強化を明示。

#40 siRNA/LNPがん治療 製品開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
SyVento BiotechとBiotechnaがsiRNA/LNPベースの
がん治療薬開発で提携、早期臨床試験へ。

#41 TSMC 0.42nm半導体
学術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

台湾NYCUとTSMCが原子レベルで0.42ナノメートル
半導体界面を設計し、トランジスタ性能を画期的に向
上。

#42 ナノ材料同等性枠組み 規制動向
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ECHAプロジェクトがREACH規則下でのナノ材料「同
等性・グループ化」新枠組みを提案、規制負担軽減へ
。

#43 AI活用mRNA開発 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
SyVento BioTechとnCodeがAI活用mRNA治療薬開
発のエンドツーエンドワークフローで提携。

#44 EFSAタルク安全性 規制動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

EFSAが食品添加物タルク（E 553b）の安全性評価更
新に向け、ナノ粒子化考慮した毒性データ収集を緊急
要請。

#45 香港城市大ナノ科学 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●○○○

○
香港城市大学がNature Index 2026ナノ科学・ナノテ
クノロジー分野で香港1位、世界41位にランクイン。

#46 MOFガラス新製法 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
研究者らがMOFガラスの軟化温度を低下させCO₂・水
素捕捉能力を向上させる新製法を発見。

#47 重金属除去MOF 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
バーミンガム大学が重金属除去MOFを凍結乾燥で安価
かつグリーンに製造、90%以上の鉛除去率を達成。

#48 超低イリジウム電極 製品開発
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
SmoltekとHeraeusがイリジウム使用量0.1 mg/cm²
以下のPEM水電解電極で3000時間耐久試験を開始。

#49
AI『DONUT』材料研
究

学術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

アルゴンヌ国立研究所が教師なしAI『DONUT』でナ
ノスケール材料研究を数百倍高速化し「自律型実験」
を加速。

#50 バイオNPs課題概説 学術論文
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

Frontiersレビューがバイオジェニックナノ粒子の「生
産、特性評価、利用」における不安定性、再現性、安
全性課題を概説。

#51 NY最先端半導体設備 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

NY Createsのアルバニー・ナノテック複合施設に「世
界最先端の半導体チップ設計設備」が到着、R&D;ハ
ブ強化。

#52 MOFがん治療DDS 学術論文
●●○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
ACSレビューががん治療におけるMOFベースの「小分
子治療薬送達システム」の進展を概説。

#53 MOFガス分離膜 学術論文
●●○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

FrontiersレビューがMOFの設計可能な特徴と多様な
ガス分離膜への応用を詳述、化学・エネルギー産業に
期待。

#54 EUマイクロプラ規制 規制動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
EUがマイクロプラスチック規制でREACH規則に新た
な1年間の「最終用途閾値」を2028年までに導入へ。

#55
Maravai
mRNA事業強化

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Maravai LifeSciencesがQ2決算で収益ガイダンスを
維持し、TriLinkのmRNA・CDMO・特殊化学事業を強
化。

#56 rGO炭素繊維複合材 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
rGO埋め込み炭素繊維複合材料が航空機構造の電気伝
導度を最大154.8%向上、軽量化と多機能化に貢献。

#57 SIB電極CNF応用 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
PVAベースN, Sドープ炭素ナノファイバーを遠心紡糸
で製造しナトリウムイオン電池電極に高効率応用。
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●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 半導体微細化の限界を打ち破る「原子レベル界面設計」は、自社の設計思想を根本から変えるか？
台湾NYCUとTSMCが0.42ナノメートル半導体界面を原子レベルで設計し、トランジスタ性能を画期的に向上させました
。これは従来のシリコン技術の物理的限界を超えるもので、より小型、高速、省エネなチップ製造への道を開きます。日
本の半導体関連企業は、この超微細化技術が自社の材料、プロセス、パッケージング戦略にどのような影響を与えるか、
早急に評価する必要があります。

❷ ナノ材料を活用した「自律型材料開発AI」は、R&D;のスピードとコストを劇的に変えるか？
アルゴンヌ国立研究所が開発した教師なしAI『DONUT』は、ナノスケール材料研究を数百倍高速化し、「自律型実験」
を加速させます。これは、新材料の発見から開発までのサイクルを劇的に短縮し、R&D;コストを削減する可能性を秘めて
います。日本の材料メーカーやR&D;部門は、このAI技術の導入が自社の競争力にどう影響するか、具体的な導入計画を
検討すべき時期に来ています。

❸ EUのナノ材料規制強化は、自社の製品ポートフォリオとサプライチェーンにどのようなリスクをも
たらすか？
EUはPFASを含むREACH制限ロードマップを更新し、マイクロプラスチック規制で新たな「最終用途閾値」を2028年ま
でに導入します。ナノ材料の安全性評価も厳格化されており、特に食品添加物タルクの毒性データ収集が緊急要請されて
います。日本の化学・材料メーカーは、これらの規制強化が製品の輸出、製造プロセス、サプライチェーンに与える影響
を詳細に分析し、代替材料やプロセスの開発を急ぐ必要があります。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

半導体微細次世代電池 ナノ医療

QD-LED
MXene製造 グリーン水素

ナノ規制

AI材料探索

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 半導体微細 注意 次世代チップ開発 技術競争激化

● 次世代電池 機会大 EV/蓄電市場拡大 —

● ナノ医療 機会大 精密医療の進化 —
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● QD-LED 機会大 AR/VR市場開拓 —

● MXene製造 機会大 高性能材料量産 —

● グリーン水素 機会大 脱炭素化貢献 —

● ナノ規制 脅威大 — 製品開発制約

● AI材料探索 注意 R&D;効率化 AI導入遅れ
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深掘り ① ― 原子レベル界面設計で半導体性能を画期的に向上
#41 | 2026/08/09 | ScienceDaily | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

台湾の国立陽明交通大学（NYCU）とTSMC企業研究部門が、原子レベルで極薄半導体の界面を設計し、0.42ナノメー
トルという画期的なトランジスタ性能を達成しました。この技術は、半導体と絶縁層の原子界面を精密に制御すること
で、電子の流れを保護しつつ、極めて薄い誘電体層を可能にします。これにより、従来のシリコン技術の限界を超え、
電気的制御と性能の並外れた組み合わせを持つトランジスタが実現されました。

この「原子界面エンジニアリング」は、二次元材料である半導体と酸化物絶縁層の間の原子配置を緻密に調整するもの
で、絶縁層の厚さをわずか0.42ナノメートルにまで縮小。ゲート制御能力を劇的に向上させ、オン/オフ電流比を最大
化し、リーク電流を最小限に抑えます。これは、ムーアの法則の物理的限界に直面する半導体業界にとって、ポストシ
リコン時代を見据えた新しい方向性を示すものです。

▶ シニアテクニカルアナリスト

TSMCが関与している点から、この0.42nm界面設計技術は基礎研究レベルに留まらず、数年内の実用化
を視野に入れていると評価できます。特に、絶縁層の超薄型化とリーク電流抑制の両立は、既存の微細
化技術が直面する大きな課題であり、このブレークスルーは半導体デバイスの性能向上に不可欠です。
ただし、原子レベルでの精密制御は製造プロセスに極めて高い精度を要求するため、量産化における歩
留まりとコストが最大の未解決課題となるでしょう。 【機会】日本の材料メーカーにとっては、この超
微細プロセスに対応する新しい誘電体材料や、原子層堆積（ALD）などの精密成膜技術への需要が高ま
ります。また、日本の半導体製造装置メーカーにとっても、新たな装置開発の機会が生まれます。 【脅
威】この技術を自社で取り込めない場合、日本の半導体デバイスメーカーは、TSMCのようなファウン
ドリに依存する度合いがさらに高まり、競争力を失う可能性があります。特に、先端ロジックやメモリ
分野での技術格差が拡大する恐れがあります。 【次のアクション】R&D;部門は、TSMCの技術ロード
マップを詳細に分析し、原子レベル界面制御技術に関する情報収集と共同研究の可能性を検討すべきで
す。経営企画部門は、この技術が日本の半導体サプライチェーンに与える影響を評価し、中長期的な戦
略を再構築する必要があります。

深掘り ② ― CNTがリチウムイオンバッテリー性能を劇的に向上
#15 | 日付不明 | Advanced Carbons Council | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

カーボンナノチューブ（CNT）は、その極めて高い強度と導電性により、現在、ほとんどすべてのリチウムイオンバッ
テリー（LIB）の性能向上に不可欠な役割を果たしています。特に電気自動車（EV）バッテリー電極用の導電性添加剤
としての需要に牽引され、CNT市場は急速な商業的成長を遂げています。CNTは電極材料内部に三次元の導電性ネット
ワークを形成し、電子移動とLi+拡散を促進することで、エネルギー密度と充電速度を大幅に改善します。

CNTは少量の添加でバッテリー全体の性能を飛躍的に向上させるため、コストパフォーマンスにも優れています。MW
CNT（多層カーボンナノチューブ）は、その高い導電性と低添加量という性能上の利点から、EVバッテリー製造能力の
拡大とともに需要が加速しています。これは、バッテリーの充電時間、安全性、サイクル寿命、および製造コストの課
題を解決するキーテクノロジーとして期待されています。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

CNTがLIBの性能向上に不可欠な材料として既に広く採用されているという点は、その実用性と市場浸
透度を示しています。特にEVバッテリーにおける需要拡大は、今後も継続すると考えられ、材料メーカ
ーにとっては大きなビジネスチャンスです。ただし、CNTの品質（純度、長さ、欠陥密度など）の均一
性確保と、大量生産におけるコスト削減は依然として重要な課題です。 【機会】日本の材料メーカーは
、高品質なCNTの安定供給体制を確立し、バッテリーメーカーとの連携を強化することで、EV市場の成
長を享受できます。また、CNTの分散技術や複合化技術をさらに発展させることで、差別化を図ること
も可能です。日本のバッテリーメーカーは、CNTを最大限に活用した次世代バッテリー設計を加速すべ
きです。 【脅威】CNTの製造技術やサプライチェーンが海外企業に先行されると、日本のバッテリー産
業はコスト競争力や技術的優位性を失う可能性があります。また、CNTの環境・健康影響に関する規制
動向にも注意が必要です。 【次のアクション】R&D;部門は、CNTの高性能化と低コスト化に向けた研
究開発を強化し、バッテリーメーカーとの共同開発を推進すべきです。調達部門は、複数のCNTサプラ
イヤーとの関係を構築し、安定供給とコスト競争力を確保する戦略を策定すべきです。経営企画部門は
、CNT市場の成長予測に基づき、中長期的な投資戦略を検討する必要があります。
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深掘り ③ ― AI『DONUT』でナノ材料研究を数百倍高速化、自律型実験を加速
#49 | 2026/08/11 | AZoNano (Argonne National Laboratory 引用) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

アルゴンヌ国立研究所の研究者らは、ナノスケール材料構造のリアルタイム解析を可能にする新しい教師なし機械学習
ツール『DONUT』（Diffraction with Optics for Nanobeam by Unsupervised Training）を開発しました。この物理
学に基づくニューラルネットワークは、走査型X線ナノ回折顕微鏡からの複雑なX線画像を、従来法と比較して数百倍高
速に解釈します。このブレークスルーは、材料研究を加速し、自律型「自己駆動型」実験を可能にするものです。

DONUTは、教師なし学習アプローチを活用することで、大量の生データから直接、材料の結晶構造、ひずみ、欠陥な
どの重要な情報を迅速に抽出します。このリアルタイム解析能力は、実験中に材料の変化を即座に監視・反応できるこ
とを意味し、研究者は最適な実験条件を動的に調整できるようになります。これにより、より複雑な材料システムや動
的なプロセスを探索する新たな道が開かれ、時間とコストを大幅に削減できます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

AIによる材料研究の高速化は、まさに「ゲームチェンジャー」となる技術です。X線回折データの解析
は専門知識と時間を要するため、数百倍の高速化はR&D;のボトルネックを解消し、新材料開発のサイク
ルを劇的に短縮します。ただし、AIモデルの汎用性や、様々な材料系への適用性、そして実験装置との
シームレスな統合にはまだ課題が残るでしょう。データ信頼性については、国立研究所の発表であり、
具体的な速度向上も示されているため高いと評価できます。 【機会】日本のR&D;部門は、この種のAI
ツールを積極的に導入することで、新材料開発のリードタイムを短縮し、国際競争力を高めることがで
きます。特に、電池材料、触媒、半導体材料など、複雑なナノ構造を持つ材料の開発において大きな優
位性を得られる可能性があります。 【脅威】AIを活用した材料開発がグローバルで加速する中、日本の
R&D;が従来の実験手法に固執すると、技術開発競争で大きく遅れを取る可能性があります。AI人材の
育成と、既存の研究インフラへのAI統合が急務です。 【次のアクション】R&D;部門は、AI『DONUT
』のようなツールの詳細調査と、自社の研究テーマへの適用可能性を評価すべきです。経営企画部門は
、AIを活用したR&D;戦略の策定と、必要な人材・インフラ投資計画を早期に検討すべきです。大学・
研究機関との連携も重要になります。

その他の注目記事
ケンブリッジ大学、クラッキングアシスト転写印刷（CATP）で16,933 PPIの超高解像度QD-LEDディスプレイを実証 (University of Cambridge / Physics.org)
技●●●●● 実●●○○○ 市●●●●●

AR/VR向け超高解像度QD-LEDディスプレイの製造技術ブレークスルー。日本のディスプレイ・光学メーカーは注視す
べき。

LNPの組成とリガンドターゲティング統合で膵臓β細胞指向性RNA送達を劇的に強化 (ACS Nano)
技●●●●○ 実●●○○○ 市●●●●○

LNPの精密な細胞ターゲティング技術は、糖尿病などのRNA治療薬開発を加速。日本の製薬・バイオ企業は注目。

ライス大学、わずか30秒でMXeneを製造する超高速ガス相エッチングプロセスを開発し、毒性廃棄物を削減 (Electronics Online)
技●●●●● 実●●○○○ 市●●●●○

MXeneの製造効率と環境負荷を劇的に改善する新プロセス。日本の材料・電子デバイスメーカーは量産化動向を追うべ
き。

金属-フェノールネットワークがナノ粒子表面での電気触媒的水素発生をサポート、グリーン水素製造のコスト削減に貢献 (The Royal Society of Chemistry)
技●●●●○ 実●●○○○ 市●●●●○

安価な触媒でグリーン水素製造の過電圧を大幅低減。日本のエネルギー・触媒メーカーは技術評価を急ぐべき。

EUがPFAS含むREACH制限ロードマップ2026を更新、ナノ材料規制の一貫性強化を明示 (Maven Research)
技●○○○○ 実●●●●● 市●●●●●
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EUのPFAS・ナノ材料規制強化は、日本の化学・材料産業に大きな影響。製品ポートフォリオの見直しが必須。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;、半導体PKG】TSMCの0.42nm半導体界面技術に関する詳細情報を収集し、自社技術への影響を初期
評価。

• 【調達、経営企画】EUのPFASおよびマイクロプラスチック規制強化の最新情報を確認し、自社製品への影響を
緊急評価。

• 【R&D;、電池材料】CNTを組み込んだLIB電極材料の最新動向を調査し、自社製品への適用可能性を検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;、経営企画】AIを活用した材料開発（例:
DONUT）の導入可能性について、社内ワークショップを開催し、ロードマップを検討。

• 【R&D;、化学】MXeneの超高速製造プロセスに関する技術動向を調査し、自社製造プロセスへの応用可能性を
評価。

•
【R&D;、EV設計】CNTベースの熱界面材料（TIM）の性能とコストを評価し、次期EVモデルへの採用を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画、R&D;】半導体微細化の限界突破を見据え、ポストシリコン材料や新デバイス構造に関する中長期
R&D;戦略を再構築。

• 【R&D;、電池材料】ナトリウムイオン電池向け高性能電極材料（例: N,
SドープCNF）の研究開発を強化し、リチウム代替技術の確立を目指す。

• 【R&D;、製薬】LNPの細胞ターゲティング技術の進化を注視し、個別化医療やRNA治療薬開発への応用を検討
、共同研究パートナーを探索。

• 【R&D;、エネルギー】グリーン水素製造コスト削減に貢献する非貴金属触媒（例:
MPN、MXene複合体）の開発を加速し、実用化に向けたパイロット試験を計画。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-16
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収録記事一覧

#01 六方晶窒化ホウ素（h-BN）が電子機器の熱管理と半導体基板で重要性増す

#02 2026年OLEDモニター市場、QD-OLEDが色域・HDR性能でフラッグシップを牽引

#03 シリコン量子ドット機能化で抗がん剤チオグアニン送達システムを最適化

#04 メソポーラスシリカナノ粒子（MSN）基盤の新規ナノキャリアが非小細胞肺癌を標的

#05 新規多機能ナノプレートレットが腫瘍イメージングと放射性核種治療を最適化

#06 ナノ粒子が血液脳関門を突破し膠芽腫治療へ、磁気・光熱・音響力学療法を可能に

#07 LNPの組成とリガンドターゲティング統合で膵臓β細胞指向性RNA送達を劇的に強化

#08 ケンブリッジ大学、クラッキングアシスト転写印刷（CATP）で16,933 PPIの超高解像度QD-
LEDディスプレイを実証

#09 First Graphene、Mito Material Solutions買収と中国市場参入で事業拡大を加速、パフォーマン
ス権104万株は失効

#10 Graphene Manufacturing Groupが次世代グラフェンバッテリーのブランドを更新し、1000
mAh超のパウチセル生産を実証

#11 ロスアラモス国立研究所、磁気ドーパントが量子ドット光化学反応を促進するメカニズムを解明

#12 科学者、固体酸化物セル内で電力・水素生成に応じて銀ナノ触媒が活性部位を切り替える「隠れ
たスイッチ」を発見

#13 ライス大学、わずか30秒でMXeneを製造する超高速ガス相エッチングプロセスを開発し、毒性
廃棄物を削減

#14 Premier Graphene Inc.、HGI Industrial TechnologiesとNova Grapheneとの合弁でグラフェ

ンベース防弾システムを開発し防衛製造を戦略的拡大

#15 カーボンナノチューブ（CNT）がリチウムイオンバッテリー性能を劇的に向上させ、電気自動車
市場で需要拡大

#16 Serina Therapeutics、LNPドラッグデリバリー製剤向けPOZポリマー技術をファイザーに非独
占ライセンス供与、治験薬SER-252の臨床開発を加速

#17 Pars Hanan Tabriz社、ナノテクノロジー活用でスキンケア製品の品質を向上、市場供給を拡大

#18 前立腺癌ナノメディシン、PSMA標的ナノプラットフォーム、TME応答療法で薬物動態を改善し
全身毒性を軽減するも製造コストが課題

#19 金属-フェノールネットワークがナノ粒子表面での電気触媒的水素発生をサポート、グリーン水素
製造のコスト削減に貢献

#20 廃低密度ポリエチレンから生成されたカーボンナノチューブが26.3 dBの電磁シールド効果を達

成、環境負荷低減と高性能材料創出を両立



#21 ACS Publications、リチウムイオンバッテリーの三次元導電性ネットワーク統合ポリイミド/カ
ーボンナノチューブ複合材料を開発し高容量・高耐久性アノードの可能性を実証

#22 ResearchGate、hBN修飾溶融塩ナノ流体が最大圧縮強度2倍を達成し熱エネルギー貯蔵応用を促

進

#23 熱界面材料市場、AI冷却・EVバッテリー・高出力電子機器の需要に牽引され成長、Carbiceと
NoctuaのCNT熱パッドが消費者向けコンピューティングに拡大

#24 腎細胞癌ナノ免疫療法が腫瘍微小環境を再構築する可能性を示すも、前臨床段階に留まり不均一
な送達と製造課題が残る

#25 臓器標的ナノメディシン、生物学的障壁と疾患リモデリングが送達性能を決定、機能的活性と安
全性の検証が重要課題

#26 ACS Publications、完全に印刷された単層MXene/AgNW/PVP複合アレイを開発し、構造的に分
離されたデュアルモード触覚知覚を実現

#27 Roivant Sciences、Modernaとの訴訟和解で7億7160万ドル受領、LNPおよびGalNAc技術のク
ロスライセンス契約を締結

#28 UKRI年次報告書、Concretene社のグラフェン配合コンクリートがエンボディドカーボンを20-
30%削減、建設業界の脱炭素化を推進

#29 Ag修飾Cuフォーム触媒、超臨界CO2からメタノールへの選択的電気触媒還元でファラデー効率
66.16%を達成し高効率CO2資源化の新戦略を提示

#30 医薬品製剤開発、LNP送達型mRNAワクチンで飛躍も、溶解性・透過性・薬物動態学の問題が開

発失敗の10-15%を占める

#31 省エネ水素製造のため、Ru/WO3/NFヘテロ構造電気触媒がヒドラジン酸化で0.11 V vs RHEを
達成し、安定して400 mA cm–2を供給

#32 非貴金属アノード「NiCo-LDH@Mo2CTx/NF」がアニオン交換膜水電解で100 mA cm–2時に
393 mVの過電圧を達成し高効率な酸素発生反応を実現

#33 hBNベース摩擦電気ナノ発電機、電界アシストにより電荷貯蔵を強化し、ウェアラブルエネルギ
ーハーベスティングの信頼性を向上

#34 EU資金のNESTORプロジェクト、生物学的安全性を犠牲にしない高効率磁性ナノザイムを開発し
環境浄化と医療応用を推進

#35 Curapath、核酸ドラッグデリバリー向けポリマー・脂質ナノ粒子GMP製造サービスで先端治療
開発を加速

#36 AGC Biologics、横浜新施設で数億ドル規模の長期製造契約を獲得、LNP生産能力も強化

#37 MDPIの『Nanomaterials』誌2026年8月7日号、HER2陽性乳がんBNCT標的治療などナノ材料
の応用研究4報を特集

#38 ダブリンシティ大学とオレゴン州立大学がナノ粒子を用いたがん治療と診断で画期的な成果

#39 EUがPFAS含むREACH制限ロードマップ2026を更新、ナノ材料規制の一貫性強化を明示



#40 SyVento BiotechとBiotechnaがsiRNA/LNPベースのがん治療薬開発で提携、早期臨床試験へ

#41 台湾NYCUとTSMC、原子レベルで0.42ナノメートル半導体界面を設計し、トランジスタ性能を
画期的に向上

#42 Blue Frog主導のECHAプロジェクト、REACH規則下でのナノ材料「同等性・グループ化」新枠
組みを提案

#43 SyVento BioTechとnCodeがAI活用mRNA治療薬開発のエンドツーエンドワークフローで提携

#44 EFSA、食品添加物タルク（E 553b）の安全性評価更新に向け、ナノ粒子化考慮した毒性データ
収集を緊急要請

#45 香港城市大学がNature Index 2026ナノ科学・ナノテクノロジー分野で香港1位、世界41位にラ
ンクイン

#46 研究者ら、MOFガラスの軟化温度を低下させCO₂・水素捕捉能力を向上させる新製法を発見

#47 バーミンガム大学、重金属除去MOFを凍結乾燥で安価かつグリーンに製造、90%以上の鉛除去率
を達成

#48 Smoltek HydrogenとHeraeus、イリジウム使用量0.1 mg/cm²以下のPEM水電解電極で3000

時間耐久試験を開始

#49 アルゴンヌ国立研究所、教師なしAI『DONUT』でナノスケール材料研究を数百倍高速化し「自
律型実験」を加速

#50 Frontiersレビュー、バイオジェニックナノ粒子の「生産、特性評価、利用」における課題を概説

#51 ニューヨーク州、NY Createsのアルバニー・ナノテック複合施設に「世界最先端の半導体チップ

設計設備」が到着

#52 ACS Publicationsレビュー、がん治療におけるMOFベースの「小分子治療薬送達システム」の進
展を概説

#53 Frontiersレビュー、MOFの設計可能な特徴と多様なガス分離膜への応用を詳述

#54 EU、マイクロプラスチック規制でREACH規則に新たな1年間の「最終用途閾値」を2028年まで

に導入へ

#55 Maravai LifeSciences、Q2決算で収益ガイダンスを維持し、TriLinkのmRNA・CDMO・特殊化
学事業を強化

#56 ASCE Library論文、rGO埋め込み炭素繊維複合材料により航空機構造の電気伝導度を最大
154.8%向上

#57 英国王立化学会論文、PVAベースN, Sドープ炭素ナノファイバーを遠心紡糸で製造しナトリウム

イオン電池電極に高効率応用



#01 六方晶窒化ホウ素（h-BN）が電子機器の熱管理と半
導体基板で重要性増す

概要

2026年現在、六方晶窒化ホウ素（h-BN）は、その優れた熱伝導性、電気絶縁性、化学
的安定性により、電子機器の熱管理ソリューションにおいて重要な役割を担っていま
す。特に半導体デバイスの基板や熱界面材料に組み込まれることで、デバイスの最適

な温度維持に貢献しています。この特性は、高性能エレクトロニクスの信頼性と効率
を向上させる上で不可欠です。

公開日 日付不明  CNC Cutting & Drilling Machines  不明



詳細

主要成果

六方晶窒化ホウ素（h-BN）は、その卓越した熱伝導性、高い電気絶縁性、および優れ
た化学的安定性から、2026年の電子機器分野において熱管理ソリューションの要として
位置づけられています。特に、半導体デバイスの基板材料や熱界面材料（TIM）として
の利用が拡大しており、デバイスの効率的な放熱と安定した動作温度の維持に大きく貢
献しています。これにより、高性能化が進む電子機器の信頼性と寿命が飛躍的に向上し
ています。

技術・臨床詳細

h-BNはグラフェンと同様の層状構造を持つ2次元材料であり、面内方向には高い熱伝導
率を示しますが、電気的には絶縁体であるというユニークな特性を持ちます。この特性
は、半導体デバイスにおいて、熱を効率的に拡散させながらも、電気回路を確実に絶縁
する必要がある用途に理想的です。具体的な応用例としては：

半導体デバイスの基板： GaN（窒化ガリウム）などの高出力半導体の基板として、
h-BNは高い熱伝導性を提供し、デバイスの自己発熱による性能低下を防ぎます。特
に次世代の高速・高周波デバイスにおいて、この特性は不可欠です。

熱界面材料（TIM）： CPUやGPUとヒートシンクの間で使用されるTIMとして、h-BN

は優れた熱伝達能力を発揮します。これにより、デバイスで発生した熱を迅速に外部
へ放出し、過熱による性能低下や故障を防ぎます。従来のTIMと比較して、より高い
熱伝導率と信頼性を提供します。

誘電層・絶縁層： 高密度集積回路において、h-BNは優れた誘電特性と絶縁特性を提
供し、信号干渉を低減し、デバイスの動作安定性を向上させます。

耐腐食性コーティング： 化学的安定性が高いため、過酷な環境下で使用される電子
部品の保護コーティングとしても利用されます。

最近の研究では、ボラジンを単一前駆体として用いた連続フローCVDプロセスにより、
Si(001)基板上に超薄型で配向性の高いh-BN膜を直接合成する新しい方法が報告されて
おり、CMOS互換基板上でのh-BNベースのマイクロエレクトロニクスおよび光電子デバ
イスの大規模製造に向けた道筋が開かれています。



背景・業界文脈

現代の電子機器は、より高速で強力な処理能力を追求する一方で、小型化・薄型化が進
んでいます。これにより、デバイス内部の熱密度が増大し、効率的な熱管理が製品性能
と信頼性のボトルネックとなっています。h-BNは、この課題を解決するための有望な
材料として長年研究されてきましたが、製造コストや品質の安定性が課題でした。しか
し、近年、生産技術の進歩とコスト効率の改善により、h-BNの市場投入が加速してい
ます。特に、アジア、ヨーロッパ、北米での生産能力拡大が、エレクトロニクス、コー
ティング、先進セラミックスからの需要によって推進されています。

今後の展望

h-BNの市場は、今後も電子機器の高性能化需要に牽引され、着実に成長すると予測さ
れています。特に、5G通信、AI、IoTデバイス、電気自動車（EV）といった分野では、
高効率な熱管理が必須となるため、h-BNの採用がさらに拡大するでしょう。供給面で
は、生産能力の拡大が続くものの、品質、純度、物流のリスクが依然として重要な要素
となる可能性があります。しかし、製造技術の革新とサプライチェーンの最適化によ
り、h-BNは半導体、EVバッテリー、航空宇宙などの主要産業において、不可欠な先進
材料としての地位を確立していくと考えられます。

元記事: https://www.asiamachinerys.com/blog/hexagonal-boron-nitride-uses-in-2026

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.asiamachinerys.com/blog/hexagonal-boron-nitride-uses-in-2026


#02 2026年OLEDモニター市場、QD-OLEDが色域・HDR
性能でフラッグシップを牽引

概要

2026年におけるOLEDモニターの選択肢として、QD-OLED、WOLED、Tandem OLEDの
各技術が進化を遂げていますが、QD-OLEDがその卓越した色域、高い彩度、鮮やかな
HDRハイライトでフラッグシップモデルを牽引しています。青色OLEDピクセルと量子

ドット層を組み合わせるQD-OLEDは、特にゲーミングモニター市場で優位性を確立し
ています。焼き付き問題への懸念も依然として議論されていますが、技術的改善によ
りリスクは低減されつつあります。

公開日 2026年08月14日  ROG Global  台湾



詳細

主要成果

2026年のOLEDモニター市場では、QD-OLED技術がその優れた色再現性、高い彩度、そ
して鮮やかなHDR（ハイダイナミックレンジ）性能により、フラッグシップ製品を牽引
しています。青色OLEDピクセルと量子ドット色変換層を組み合わせたQD-OLEDは、特
にゲーミングモニターやプロフェッショナル用途で広く採用され、消費者にとって最高
の視覚体験を提供します。WOLEDやTandem OLEDなどの競合技術も進化しています
が、QD-OLEDが色域と輝度の面で明確な優位性を示しています。

技術・臨床詳細

OLEDモニター市場には、主に以下の3つのパネル技術が存在します。

QD-OLED（Quantum Dot Organic Light Emitting Diode）： 青色OLED発光層と、
その上に塗布された赤色および緑色の量子ドット色変換層を組み合わせた技術です。
これにより、非常に広い色域（BT.2020対応）、高い色純度、鮮やかな彩度を実現し
ます。また、量子ドットが自己発光しないため、画素ごとの発光制御が容易であり、
特に明るいHDRハイライトでその真価を発揮します。Samsung Displayが唯一のQD-

OLEDパネル量産メーカーであり、テレビおよびモニター向けに供給しています。

WOLED（White Organic Light Emitting Diode）： 白色OLEDにカラーフィルター
を重ねて色を生成する技術です。広範な製品に採用されていますが、カラーフィルタ
ーを通過する際に光量が失われるため、QD-OLEDと比較して色域やピーク輝度で劣
る場合があります。

Tandem OLED： 複数のOLED発光層を積層することで、輝度と寿命を向上させた技
術です。自動車や一部の高性能モニターで採用が始まっていますが、コストや複雑性
が課題となることがあります。

QD-OLEDの最新世代パネルには、Samsung Displayが開発した「Quantum Black Film」
などの最適化が施されています。これにより、明るい部屋での黒の表現が改善され、以
前の紫色がかった色合いが排除されました。また、パネルの硬度が2Hから3Hに向上
し、耐傷性が2.5倍に強化されるなど、物理的な耐久性も向上しています。焼き付き
（Burn-in）はOLED技術に共通の懸念ですが、画素シフト、ロゴ検出、明るさ制限など
の高度な焼き付き対策機能が各メーカーによって導入されており、日常的な使用におけ
るリスクは大幅に低減されています。



背景・業界文脈

OLED技術は、液晶ディスプレイ（LCD）に代わる次世代ディスプレイ技術として、その
完璧な黒表現、無限のコントラスト比、高速応答性で高い評価を得てきました。特にゲ
ーミング分野では、残像感のなさや色の鮮やかさが重要視され、OLEDモニターへの需
要が急速に高まっています。QD-OLEDは、OLEDの強みを維持しつつ、量子ドットの導
入により色再現性をさらに向上させたことで、業界のフラッグシップ技術としての地位
を確立しました。この技術競争は、消費者により高品質な視覚体験を提供するための原
動力となっています。

今後の展望

QD-OLEDディスプレイは、今後も高解像度、高リフレッシュレートのゲーミングモニ
ターやプロフェッショナル向けクリエイティブモニター市場をリードしていくと予想さ
れます。量子ドットサプライヤーであるNanosysは、2026年にはより明るいQD-OLEDテ
レビ、 2029年には次世代の電気発光型 QDELディスプレイ（ Quantum Dot

Electroluminescent Display）を目指すロードマップを提示しており、BT.2020色域対応の
改良型量子ドットやQD-OLEDテレビの輝度を高める量子ドットコンバーターの改善が
予定されています。これにより、QDディスプレイ技術はさらに進化し、新たな市場を
創造する可能性を秘めています。

元記事: https://root-nation.com/en/articles-en/top-devices-en/en-choosing-an-oled-monitor/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://root-nation.com/en/articles-en/top-devices-en/en-choosing-an-oled-monitor/


#03 シリコン量子ドット機能化で抗がん剤チオグアニン送
達システムを最適化

概要

シリコン量子ドット（SiQD）が、高性能で可逆的、かつ標的化されたシリコンベース
の薬物送達システム設計のための最適な戦略として評価された研究が報告されていま
す。特に、-COOHおよび-OH基での機能化が詳細に評価され、二重カルボキシル化さ

れたSiQDが抗がん剤チオグアニンの吸着を顕著に高め、最高の結合エネルギーと最短
の相互作用距離を達成しました。これは、個別化されたがん治療におけるナノ医療の
可能性を大きく広げるものです。

公開日 2026  Frontiers in Molecular Biosciences  スイス



詳細

主要成果

高性能な薬物送達システムの開発において、シリコン量子ドット（SiQD）の表面機能化
が重要なブレークスルーとなりました。特に、-COOH（カルボキシル基）および-OH
（ヒドロキシル基）で機能化されたSiQDが、可逆的かつ標的化されたシリコンベースの
薬物送達システム設計のための最適な戦略として評価されています。この研究では、二
重カルボキシル化されたSiQDが、抗がん剤であるチオグアニン（Thioguanine）の吸着
能力を顕著に高め、これまでにない最高の結合エネルギーと最短の相互作用距離を達成
したことが報告されました。これにより、薬剤の効率的な搭載と細胞への特異的送達が
期待され、個別化されたがん治療の実現に大きく貢献する可能性があります。

技術・臨床詳細

SiQDは、その低毒性、優れた生体適合性、および調整可能な光学特性から、バイオイメ
ージングや薬物送達において有望なナノキャリアとして注目されています。本研究で
は、SiQDの表面に異なる化学官能基を導入することで、その薬物搭載特性と放出動態を
精密に制御することを目指しました。特に、カルボキシル基（-COOH）とヒドロキシル
基（-OH）による機能化が詳細に評価されました。これらの官能基は、生体分子や薬剤
との相互作用を強化し、SiQDの表面特性を変化させることができます。

最も重要な発見は、二重カルボキシル化されたSiQDが、チオグアニンという抗がん剤に
対して極めて高い吸着能力を示した点です。これは、SiQD表面の複数のカルボキシル基
がチオグアニンの特定の部位と多点的に結合し、より安定した複合体を形成することに
よるものです。シミュレーションと実験結果から、この複合体は最高の結合エネルギー
と最短の相互作用距離を有することが確認されました。これにより、薬物が高密度で
SiQDに搭載され、生体内での早期放出を抑制しつつ、標的細胞に到達した際に効率的に
薬剤を放出する可逆的なシステムを設計することが可能になります。

この技術は、がん細胞に特異的に結合するリガンド（例：抗体やペプチド）をSiQD表面
にさらに修飾することで、超標的型の薬物送達システムへと発展させることができま
す。これにより、抗がん剤の全身毒性を最小限に抑えつつ、腫瘍部位に薬剤を高濃度で
集中させることが可能となり、治療効果の向上と副作用の軽減が期待されます。



背景・業界文脈

がん治療は、薬剤の副作用、耐性獲得、腫瘍への薬剤送達効率の低さといった課題に直
面しています。ナノ医療は、これらの課題を克服するための有望なアプローチを提供
し、ナノ粒子をキャリアとして薬剤を効率的かつ選択的に送達する研究が盛んに行われ
ています。SiQDは、重金属系量子ドットの毒性懸念を克服する重金属フリーの代替品と
して注目されており、その生体適合性と化学修飾の容易さから、次世代の薬物送達シス
テムの基盤材料として期待されています。この研究は、SiQDをがん治療に応用する上で
の具体的な設計指針を提供するものであり、ナノ医療分野におけるイノベーションを加
速させます。

今後の展望

SiQDを用いたこの薬物送達戦略は、個別化されたがん治療の発展に大きな可能性を秘め
ています。今後、この技術をさらに最適化し、in vitroおよびin vivoでのさらなる評価を
進めることで、実際の臨床応用へと移行していくことが期待されます。特に、異なる抗
がん剤や、様々な疾患に対する治療薬への応用可能性を探ることが重要です。また、
SiQDの合成プロセスのスケーラビリティとコスト効率の改善も、商業化に向けた主要な
課題となるでしょう。この成果は、ナノ材料科学と薬物送達技術の融合により、患者に
とってより安全で効果的な治療法が提供される未来を切り開くものです。

元記事: https://www.frontiersin.org/journals/nanotechnology/articles/10.3389/fnano.2026.1833993/full

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/journals/nanotechnology/articles/10.3389/fnano.2026.1833993/full


#04 メソポーラスシリカナノ粒子（MSN）基盤の新規ナ
ノキャリアが非小細胞肺癌を標的

概要

Regeneron ISEFで発表されたプロジェクトによると、非小細胞肺癌（NSCLC）に対す
る標的型ドラッグデリバリーナノキャリアが開発されています。このナノキャリア
は、ドキソルビシン塩酸塩（Dox-HCl）を搭載したメソポーラスシリカナノ粒子

（MSN）をリポソームシェルでカプセル化し、GE-LLターゲティング剤で標識したも
のです。これにより、固形腫瘍に対して高効率かつ低毒性で薬剤を送達することを目
指しており、NSCLC治療における新しいアプローチとして期待されています。

公開日 日付不明  Regeneron ISEF (International Science and Engineering Fair)  アメリカ



詳細

主要成果

Regeneron ISEF（国際科学技術フェア）で紹介された革新的なプロジェクトは、非小細
胞肺癌（NSCLC）の治療を目指す標的型ドラッグデリバリーナノキャリアの開発に焦点
を当てています。この新しいナノキャリアは、メソポーラスシリカナノ粒子（MSN）を
基盤としてドキソルビシン塩酸塩（Dox-HCl）を搭載し、さらにリポソームシェルでカ
プセル化することで、早期の薬剤放出を防ぎます。さらに、GE-LLターゲティング剤で
標識することにより、NSCLCのような固形腫瘍に対して高効率かつ低毒性で薬剤を送達
することを目指しており、既存の治療法の限界を克服する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

このナノキャリアの設計は、複数のナノテクノロジー要素を巧妙に統合しています。ま
ず、MSNは高い比表面積と規則的な細孔構造を持ち、大量の薬剤（Dox-HCl）を内部に
搭載できるという利点があります。Dox-HClは強力な抗がん剤ですが、全身投与では心
毒性などの重篤な副作用が課題です。

薬剤を搭載したMSNは、その後にリポソームシェルでカプセル化されます。このリポソ
ームシェルは、生体内でのMSNからの薬剤の早期漏出を防ぎ、薬剤の血中安定性を高め
ます。また、リポソームは生体適合性が高く、免疫系からの認識を回避しやすいという
特徴もあります。さらに、このリポソームシェルには、GE-LL（おそらくNSCLC細胞表
面に特異的に発現する受容体と相互作用するペプチドまたは抗体）というターゲティン
グ剤が修飾されています。このターゲティング剤は、ナノキャリアをNSCLC細胞へと選
択的に誘導し、薬剤が腫瘍部位に集中して送達されるように設計されています。

この多段階の設計により、ナノキャリアは以下の利点を提供します。

標的特異性： GE-LLターゲティング剤により、がん細胞に特異的に結合し、薬剤を腫
瘍部位に高濃度で送達します。

薬剤の早期放出抑制： リポソームシェルが薬剤の漏出を防ぎ、循環中の安定性を高
めます。

高効率な搭載： MSNの多孔性により、大量の抗がん剤を搭載可能です。

低全身毒性： 薬剤の標的送達により、非腫瘍組織への暴露が最小限に抑えられ、副
作用が軽減されます。



このアプローチは、固形腫瘍、特に血管新生が発達し、従来の薬剤が到達しにくい
NSCLCのような腫瘍に対して有効である可能性を秘めています。

背景・業界文脈

非小細胞肺癌は、世界的に死亡率の高いがんの一つであり、効果的な治療法の開発が喫
緊の課題です。既存の化学療法は、薬剤の全身毒性や腫瘍へのデリバリー効率の低さか
ら、治療成績が限られています。標的型ドラッグデリバリーシステムは、薬剤をがんに
特異的に送達することで、治療効果を最大化し、副作用を最小限に抑えることを目指
す、がん治療における重要な研究分野です。ナノテクノロジーは、このような高度なデ
リバリーシステムを構築するための強力なツールを提供します。

今後の展望

このMSNベースのナノキャリアの開発は、NSCLC治療に新たな希望をもたらすもので
す。今後の研究では、in vivoでの有効性と安全性のさらなる評価、動物モデルでの薬物
動態および薬力学的研究、そして最終的には臨床試験への移行が目標となるでしょう。
このプロジェクトは、若手研究者がナノテクノロジーと医学の融合を通じて、複雑な医
療課題に取り組むことの重要性を示しており、将来のがん治療に革新をもたらす可能性
を秘めています。

元記事: https://isef.net/project/mats045---targeted-drug-delivery-nanocarrier

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://isef.net/project/mats045---targeted-drug-delivery-nanocarrier


#05 新規多機能ナノプレートレットが腫瘍イメージングと
放射性核種治療を最適化

概要

科学者たちは、独自の組み立てプロセスを用いて、放射性同位元素を迅速に吸収でき
る特殊な構造を持つ層状ナノ粒子（ナノプレートレット）を製造する新規多機能ナノ
プレートレットプラットフォームを開発しました。このプラットフォームは、幅広い

種類の放射性同位元素に対応できるため、腫瘍を標的とする放射性核種治療（TRT）の
ツールボックスを拡大し、イメージング、治療、診断と治療を兼ねるセラノスティク
スの両方の目的を達成する単一プラットフォームを提供します。これにより、がん治

療の精密化と効率化が大きく進展すると期待されます。

公開日 2026年08月14日  Science Daily  アメリカ



詳細

主要成果

科学者たちは、腫瘍イメージングとがん治療を画期的に最適化する、新規多機能ナノプ
レートレットプラットフォームを開発しました。このプラットフォームは、独自の組み
立てプロセスによって製造された層状ナノ粒子（ナノプレートレット）で構成されてお
り、多様な放射性同位元素を迅速かつ効率的に吸収できる特殊な構造を持つことが特徴
です。この汎用性により、腫瘍を標的とする放射性核種治療（TRT）の選択肢が大幅に
拡大し、イメージングと治療の両方、さらには診断と治療を組み合わせたセラノスティ
クスを実現する単一プラットフォームを提供します。このイノベーションは、がん患者
に対する精密かつ個別化された治療戦略を推進する上で極めて重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

開発されたナノプレートレットは、放射性同位元素を効率的に吸着・保持できるような
層状構造と表面特性を持つように設計されています。この独自の組み立てプロセスは、
均一なサイズと形状を持つナノプレートレットを製造することを可能にし、生体内での
挙動を予測しやすくします。ナノプレートレットは、以下の点で優れています。

広範な放射性同位元素への対応： 異なる種類の放射性同位元素（例：診断用の
68Ga、治療用の177Luなど）を柔軟に搭載できるため、臨床医は特定の腫瘍タイプや

患者の状態に応じて最適な核種を選択できます。これにより、TRTのパーソナライゼ
ーションが促進されます。

高効率な腫瘍ターゲティング： ナノプレートレットは、腫瘍微小環境に存在する特
定のバイオマーカーや受容体（例：葉酸受容体など）を標的とするリガンドで修飾す
ることが可能です。これにより、薬剤が腫瘍組織に選択的に集中し、健康な組織への
放射線被曝を最小限に抑えつつ、治療効果を最大化します。

セラノスティクス機能： 診断と治療を同一プラットフォームで行う能力は、がん治
療において極めて有利です。例えば、まず診断用の放射性同位元素を搭載したナノプ
レートレットで腫瘍の位置と大きさを正確に特定し、その後、治療用の放射性同位元
素を搭載した同一のナノプレートレットで標的治療を行うことが可能です。これによ
り、リアルタイムでの治療効果モニタリングと治療計画の最適化が実現します。



従来の放射性医薬品は、しばしば特異性が低く、急速に生体内から除去されるか、また
は非特異的な臓器に蓄積するといった課題がありました。このナノプレートレットプラ
ットフォームは、これらの課題を克服し、より高い治療指数（治療効果と副作用の比
率）を達成することを目指しています。

背景・業界文脈

がんは、依然として世界の主要な死因の一つであり、より効果的で副作用の少ない治療
法の開発が求められています。放射性核種治療（TRT）は、近年注目されているがん治
療モダリティであり、放射性核種を直接腫瘍に送達することで、がん細胞を内部から破
壊します。しかし、TRTの適用範囲は、使用できる放射性核種の種類や腫瘍へのデリバ
リー効率によって制限されていました。今回のナノプレートレットプラットフォーム
は、これらの制限を打破し、TRTの臨床的有用性を大幅に高める可能性を秘めていま
す。ナノテクノロジーと核医学の融合は、がん治療のパラダイムを大きく変革するもの
です。

今後の展望

この多機能ナノプレートレットプラットフォームは、がん治療の未来に大きな影響を与
えるでしょう。今後は、前臨床モデルでのさらなる有効性と安全性の評価、異なる腫瘍
タイプへの適応可能性の検討、そして最終的な臨床試験への移行が期待されます。ま
た、製造プロセスをスケールアップし、コスト効率を高めることも商業化に向けた重要
な課題となります。この技術が広く利用されるようになれば、個別化されたTRTが標準
的ながん治療の一部となり、患者の生存率と生活の質を向上させることに貢献すると期
待されています。

元記事: https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41795

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41795


#06 ナノ粒子が血液脳関門を突破し膠芽腫治療へ、磁気・
光熱・音響力学療法を可能に

概要

膠芽腫（GBM）に対するナノ医療は、薬剤送達の大きな障壁である血液脳関門
（BBB）を克服するための課題に取り組んでいます。ナノ粒子は、従来の薬剤や核酸
をGBMに送達するだけでなく、磁気ハイパーサーミア、光熱療法、光力学療法、音響

力学療法といった新しいアプローチを通じて、熱や活性酸素種を局所的に生成するこ
とで治療効果を高める可能性を秘めています。多くの手法は前臨床段階ですが、一部
は初期の臨床試験に達し、有望な結果を示しています。

公開日 2026年08月13日  Drug Target Review  イギリス



詳細

主要成果

膠芽腫（Glioblastoma Multiforme, GBM）のような重篤な脳腫瘍に対する治療におい
て、ナノ医療が画期的な進歩を遂げています。特に、薬剤送達の主要な障壁である血液
脳関門（BBB）を克服するために、ナノ粒子技術が多機能的なアプローチを提供してい
ます。ナノ粒子は、従来の薬剤や核酸をGBMに効率的に送達するだけでなく、磁気ハイ
パーサーミア、光熱療法、光力学療法、音響力学療法といった物理的刺激応答性治療法
を通じて、局所的に熱や活性酸素種（ROS）を生成することで、腫瘍細胞を破壊する新
たな道を開いています。多くの手法はまだ前臨床段階ですが、一部は既に初期の臨床試
験に到達し、有望な結果を示し始めています。

技術・臨床詳細

膠芽腫は、非常に悪性度が高く、脳組織に深く浸潤するため、外科的切除が困難であ
り、化学療法や放射線療法もBBBによって薬剤が十分に到達しないため効果が限定的で
す。ナノ粒子は、BBBを通過するための複数の戦略を利用します。これには、受容体媒
介性エンドサイトーシス、吸着媒介性エンドサイトーシス、あるいはBBBを一時的に開
く外部刺激（例：超音波）の利用が含まれます。

ナノ粒子の具体的な応用は以下の通りです。

薬剤・核酸送達： 化学療法薬（例：テモゾロミド、ドキソルビシン）、遺伝子治療
薬（siRNA、mRNA、CRISPR/Cas9コンポーネント）などをナノ粒子にカプセル化す
ることで、BBBを通過させ、腫瘍細胞内に効率的に送達します。例えば、メソポーラ
スシリカナノ粒子（MSN）は、ドキソルビシンを搭載し、リポソームシェルとGE-LL
ターゲティング剤で修飾することで、非小細胞肺癌のような固形腫瘍に高効率かつ低
毒性で薬剤を送達する可能性を示しています。同様のアプローチがGBMにも応用可
能です。

磁気ハイパーサーミア： 磁性ナノ粒子（例：酸化鉄ナノ粒子）をGBMに集積させ、
外部磁場を印加することで、局所的に熱を発生させます。この熱は腫瘍細胞を選択的
に破壊し、化学療法や放射線療法の効果を増強します。

光熱療法（Photothermal Therapy, PTT）： 金ナノロッドやカーボンナノチューブ
（CNT）などの光熱変換ナノ粒子を腫瘍に送達し、近赤外線レーザーを照射すること
で熱を発生させ、腫瘍をアブレーション（焼灼）します。



光力学療法（Photodynamic Therapy, PDT）： 光感受性薬剤を搭載したナノ粒子を
腫瘍に集積させ、特定の波長の光を照射することで活性酸素種を生成し、腫瘍細胞を
酸化ストレスによって破壊します。

音響力学療法（Sonodynamic Therapy, SDT）： 超音波感受性ナノ粒子と超音波を
組み合わせて活性酸素種を生成し、腫瘍細胞を標的とします。

これらの治療法は、それぞれ異なるメカニズムで腫瘍細胞を攻撃し、相乗効果をもたら
す可能性があり、GBMの治療成績向上に貢献することが期待されています。

背景・業界文脈

膠芽腫は、標準治療にもかかわらず予後が極めて不良な疾患であり、新たな治療戦略が
強く求められています。特に、BBBの存在が薬剤開発の大きな足かせとなってきまし
た。ナノテクノロジーは、その特異的なサイズ、表面改変の容易さ、多様な薬剤搭載能
力により、BBBを克服し、脳腫瘍に薬剤を効率的に送達する可能性を秘めた唯一の技術
分野として認識されています。世界中の研究機関や製薬企業が、この困難な課題に対
し、ナノ粒子を基盤とした革新的なアプローチで挑んでいます。

今後の展望

ナノ粒子を用いたGBM治療は、まだ初期段階にあるものの、その多機能性とBBB克服能
力は、大きな変革をもたらす可能性を秘めています。今後、臨床試験のさらなる進展
と、ナノ粒子の生体安全性、長期的な効果、および大規模生産における課題解決が重要
となります。特に、複数の治療モダリティを組み合わせた複合的なナノ粒子システムの
開発や、AI/機械学習を活用したナノ粒子設計の最適化が、治療効果の最大化に貢献す
ると期待されています。これにより、膠芽腫患者の生存期間延長と生活の質の向上が実
現される可能性があります。

元記事: https://www.drugtargetreview.com/news/nanomedicine-for-glioblastoma-overcoming-the-

blood-brain-barrier/2136211.article

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drugtargetreview.com/news/nanomedicine-for-glioblastoma-overcoming-the-blood-brain-barrier/2136211.article
https://www.drugtargetreview.com/news/nanomedicine-for-glioblastoma-overcoming-the-blood-brain-barrier/2136211.article


#07 LNPの組成とリガンドターゲティング統合で膵臓β細
胞指向性RNA送達を劇的に強化

概要

LNPの組成およびリガンドターゲティングを統合した工学設計が、膵臓β細胞指向性
RNA送達を劇的に強化することが研究で示されました。LNPの4つのコア成分（イオン
性脂質、ヘルパー脂質、コレステロール、PEG化脂質）の種とモル比を系統的に変化

させることで、遺伝子導入と細胞型特異性が変化することが実証されました。これに
より、標的遺伝子送達に最適化されたLNP製剤を特定するためのハイスループット多
段階組成スクリーニングプラットフォームが開発され、糖尿病などの疾患に対する

RNA治療の精度向上に貢献します。

公開日 2026年08月13日  ACS Nano  アメリカ



詳細

主要成果

脂質ナノ粒子（LNP）の組成およびリガンドターゲティングを統合した工学設計が、膵
臓のβ細胞指向性RNA送達を劇的に強化できることが、最新の研究で明らかになりまし
た。この成果は、LNPを構成する4つのコア成分（イオン性脂質、ヘルパー脂質、コレ
ステロール、PEG化脂質）の種とモル比を系統的に変化させることで、遺伝子導入効率
と細胞型特異性が大きく変化することを実証したものです。これにより、標的遺伝子送
達に最適化されたLNP製剤を特定するためのハイスループット多段階組成スクリーニン
グプラットフォームが開発され、糖尿病治療などにおけるRNA治療の精度を飛躍的に向
上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

LNPは、mRNAワクチンでその有効性が実証されたように、核酸（RNA）を生体内で細
胞に送達するための強力なツールです。しかし、特定の細胞種に特異的に送達する「タ
ーゲティング」能力の向上は、遺伝子治療の有効性を高める上で重要な課題でした。本
研究では、以下の技術的アプローチが採用されました。

LNP組成の系統的最適化： イオン性脂質はRNAとの複合体形成とエンドソームから
の脱出に不可欠です。ヘルパー脂質とコレステロールはLNPの構造安定性と膜融合特
性を制御します。PEG化脂質はLNPの安定性を高め、非特異的な生体分子の吸着を防
ぎます。これらの脂質の種類と相対比率を広範にスクリーニングすることで、最適な
物理化学的特性を持つLNPコアを特定しました。

リガンドターゲティングの導入： LNPの表面に特定の細胞表面受容体と相互作用す
るリガンド（例：ペプチド、抗体フラグメント、低分子）を修飾することで、LNPが
目的の細胞（この場合は膵臓β細胞）に選択的に結合し、取り込まれるように誘導し
ます。本研究では、β細胞に特異的なリガンドを設計し、LNPの表面に効率的に提示
させることで、RNAのβ細胞への送達効率を劇的に高めました。

ハイスループットスクリーニングプラットフォーム： 多数のLNP組成とリガンドの
組み合わせを迅速に評価できるスクリーニングシステムを開発しました。これによ
り、遺伝子導入効率、細胞型特異性、生体適合性などの複数のパラメータを同時に最
適化することが可能となり、従来の試行錯誤的なプロセスに比べて開発期間とコスト
を大幅に削減します。



この統合された設計アプローチにより、開発されたLNPは、非標的細胞への送達を最小
限に抑えつつ、膵臓β細胞へのRNA送達効率をこれまでにないレベルで達成しました。
これにより、β細胞の機能不全が原因となるI型・II型糖尿病などの疾患に対するRNAベ
ースの治療法の開発に新たな道が開かれます。

背景・業界文脈

糖尿病などの代謝性疾患は、世界中で患者数が増加しており、特にβ細胞の機能障害が
病態の中心にある場合、その回復が治療の鍵となります。RNA治療は、特定のタンパク
質の発現を調節したり、遺伝子を編集したりすることで、疾患の根本原因にアプローチ
できる有望なモダリティですが、RNAの不安定性や特定の細胞へのデリバリー効率が課
題でした。LNPの技術は、mRNAワクチンの成功によってそのポテンシャルが広く認識
されましたが、特定の臓器や細胞種への精密なターゲティングの必要性が高まっていま
した。本研究は、この課題に対する重要な解決策を提示するものです。

今後の展望

LNPの組成最適化とリガンドターゲティングを組み合わせたこのアプローチは、膵臓β

細胞に限定されず、様々な疾患における特定の細胞種へのRNA送達に応用できる汎用性
の高いプラットフォームとなる可能性があります。今後、この技術を用いて、糖尿病の
治療薬、再生医療、がん免疫療法など、幅広い分野での革新的なRNA治療薬の開発が期
待されます。大規模生産へのスケーラビリティ、生体安全性評価、および長期的な治療
効果の確認が今後の主要な課題となりますが、この研究は精密医療の実現に向けた強力
な推進力となるでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/ancac3/article/doi/10.1021/acsnano.6c06440/5254132/Engineering-Lipid-

Nanoparticles-through-Integrated

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/ancac3/article/doi/10.1021/acsnano.6c06440/5254132/Engineering-Lipid-Nanoparticles-through-Integrated
https://pubs.acs.org/ancac3/article/doi/10.1021/acsnano.6c06440/5254132/Engineering-Lipid-Nanoparticles-through-Integrated


#08 ケンブリッジ大学、クラッキングアシスト転写印刷
（CATP）で16,933 PPIの超高解像度QD-LEDディスプレイ
を実証

概要

ケンブリッジ大学の研究者らは、ARおよびVRディスプレイ向けの超高解像度を実現す

る画期的な手法「クラッキングアシスト転写印刷（CATP）」を開発しました。この技
術により、600 x 900ナノメートルの極微細なカドミウムフリー量子ドットピクセルを
16,933 PPIで印刷し、4インチを超えるフルカラーQD-LEDディスプレイが製造されまし

た。CATPは、電気発光性能と動作寿命を向上させ、大規模生産への道を開くことで、
次世代ディスプレイ技術に革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年08月07日  University of Cambridge / Physics.org  イギリス



詳細

主要成果

ケンブリッジ大学の研究チームは、拡張現実（AR）および仮想現実（VR）ディスプレ
イの未来を塗り替える可能性を秘めた、超高解像度量子ドット（QD）ディスプレイの
製造に成功しました。彼らは「クラッキングアシスト転写印刷（CATP）」という革新
的な技術を開発し、わずか600 x 900ナノメートルという極めて微細なカドミウムフリー
量子ドットピクセルをパターン化し、16,933 PPI（ピクセル/インチ）という驚異的な解
像度を持つ4インチ以上のフルカラーQD-LEDアレイを実証しました。この成果は、既存
のディスプレイ技術をはるかに凌駕する鮮明さと色彩再現性を提供し、没入型体験を劇
的に向上させます。

技術・臨床詳細

CATPプロセスは、制御されたクラッキング（ひび割れ）を利用して、無機コロイド量
子ドットを非常に高い精度でピクセルアレイに転写するものです。従来の量子ドットパ
ターン化技術と比較して、CATPは電気発光性能を大幅に向上させ、より高い最大輝度
と長い動作寿命を実現します。この技術は薄膜トランジスタ（TFT）バックプレーンと
の統合が可能であり、アクティブマトリックス駆動のフルカラーQD-LEDディスプレイ
の製造を可能にしました。カドミウムフリーである点は、環境負荷と健康リスクを低減
する上で重要な進歩です。研究チームは、この手法が大規模生産に適用可能であること
も示唆しており、将来的な商業化への具体的な道筋を示しています。

背景・業界文脈

量子ドットは、その優れた色純度、エネルギー効率、および長寿命から、次世代ディス
プレイ技術の主要候補として注目されてきました。しかし、微細なピクセルを効率的か
つ均一に、そして大規模にパターン化する技術的課題が、その広範な商業化を阻んでき
ました。既存のフォトリソグラフィやインクジェット印刷などの手法では、量子ドット
のデリケートな特性を損なったり、解像度や均一性に限界がありました。ケンブリッジ
大学のCATP技術は、これらの課題を一挙に解決し、特に高いピクセル密度が求められ
るAR/VRヘッドセットにおいて、リアルと見紛うばかりの視覚体験を提供する可能性を
切り開きます。



今後の展望

このブレークスルーは、AR/VRデバイスのディスプレイ技術を根底から変革する可能性
を秘めています。現在のAR/VRヘッドセットは、しばしば「スクリーン効果」や画素の
粗さが課題とされていますが、CATPによる超高解像度ディスプレイはこれを克服し、
ユーザーに比類のない没入感を提供できるでしょう。また、この技術は、スマートフォ
ン、テレビ、ウェアラブルデバイスなどの他の高精細ディスプレイ市場にも大きな影響
を与える可能性があります。研究チームは、さらなる最適化とスケーラビリティの向上
を目指しており、数年内のプロトタイプ開発、そして最終的な商業製品への応用が期待
されます。ディスプレイ業界全体における、鮮やかでエネルギー効率の高い次世代製品
開発への大きな一歩となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#09 First Graphene、Mito Material Solutions買収と中国
市場参入で事業拡大を加速、パフォーマンス権104万株は
失効

概要

First Graphene Ltd.は、米国でのMito Material Solutionsの戦略的買収を完了し、中国市

場へのPureGRAPH CEM投入計画を明らかにしました。これにより、同社のグラフェン
製品のグローバルな商業展開が大幅に加速されます。同時に、2026年6月30日付けで
1,042,951件のパフォーマンス権（FGRAC）が条件未達により失効したと発表しました

が、これは資本構成の明確化につながり、事業拡大戦略とは別の財務上の動きです。

公開日 2026年08月10日  First Graphene  オーストラリア



詳細

主要成果

First Graphene Ltd.（ASX:FGR）は、米国企業Mito Material Solutionsの戦略的買収を完
了し、グラフェン強化複合材料の市場におけるプレゼンスを強化しました。さらに、同
社は主力製品であるPureGRAPH CEMの中国市場への投入計画を発表し、グローバルな
商業リーチを大幅に拡大する構えです。これらの動きは、同社のグラフェン製品の商業
化戦略における重要なマイルストーンとなります。一方で、2026年6月30日付けで
1,042,951件のパフォーマンス権（FGRAC）が条件未達により失効したことも同時に報告
されました。

技術・臨床詳細

Mito Material Solutionsの買収は、First Grapheneの先進的なグラフェン技術を既存の複
合材料ソリューションに統合し、特に航空宇宙、自動車、スポーツ用品などの高性能材
料市場における製品ポートフォリオを拡充するものです。Mito Material Solutionsは、
グラフェンナノプレートレットをベースとした添加剤を専門としており、これにより複
合材料の強度、耐久性、軽量性を向上させることが可能です。中国市場へのPureGRAPH

CEM投入は、建設業界におけるコンクリート、セメント、アスファルトの性能向上に貢
献することを目的としており、グラフェンの優れた機械的特性と導電性を活用したソリ
ューションが提供されます。パフォーマンス権の失効は、インセンティブプランの目標
未達によるものであり、同社の発行済み資本の潜在的な希薄化をわずかに減少させる結
果となりましたが、事業の中核的な推進力には影響を与えません。

背景・業界文脈

グラフェンは、「奇跡の材料」として知られ、その比類ない強度、軽量性、導電性か
ら、様々な産業での応用が期待されています。しかし、商業化への道のりは、製造コス
ト、スケーラビリティ、そして既存材料との統合の課題によって複雑でした。First
Grapheneの戦略的な買収と市場拡大は、これらの課題を克服し、グラフェンを大量生
産および幅広い用途に展開するための重要なステップです。特に、中国は巨大な建設市
場を有しており、PureGRAPH CEMの導入は、持続可能な高性能建築材料への需要に応
えるものです。グラフェン業界全体が、研究開発段階から実用段階へと移行する中で、
このような市場参入と技術統合の動きは、業界の成熟を示すものと言えます。



今後の展望

First Grapheneの事業拡大戦略は、グラフェン市場の成長を牽引する重要な要因となる
でしょう。Mito Material Solutionsの統合により、同社はより幅広い顧客層とアプリケ
ーションに対応できるようになり、技術イノベーションと市場浸透の両面で優位性を確
立します。中国市場への参入は、同社の収益基盤を多様化し、世界最大の市場の一つで
大きな成長機会を捉えることにつながります。パフォーマンス権の失効は、短期的な財
務調整であり、長期的な事業戦略には影響を与えません。これらの戦略的な動きが成功
すれば、First Grapheneはグラフェン業界の主要プレーヤーとしての地位を確固たるも
のとし、高性能材料市場におけるグラフェンの普及を加速させることが期待されます。

元記事: https://firstgraphene.net/investors/share-price-asx-announcements/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://firstgraphene.net/investors/share-price-asx-announcements/


#10 Graphene Manufacturing Groupが次世代グラフェン
バッテリーのブランドを更新し、1000 mAh超のパウチセ
ル生産を実証

概要

Graphene Manufacturing Group (GMG) は、次世代グラフェンバッテリーセルのブラン

ドを更新し、その安全で高速充電の特性と、グラフェンによる性能・サイクル寿命向
上を強調しました。同社はクイーンズランド大学、リオ・ティント、バッテリーイノ
ベーションセンターとの共同開発で、1000 mAhを超える容量のグラフェンアルミニウ

ムイオンパウチセルを複数生産し、コインセルからパウチセルへのスケーラビリティ
を実証しました。これはグラフェンバッテリー商業化への重要なマイルストーンで
す。

公開日 2026年08月10日  Graphene Manufacturing Group  オーストラリア



詳細

主要成果

Graphene Manufacturing Group (GMG) Ltd.は、次世代グラフェンバッテリーセル製品の
ブランドを刷新し、その優れた安全性、高速充電能力、およびグラフェンがもたらす性
能とサイクル寿命の向上を強調しました。同社はまた、クイーンズランド大学、リオ・
ティント、インディアナ州バッテリーイノベーションセンターとの共同開発を通じて、
1000 mAhを超える容量を持つグラフェンアルミニウムイオンパウチセルを複数生産し
たと発表しました。これは、コインセル段階からより実用的なパウチセル形態へのスケ
ーラビリティを実証する重要な技術的マイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

GMGのグラフェンバッテリー技術は、独自のグラフェン製造プロセスによって得られ
る高性能グラフェンを活かしています。このグラフェンを電極材料として使用すること
で、従来のバッテリーと比較して充電速度が飛躍的に向上し、熱安定性が高まるため安
全性も向上します。特に、今回のパウチセル生産成功は、バッテリー技術をより大型の
アプリケーション（例えば電気自動車や定置型エネルギー貯蔵）に適用するための重要
なステップです。1000 mAhを超える容量達成は、実用レベルのエネルギー貯蔵能力を
持つバッテリーの実現に一歩近づいたことを意味し、グラフェンがバッテリー性能を向
上させる明確な証拠となります。共同開発パートナーとの連携は、研究から製品化まで
の道のりを加速させています。

背景と業界文脈

バッテリー技術は、電気自動車（EV）の普及や再生可能エネルギーの統合、ポータブル
電子機器の性能向上において、最も重要な要素の一つです。現在のリチウムイオンバッ
テリーは、充電時間、安全性、サイクル寿命、および製造コストの面で課題を抱えてい
ます。グラフェンは、その優れた導電性、機械的強度、および化学的安定性により、こ
れらの課題を解決する可能性を秘めた材料として長年期待されてきました。GMGの成
果は、グラフェンを単なる研究材料から、実際に商業応用可能なバッテリーコンポーネ
ントへと昇華させる重要な進展を示しています。



今後の展望

GMGは、今回のブランディング更新とパウチセル生産の成功を基盤として、グラフェ
ンバッテリーの商業化を加速する計画です。同社は、独自のグラフェン生産、省エネ製
品からの収益構築、次世代バッテリー開発、サプライチェーン・パートナーシップ構築
の4つの主要な事業目標に注力しています。パウチセルのスケーラビリティ実証は、EV
バッテリーや大規模エネルギー貯蔵システムといった高成長市場への参入を可能にし、
同社の市場価値を大きく高める可能性があります。安全で高速充電が可能なグラフェン
バッテリーは、消費者の利便性を向上させるだけでなく、持続可能なエネルギーソリュ
ーションの実現に不可欠な技術として、将来のエネルギーランドスケープに大きな影響
を与えることが期待されます。

元記事: https://graphenemg.com/gmg-announces-updated-battery-brand/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://graphenemg.com/gmg-announces-updated-battery-brand/


#11 ロスアラモス国立研究所、磁気ドーパントが量子ドッ
ト光化学反応を促進するメカニズムを解明

概要

ロスアラモス国立研究所（LANL）の科学者たちは、磁気ドーパントが量子ドットの光
を用いた化学反応を助けるメカニズムを実証しました。量子ドットは既にディスプレ
イや照明、医療画像診断に利用されていますが、この発見は、光触媒や太陽電池など

の分野での量子ドットの応用可能性をさらに拡大するものです。安価で効率的な製造
方法の開発が継続されており、今後、より幅広い産業での利用が期待されます。

公開日 2026年08月13日  Facebook (ladailypost.comを引用)  アメリカ



詳細

主要成果

ロスアラモス国立研究所（LANL）の科学者たちは、量子ドットが光を用いて化学反応
を促進する際に、特定の磁気ドーパントがその効率を向上させるメカニズムを実証しま
した。この発見は、量子ドットの光触媒性能を根本的に理解し、設計を最適化するため
の新たな道を開くものであり、エネルギー変換、環境浄化、化学合成などの分野におけ
るその応用可能性を大幅に拡大します。

技術・臨床詳細

量子ドットは、そのサイズ依存性の発光特性により、効率的な光の吸収と放出が可能で
あり、すでにディスプレイや照明用途で広く活用されています。今回の研究では、量子
ドットに磁性元素をドーピングすることで、光励起された電子とホールの分離効率が向
上し、化学反応へのエネルギー伝達がより効率的になることが示されました。この「磁
気ドーパント」の導入は、量子ドットの電荷分離寿命を延長し、触媒活性サイトでの反
応を促進する効果があります。また、量子ドットは生体適合性を持つものが開発されて
おり、医療画像診断やドラッグデリバリーシステムへの応用も期待されています。製造
コストが依然として課題であるものの、研究者たちはより安価でスケーラブルな製造方
法の開発に注力しており、今回の知見はその進展にも寄与する可能性があります。

背景と業界文脈

量子ドット技術は、過去数十年にわたり、基礎研究から商業応用へと急速に発展してき
ました。しかし、特に光触媒や太陽電池といったエネルギー関連分野では、その効率と
安定性をさらに高めることが求められています。これまでの量子ドットを用いた光触媒
反応では、光励起キャリアの再結合が効率を制限する主要因となっていました。LANL

の研究は、磁気ドーパントを利用することでこの再結合プロセスを抑制し、触媒効率を
向上させる新しいアプローチを提供します。これは、高効率なクリーンエネルギー技術
の開発や、二酸化炭素の資源化といった地球規模の課題解決に貢献する可能性を秘めて
います。



今後の展望

今回の研究成果は、次世代の光触媒システム、高効率太陽電池、さらには量子情報デバ
イスなど、多岐にわたる先進技術の開発を加速させる可能性があります。磁気ドーパン
トを用いた量子ドットの最適化により、従来比で数倍以上の触媒効率向上が見込まれる
分野も出てくるでしょう。将来的には、これらの改良された量子ドットが、より持続可
能でエネルギー効率の高い化学プロセスや、より高性能な光電子デバイスの実現に不可
欠な要素となることが期待されます。LANLの研究は、量子ドット技術の潜在能力を最
大限に引き出し、社会が直面する重要な技術的・環境的課題への解決策を提供する道筋
を示しています。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#12 科学者、固体酸化物セル内で電力・水素生成に応じて
銀ナノ触媒が活性部位を切り替える「隠れたスイッチ」を
発見

概要

研究者らは、固体酸化物セル（SOC）において、電力生成と水素生成のモードに応じ

て銀ナノ触媒の活性部位が切り替わる「隠れたスイッチ」を初めて発見しました。こ
の画期的な知見は、触媒の動作メカニズムに関する新たな理解をもたらし、クリーン
な発電とグリーン水素製造のエネルギー効率を劇的に高める、よりスマートな触媒設

計の可能性を拓きます。これにより、環境負荷の低いエネルギーシステム構築への貢
献が期待されます。

公開日 2026年08月10日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

科学者たちは、固体酸化物セル（SOC）の内部で、電力生成と水素生成という異なる動
作モードに応じて、銀ナノ触媒がその最も重要な反応を行う場所を自律的に切り替える
「隠れたスイッチ」を発見しました。これは触媒設計における画期的な知見であり、ク
リーンエネルギー技術、特にグリーン水素製造の効率と持続可能性を大幅に向上させる
可能性を秘めています。

技術詳細

この発見は、高度な特性評価技術と計算モデリングを組み合わせることで実現されまし
た。研究チームは、SOCが電力生成（燃料電池モード）として機能する場合と、水電解
による水素生成（電解セルモード）として機能する場合とで、銀ナノ触媒の表面と触媒
電極界面における反応ダイナミクスが大きく異なることを観察しました。具体的には、
電力生成時には触媒表面が主に活性化され、水素生成時には触媒電極界面が反応の主要
な部位となることが明らかになりました。この切り替えメカニズムを理解することで、
触媒を単一のコンポーネントとして最適化するのではなく、触媒表面と触媒電極界面を
それぞれ個別に設計する新しいアプローチが可能になります。これにより、特定の動作
モードで最大限の性能を発揮する「スマート触媒」の開発が期待されます。

背景と業界文脈

固体酸化物セルは、高効率な電力生成や水素製造が可能な次世代エネルギー変換デバイ
スとして注目されています。しかし、その性能向上には、効率的で耐久性のある触媒材
料の開発が不可欠です。特に、水素は脱炭素社会の実現に向けた重要なエネルギーキャ
リアであり、その製造コストとエネルギー効率の改善は喫緊の課題です。既存の触媒設
計は、多くの場合、単一の動作条件下での最適化に焦点を当ててきましたが、複数のモ
ードで機能するSOCのようなシステムでは、その限界が露呈していました。今回の発見
は、触媒が外部環境や動作条件にどのように適応して機能するかという根本的な問いに
対し、新たな視点を提供するものです。



今後の展望

この「隠れたスイッチ」の発見は、触媒化学と材料科学の分野に深い影響を与えるでし
ょう。研究者たちは、この知見を基に、より高性能で適応性の高い触媒材料を設計でき
るようになります。例えば、燃料電池や電解槽だけでなく、多様な化学反応やセンサ
ー、バイオ触媒など、他の多くのシステムにおいても、動作条件に応じて活性部位を最
適化できるスマート触媒の開発が進む可能性があります。これにより、グリーン水素製
造のエネルギー効率が大幅に向上し、再生可能エネルギー源を最大限に活用できる、よ
り持続可能なエネルギーインフラの構築に貢献することが期待されます。長期的には、
この原理が広範なナノ触媒設計に応用され、環境・エネルギー問題の解決に向けた新た
な技術革新を加速させるでしょう。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260810015714.htm

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260810015714.htm


#13 ライス大学、わずか30秒でMXeneを製造する超高速
ガス相エッチングプロセスを開発し、毒性廃棄物を削減

概要

ライス大学の研究チームは、MXeneを製造するための超高速ガス相エッチングプロセ
スを開発しました。この革新的な手法は、従来の液相化学エッチングが数時間かかる
のに対し、わずか30秒以内にMXeneの合成を完了させます。これにより、毒性のある

フッ化水素酸の使用を排除し、毒性廃棄物を大幅に削減できるため、MXeneの製造を
より制御可能でスケーラブルかつ環境に優しいものにします。MXeneは、優れた導電
性から先進的な電子デバイスへの応用が期待されています。

公開日 2026年08月13日  Electronics Online  オーストラリア



詳細

主要成果

ライス大学の研究チームは、MXene（二次元遷移金属炭化物、窒化物、または炭窒化
物）の製造において、画期的な超高速ガス相エッチングプロセスを開発しました。この
新手法は、従来の液相化学エッチングが数時間から数日を要するのに対し、わずか30秒
以内にMXeneを合成できるため、製造時間の劇的な短縮を実現します。さらに、毒性の
高いフッ化水素酸（HF）の使用を不要にし、毒性廃棄物を大幅に削減することで、
MXene製造の安全性と持続可能性を飛躍的に向上させます。

技術詳細

従来のMXene製造では、MAX相と呼ばれる前駆体からA層（通常はアルミニウム）を選
択的に除去するために、濃フッ化水素酸を用いた液相エッチングが必須でした。このプ
ロセスは時間がかかり、HFの取り扱いに関連する深刻な安全上の懸念と、生成される大
量の毒性廃棄物が課題でした。ライス大学が開発したガス相エッチングプロセスは、よ
り穏やかな化学物質と条件を使用し、気相中でA層を効率的に除去します。この技術
は、ナノ材料の構造をより精密に制御できるため、高品質で均一なMXeneナノシートを
生産することを可能にします。これにより、MXeneの優れた導電性と表面相互作用特性
を最大限に引き出すことができます。

背景と業界文脈

MXeneは、その優れた電気伝導性、高い表面積、調整可能な表面化学、および機械的特
性により、エネルギー貯蔵、電磁シールド、センサー、触媒、先進的な電子デバイスな
ど、幅広い分野で非常に有望な材料として注目されています。しかし、その商業化と広
範な応用を阻む主要な障壁の一つが、従来の製造プロセスの非効率性と安全性に関する
懸念でした。ライス大学の新しいガス相エッチング技術は、これらの障壁を根本的に解
消し、MXeneの量産化とコスト削減に道を開くものです。この技術革新は、次世代エレ
クトロニクス、高速コンピューティング、航空宇宙用途の高性能コーティング材料など
の分野におけるMXeneの採用を加速させるでしょう。



今後の展望

この超高速ガス相エッチングプロセスの開発は、MXene技術の商業的可能性を大きく広
げるものです。製造時間の短縮とコスト削減、そして環境負荷の低減は、MXeneベース
の製品の市場投入を加速させます。特に、毒性廃棄物の削減は、ナノ材料製造業界全体
のグリーン化に向けた重要なステップとなります。今後、この技術は、より高性能なス
ーパーキャパシタ、高効率バッテリー、柔軟な電子回路、さらにはスマートテキスタイ
ルやIoTデバイスへのMXeneの応用を促進するでしょう。ライス大学の研究成果は、
MXeneが次世代の高性能材料として広く採用されるための道を開き、多くの産業分野に
革新をもたらすことが期待されます。

元記事: https://www.electronicsonline.net.au/content/assembly/news/gas-phase-etching-for-faster-

mxene-manufacturing-402439158

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.electronicsonline.net.au/content/assembly/news/gas-phase-etching-for-faster-mxene-manufacturing-402439158
https://www.electronicsonline.net.au/content/assembly/news/gas-phase-etching-for-faster-mxene-manufacturing-402439158


#14 Premier Graphene Inc.、HGI Industrial
TechnologiesとNova Grapheneとの合弁でグラフェンベ
ース防弾システムを開発し防衛製造を戦略的拡大

概要

Premier Graphene Inc.は、子会社HGI Industrial TechnologiesとNova Grapheneとの合

弁事業を通じて、防衛製造分野での戦略的拡大を発表しました。この提携は、HGIの先
進製造能力と独自のグラフェン生産IPをNova Grapheneのグラフェン技術専門知識と
組み合わせ、高性能保護システムを開発・商業化するものです。初期製品開発には、

先進的な個人用防弾システムや車両・船舶用ソリューションが含まれ、グラフェンの
優れた特性が防衛・安全保障市場に新たな価値をもたらすことが期待されます。

公開日 2026年08月06日  Mena FN  カナダ



詳細

主要成果

Premier Graphene Inc.は、子会社HGI Industrial Technologiesとグラフェン専門企業Nova

Grapheneとの間で合弁事業を立ち上げ、防衛製造分野での戦略的拡大を発表しまし
た。この提携は、グラフェンベースの高性能保護システムの開発と商業化を目的として
おり、個人用防弾システムから車両・船舶用防弾ソリューションまで、幅広い製品展開
を目指します。この動きは、グラフェン技術が防衛・安全保障市場において、従来の材
料では達成できなかったレベルの保護と軽量化を実現する可能性を示しています。

技術詳細

合弁事業の中核となるのは、HGI Industrial Technologiesの先進的な製造能力と独自のグ
ラフェン生産に関する知的財産（IP）を、Nova Grapheneのグラフェン技術と材料科学
に関する深い専門知識と組み合わせる点です。グラフェンは、鋼鉄の200倍の強度を持
ちながら、非常に軽量であるという特異な特性を備えています。この特性を活用するこ
とで、より薄く、軽く、そして耐久性の高い防弾材料を開発することが可能になりま
す。初期製品開発の焦点は、兵士の生存率を向上させるための先進的な個人用防弾ベス
ト、ヘルメット、プレートキャリア、そして軍用車両や船舶の脆弱な部分を保護するた
めの軽量かつ堅牢な装甲ソリューションです。グラフェン複合材料は、衝撃エネルギー
を効率的に吸収・分散させることで、貫通に対する高い耐性と爆発による衝撃波の軽減
に貢献します。

背景と業界文脈

現代の防衛産業は、兵士の装備の軽量化と保護性能の向上の両立という、常に相反する
課題に直面しています。従来の防弾材料、例えばケブラーやセラミック複合材料は、有
効であるものの、その重量や厚さが兵士の機動性や車両の積載能力を制限していまし
た。グラフェンナノ材料は、その優れた機械的特性により、このトレードオフを劇的に
改善する可能性を提供します。複数の国や研究機関がグラフェンの防衛応用を模索する
中で、Premier Grapheneの今回の提携は、グラフェン技術の商業化と実用化に向けた重
要な一歩となります。ナノテクノロジーが、安全保障分野における次世代の材料革命を
牽引する可能性を明確に示しています。



今後の展望

この合弁事業は、防衛市場におけるグラフェンベースの保護システムの早期導入を加速
させることを目指しています。初期の製品開発が成功すれば、合弁事業は、政府機関や
軍事組織との契約獲得を目指し、グローバルな防衛サプライチェーンにおける重要なプ
レーヤーとなる可能性があります。グラフェンの軽量性と高強度という特性は、兵士の
疲労軽減と戦闘能力向上に直結し、車両や航空機の燃費効率改善とペイロード能力拡大
にも寄与します。長期的には、この技術は単に防衛用途にとどまらず、民間市場、例え
ば高性能スポーツ用品や産業用保護具などにも応用される可能性があります。Premier

Grapheneは、この戦略的拡大を通じて、ナノテクノロジーの力を活用し、より安全で
効率的な世界を構築することに貢献するでしょう。

元記事: https://menafn.com/1111500686/Premier-Graphene-Inc-Announces-Strategic-Defense-

Manufacturing-Expansion-Through-Affiliate-HGI-Industrial-Technologies-Joint-Venture-With-Nova-

Graphene

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://menafn.com/1111500686/Premier-Graphene-Inc-Announces-Strategic-Defense-Manufacturing-Expansion-Through-Affiliate-HGI-Industrial-Technologies-Joint-Venture-With-Nova-Graphene
https://menafn.com/1111500686/Premier-Graphene-Inc-Announces-Strategic-Defense-Manufacturing-Expansion-Through-Affiliate-HGI-Industrial-Technologies-Joint-Venture-With-Nova-Graphene
https://menafn.com/1111500686/Premier-Graphene-Inc-Announces-Strategic-Defense-Manufacturing-Expansion-Through-Affiliate-HGI-Industrial-Technologies-Joint-Venture-With-Nova-Graphene


#15 カーボンナノチューブ（CNT）がリチウムイオンバッ
テリー性能を劇的に向上させ、電気自動車市場で需要拡大

概要

カーボンナノチューブ（CNT）は、極めて高い強度と導電性をナノスケールで兼ね備
えた革新的な材料であり、現在、ほとんどすべてのリチウムイオンバッテリーの性能
向上に不可欠な役割を果たしています。CNTの市場は、電気自動車（EV）バッテリー

電極用の導電性添加剤としての需要に牽引され、急速な商業的成長を遂げています。
その特異な形状と特性により、CNTはバッテリーのエネルギー密度と充電速度を大幅
に改善しています。

公開日 日付不明  Advanced Carbons Council  アメリカ



詳細

主要成果

カーボンナノチューブ（CNT）は、ナノスケールで比類のない強度と導電性を併せ持つ
画期的な材料であり、現代のリチウムイオンバッテリー技術において不可欠なコンポー
ネントとして浮上しています。現在、市場に出回るほとんどすべてのリチウムイオンバ
ッテリーは、CNTを導電性添加剤として利用することで、その性能を劇的に向上させて
います。この技術の採用は、特に電気自動車（EV）市場における需要拡大に牽引され、
CNT市場全体の急速な商業的成長を促しています。

技術・臨床詳細

CNTは、直径が1〜2ナノメートルのシームレスな円筒状炭素格子構造を持つナノ材料で
す。この独特の構造は、従来の導電材料と比較して、極めて高い強度、剛性、および電
気伝導性をもたらします。リチウムイオンバッテリーにおいては、CNTは電極材料（特
にカソード）の内部に三次元の導電性ネットワークを形成することで、電子の移動経路
を大幅に短縮し、抵抗を低減します。これにより、バッテリーのエネルギー密度とパワ
ー密度が向上し、高速充電能力と長寿命化が実現されます。さらに、CNTは電極材料の
構造的安定性を高め、充放電サイクル中の劣化を抑制する効果も持ちます。少量のCNT
を添加するだけで、バッテリー全体の性能が飛躍的に向上するため、コストパフォーマ
ンスにも優れています。

背景と業界文脈

地球温暖化対策とエネルギーの持続可能性への関心の高まりから、電気自動車や再生可
能エネルギー貯蔵システムへの移行が世界的に加速しています。これらのアプリケーシ
ョンの中心にあるのが、高性能なリチウムイオンバッテリーです。バッテリーの性能、
コスト、安全性は、EVの普及やグリッドスケールでのエネルギー貯蔵の実現にとって不
可欠な要素となっています。CNTは、まさにこれらの課題を解決するためのキーテクノ
ロジーとして、バッテリー業界から大きな注目を集めています。特に、多層カーボンナ
ノチューブ（MWCNT）は、その高い導電性と低添加量という性能上の利点から、EVバ
ッテリー製造能力の拡大とともに需要が加速しています。



今後の展望

CNT市場は、今後も電気自動車市場の成長と連動して、力強い拡大が予測されます。バ
ッテリー技術のさらなる進化には、より高性能な電極材料と添加剤が不可欠であり、
CNTはその最前線に位置しています。研究開発は、CNTの合成方法の効率化、品質の均
一性向上、そして他のナノ材料との複合化による新機能の創出に焦点を当てています。
将来的には、CNTはバッテリーだけでなく、軽量複合材料、高性能センサー、柔軟な電
子機器、医療機器など、多岐にわたる分野での応用が期待されており、ナノテクノロジ
ーが社会にもたらす変革の象徴となるでしょう。この材料は、エネルギー効率の高い持
続可能な未来の構築に不可欠な役割を果たすと見込まれます。

元記事: #

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#16 Serina Therapeutics、LNPドラッグデリバリー製剤向
けPOZポリマー技術をファイザーに非独占ライセンス供
与、治験薬SER-252の臨床開発を加速

概要

Serina Therapeuticsは、独自のPOZポリマー技術を脂質ナノ粒子（LNP）ドラッグデリ

バリー製剤に応用するため、ファイザー社と非独占的ライセンス契約を締結しまし
た。この提携は、同社のPOZプラットフォームの追加アプリケーションをライセンス
供与、共同開発、または提携を通じて推進する戦略の一環です。また、同社は持続的

なドパミン作動性刺激を提供する治験中のアポモルヒネ療法であるSER-252の臨床開発
を継続しており、今後の進展に注目が集まっています。

公開日 2026年08月13日  Serina Therapeutics  アメリカ



詳細

主要成果

Serina Therapeuticsは、同社独自のPOZポリマー技術を脂質ナノ粒子（LNP）ドラッグデ
リバリー製剤に応用する目的で、大手製薬企業ファイザー社と非独占的ライセンス契約
を締結しました。この戦略的提携は、Serina TherapeuticsがPOZプラットフォームのさ
らなるアプリケーションを積極的にライセンス供与、共同開発、または他の提携を通じ
て推進していく意向を示すものです。また、同社は治験中のアポモルヒネ療法である
SER-252の臨床開発を着実に進めています。

技術・臨床詳細

Serina TherapeuticsのPOZ（Poly(2-oxazoline)）ポリマー技術は、薬物の安定性、溶解
性、薬物動態プロファイルを改善するために設計された革新的なポリマー送達システム
です。LNPは、核酸医薬（mRNAワクチンやsiRNA治療薬など）の細胞内送達において
重要な役割を果たすプラットフォームですが、POZポリマーとの組み合わせにより、
LNPの安定性や生体内分布がさらに最適化される可能性があります。ファイザー社との
ライセンス契約は、このPOZ技術がLNPベースの次世代医薬品開発において大きな可能
性を秘めていることの証左です。一方、Serina Therapeuticsの主要なパイプライン候補
であるSER-252は、持続的なドパミン作動性刺激を提供するように設計された治験薬で
あり、アポモルヒネの薬物動態を改善し、より一貫した治療効果をもたらすことが期待
されます。

背景と業界文脈

ドラッグデリバリーシステムは、医薬品開発における最も重要な要素の一つであり、特
にナノ粒子技術、中でもLNPは、COVID-19 mRNAワクチンの成功によりその価値が広
く認識されました。LNP技術の進化は、核酸医薬だけでなく、様々な治療モダリティの
可能性を広げています。しかし、LNPの設計、製造、そして特定の組織や細胞への効率
的な送達には依然として課題が存在します。POZポリマーのような先進的な材料との組
み合わせは、これらの課題を克服し、より安全で効果的な薬剤送達を実現するための鍵
となります。ファイザーのようなグローバル製薬企業がこの技術に関心を示すことは、
ナノポリマーとLNPの融合が医薬品業界の将来において中心的な役割を果たすことを強
く示唆しています。



今後の展望

ファイザー社との非独占的ライセンス契約は、Serina Therapeuticsにとって重要な収益
源となるだけでなく、POZポリマー技術の広範な採用を促進する機会を提供します。こ
の提携により、LNPベースの新たな治療薬の開発が加速され、多くの患者に利益をもた
らすことが期待されます。同時に、SER-252の臨床開発の継続は、同社自身のパイプラ
インを強化し、神経疾患治療における新たな選択肢を提供する可能性があります。今後
の開発マイルストーンや臨床試験結果は、同社の技術プラットフォームの価値をさらに
裏付け、ナノポリマーを基盤とした医薬品開発分野におけるリーダーシップを確固たる
ものにするでしょう。Serina Therapeuticsは、その革新的なデリバリー技術を通じて、
医薬品の有効性と安全性を向上させることで、患者の生活の質を改善することを目指し
ます。

元記事: https://www.stocktitan.net/news/SER/serina-therapeutics-reports-second-quarter-2026-

financial-results-egr877dger6f.html

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stocktitan.net/news/SER/serina-therapeutics-reports-second-quarter-2026-financial-results-egr877dger6f.html
https://www.stocktitan.net/news/SER/serina-therapeutics-reports-second-quarter-2026-financial-results-egr877dger6f.html


#17 Pars Hanan Tabriz社、ナノテクノロジー活用でスキ
ンケア製品の品質を向上、市場供給を拡大

概要

イランのPars Hanan Tabriz社は、ナノテクノロジーを応用した一連のスキンケア製品
の開発・商業化に成功しました。この技術により、日焼け止めや保湿クリームが軽や
かなテクスチャーと素早い吸収性を実現し、肌に脂っこさや重さを感じさせません。

消費者の肯定的なフィードバックと初期の良好な市場受け入れを受けて、同社は生産
能力を増強し、市場への供給を拡大しています。これは、ナノテクノロジーが日用品
の品質向上と消費者体験の改善に貢献する具体例です。

公開日 2026年08月10日  ODISTC  イラン



詳細

主要成果

イランのPars Hanan Tabriz社は、ナノテクノロジーをスキンケア製品に応用し、その品
質と使用感を大幅に向上させることに成功しました。同社は、日焼け止めやエモリエン
ト・保湿クリームなど、ナノベースの処方で設計された製品を商業化しています。これ
らの製品は、従来の製品と比較して、軽やかなテクスチャーと素早い吸収性を実現し、
肌に脂っこさや重さを感じさせないという、消費者にとって魅力的な特性を提供しま
す。初期市場での肯定的なフィードバックを受け、同社は生産能力を増強し、市場への
供給を拡大しています。

技術詳細

Pars Hanan Tabriz社が採用しているナノテクノロジーは、有効成分やUVフィルターをナ
ノスケールに微細化することで、皮膚への浸透性や分散性を向上させるものです。例え
ば、日焼け止めに含まれる酸化チタンや酸化亜鉛などのUVフィルターは、ナノ粒子化
されることで白浮きせず、均一に肌を覆うことが可能になります。また、保湿成分や抗
酸化成分もナノカプセル化することで、安定性を高め、肌の深部まで効率的に届けるこ
とができます。これにより、製品の機能性が向上するだけでなく、肌表面に残る不快な
感触を軽減し、より快適な使用感を実現します。生産能力の増強は、これらのナノ材料
の製造プロセスを最適化し、スケーラブルな生産体制を確立したことを示唆していま
す。

背景と業界文脈

スキンケア製品市場は、消費者の安全性、効果、および使用感に対する要求が高まる中
で、常に革新的な技術を求めています。ナノテクノロジーは、化粧品分野において、有
効成分の安定化、皮膚透過性の向上、紫外線防御効果の最大化、そして製品テクスチャ
ーの改善といった多岐にわたるメリットをもたらすとして、世界的に注目されていま
す。多くの大手化粧品企業がナノ材料を配合した製品を開発していますが、その安全性
や規制に関する議論も同時に進行しています。Pars Hanan Tabriz社の成功は、ナノテク
ノロジーが、高品質で消費者ニーズに応える製品開発において、非常に有効な手段であ
ることを示しています。



今後の展望

Pars Hanan Tabriz社は、市場からの良好な評価を受けて生産能力を拡大しており、今
後、より多くの消費者にナノテクノロジーを応用したスキンケア製品を届けることがで
きるでしょう。同社の成功は、イラン国内だけでなく、中東地域やその他の国際市場に
おけるナノテクノロジー応用化粧品の開発を刺激する可能性があります。将来的には、
アンチエイジング、ニキビ治療、敏感肌ケアなど、特定の肌悩みに特化した、さらに高
度なナノベース製品が開発されることが期待されます。この動きは、スキンケア業界に
おけるナノテクノロジーの役割を一層強化し、機能性と使用感を両立させた次世代の美
容製品の標準を確立する可能性を秘めています。

元記事: https://cistc.ir/en/6759/improving-the-quality-of-skin-care-products-with-nanotechnology/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cistc.ir/en/6759/improving-the-quality-of-skin-care-products-with-nanotechnology/


#18 前立腺癌ナノメディシン、PSMA標的ナノプラットフ
ォーム、TME応答療法で薬物動態を改善し全身毒性を軽減
するも製造コストが課題

概要

前立腺癌治療におけるナノテクノロジーは、前立腺特異的膜抗原（PSMA）標的ナノプ

ラットフォームや腫瘍微小環境（TME）応答療法を通じて、薬物動態プロファイルの
改善、腫瘍部位での薬物蓄積増加、および全身毒性副作用の軽減を実現しています。
ナノメディシン送達システムは、従来の抗がん剤に比べて有望な利点を示すものの、

GMP準拠インフラ、高純度原料、厳格な品質管理が必要なため、製造コストの増加が
実用化における主要な課題となっています。

公開日 2026年08月12日  Dove Medical Press  ニュージーランド



詳細

主要成果

前立腺癌治療におけるナノテクノロジーの応用は、薬物送達において顕著な進歩を示し
ており、特に前立腺特異的膜抗原（PSMA）を標的とするナノプラットフォームや、腫
瘍微小環境（TME）に応答する治療法を通じて、薬物動態プロファイルの改善と腫瘍部
位での選択的蓄積増加を達成しています。これにより、従来の抗がん剤に見られた全身
毒性副作用を大幅に軽減する可能性が示されていますが、その製造には高コストが伴う
という課題が残されています。

技術・臨床詳細

ナノメディシン送達システムは、そのナノスケールの特性を利用して、薬物を腫瘍細胞
に特異的に標的化し、健康な組織への影響を最小限に抑えるように設計されています。
PSMAを標的とするナノプラットフォームは、前立腺癌細胞表面に高発現するPSMA分
子に結合することで、薬物を癌部位に効率的に集中させます。TME応答療法は、腫瘍微
小環境の特定の物理的（例: 低pH、低酸素）または生化学的（例: 特定の酵素）なトリ
ガーに応答して、ナノ粒子が薬物を放出するように設計されており、これにより薬物の
有効性を高めます。これらのシステムは、血中半減期の延長、薬物の溶解性向上、細胞
内取り込みの促進といった薬物動態上の利点を提供します。しかし、これらのナノメデ
ィシンの製造には、厳格なGMP（Good Manufacturing Practice）準拠のインフラ、極め
て高純度の原料、および複雑な品質管理試験が必要となり、これが結果的に製造コスト
の増加に直結し、広範な臨床翻訳の障壁となっています。

背景と業界文脈

前立腺癌は男性に最も一般的な癌の一つであり、進行期では治療が困難となることが多
いです。既存の治療法は有効性があるものの、重篤な副作用や薬剤耐性の問題に直面す
ることがあります。ナノテクノロジーは、これらの課題を克服するための有望なアプロ
ーチとして、精密医療の文脈で広く研究されてきました。薬物をナノ粒子に封入するこ
とで、副作用を最小限に抑えつつ、治療効果を最大化できる可能性が期待されていま
す。しかし、実験室レベルでの成功を臨床応用へと移行させるためには、製造の標準
化、品質保証、そしてコスト効率の課題を解決する必要があります。これは、ナノメデ
ィシン開発全体に共通する重要な課題です。



今後の展望

前立腺癌におけるナノテクノロジーの研究は、画期的な治療法の開発に向けた大きな可
能性を秘めています。PSMA標的化やTME応答型ナノプラットフォームは、より効果的
で副作用の少ない治療を実現するための鍵となるでしょう。しかし、これらの技術を患
者に届けるためには、製造コストの最適化とスケーラビリティの確保が不可欠です。今
後は、より効率的なナノ粒子合成手法の開発、高純度原料の安価な調達、および自動化
された品質管理システムの導入が進められることが予想されます。政府機関、学術機
関、製薬企業間の協力により、これらの課題が克服されれば、ナノメディシンは前立腺
癌患者の予後を劇的に改善し、癌治療の新たな時代を切り開くことができると期待され
ます。

元記事: https://www.dovepress.com/prostate-cancer-nanotechnology-psma-targeted-nanoplatforms-

tme-respo-peer-reviewed-fulltext-article-IJN

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dovepress.com/prostate-cancer-nanotechnology-psma-targeted-nanoplatforms-tme-respo-peer-reviewed-fulltext-article-IJN
https://www.dovepress.com/prostate-cancer-nanotechnology-psma-targeted-nanoplatforms-tme-respo-peer-reviewed-fulltext-article-IJN


#19 金属-フェノールネットワークがナノ粒子表面での電
気触媒的水素発生をサポート、グリーン水素製造のコスト
削減に貢献

概要

研究者らは、金属-フェノールネットワーク（MPN）でコーティングされたコアシェル

粒子を用いて、電気触媒的水素発生反応（HER）による高効率な水素生成を実証しま
した。MPNコーティングは、触媒ナノ粒子への基質アクセスを選択的に改善し、接触
抵抗を低下させることで、高効率と安定性を両立。この発見は、グリーン水素生産に

おける過電圧を低減し、安価な電気触媒設計を可能にすることで、水素製造コストの
大幅な削減に貢献します。

公開日 2026年08月13日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

研究者たちは、金属-フェノールネットワーク（MPN）で表面がコーティングされたコ
アシェル構造のナノ粒子を用いて、電気触媒的水素発生反応（HER）において高効率な
水素生成を実現しました。この革新的なアプローチは、MPNがナノ粒子の触媒表面への
基質アクセスを選択的に改善し、同時に接触抵抗を低下させることで、優れた触媒活性
と安定性をもたらすことを示しています。この発見は、グリーン水素生産のコスト削減
に不可欠な、より安価で高性能な電気触媒の設計に向けた重要な一歩となります。

技術詳細

今回の研究では、貴金属を含まない安価な金属中心（例: 銅やニッケルなど）を、多孔
質で生体適合性の高いMPN層でコーティングしたコアシェルナノ粒子が開発されまし
た。MPNは、金属イオンとフェノール性配位子から自己組織化によって形成される高分
子ネットワークであり、ナノ粒子の表面に均一かつ堅牢な層を形成します。HERのプロ
セス中、MPN層は水分子やプロトンなどの反応物分子が触媒活性サイトに効率的に到達
することを促進する一方で、触媒表面を不動態化させる可能性のある不純物の付着を防
ぐ「選択的バリア」として機能します。さらに、MPNは触媒ナノ粒子と電極間の界面抵
抗を低減し、電子移動を円滑にすることで、全体的な触媒効率を向上させます。これに
より、過電圧が大幅に低減され、より少ないエネルギー投入で水素を生成できるように
なります。

背景と業界文脈

グリーン水素は、再生可能エネルギー源からの電力を利用して水を電気分解することで
製造される水素であり、脱炭素社会の実現に向けた重要なエネルギーキャリアとして世
界的に注目されています。しかし、現在のグリーン水素生産の主要な課題の一つは、電
気分解プロセスにおける高いエネルギー消費と、高価な貴金属触媒（プラチナなど）へ
の依存です。過電圧の低減は、電気分解のエネルギー効率を向上させ、運用コストを削
減するために極めて重要です。ナノ粒子触媒は、高い表面積、調整可能性、およびメカ
ニズムの理解しやすさから、安価な触媒材料としての可能性を秘めていますが、その安
定性と選択性の最適化が課題でした。MPNを用いたアプローチは、これらの課題に対す
る有望な解決策を提供します。



今後の展望

このMPNでコーティングされたナノ触媒の開発は、グリーン水素生産の商業的実現可能
性を大きく高めるものです。過電圧を大幅に低減できる安価な触媒の登場は、水素製造
コストの削減に直結し、水素経済の確立を加速させるでしょう。今後、研究者たちは、
MPNの組成や構造をさらに最適化し、様々な反応条件やスケールアップにおける性能を
評価することに注力するでしょう。また、このMPNの設計原理は、HERだけでなく、燃
料電池における酸素還元反応（ORR）や二酸化炭素還元反応（CO2RR）など、他の電気
化学反応にも応用される可能性があります。長期的には、この技術がクリーンエネルギ
ー技術の発展に不可欠な役割を果たし、持続可能な未来社会の構築に大きく貢献するこ
とが期待されます。

元記事: https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/d6ta03487j/1290789/Metal-phenolic-networks-

support-electrocatalytic?searchresult=1

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/d6ta03487j/1290789/Metal-phenolic-networks-support-electrocatalytic?searchresult=1
https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/d6ta03487j/1290789/Metal-phenolic-networks-support-electrocatalytic?searchresult=1


#20 廃低密度ポリエチレンから生成されたカーボンナノチ
ューブが26.3 dBの電磁シールド効果を達成、環境負荷低
減と高性能材料創出を両立

概要

本研究では、廃低密度ポリエチレン（LDPE）を触媒的に熱分解することでカーボンナ

ノチューブ（CNT）を合成し、その電磁シールド（EMI）特性が評価されました。Feベ
ースのCNTは8-18 GHzの周波数範囲で26.3 dBという高いシールド効果を達成し、商業
標準の20 dBを上回ることが実証されました。これはCNTの密なネットワーク構造と高

い電気伝導性に起因し、廃プラスチックを高性能EMIシールド材料やクリーンエネルギ
ーにアップサイクルする大きな可能性を示唆しています。

公開日 2026年08月13日  Arabian Journal of Chemistry  グローバル



詳細

主要成果

本研究は、廃低密度ポリエチレン（LDPE）を触媒的に熱分解することでカーボンナノチ
ューブ（CNT）を合成し、その電磁シールド（EMI）特性を評価する画期的なアプロー
チを提示しました。特に、鉄（Fe）ベース触媒を用いて合成されたCNTは、8〜18 GHz

の周波数範囲において26.3 dBという優れたEMIシールド効果を達成し、一般的な商業標
準である20 dBを大きく上回る性能を示しました。この成果は、環境負荷の大きい廃プ
ラスチックを、高付加価値の高性能材料へと転換する新たな道を開くものです。

技術詳細

研究では、まず廃LDPEを原料として、触媒存在下で熱分解を行います。このプロセスに
より、LDPEは炭素源となり、そこからFeベースの触媒がCNTの成長を促進します。生成
されたCNTは、高い結晶性と、均一で密なネットワーク構造を持つことが電子顕微鏡観
察で確認されました。この密なネットワーク構造と、CNT本来が持つ極めて高い電気伝
導性が、電磁波を効率的に吸収および反射するメカニズムの鍵となります。EMIシール
ド効果26.3 dBは、入射電磁波の99.7%以上を遮蔽できることを意味し、これはスマート
フォン、タブレット、PCといった電子機器の誤動作防止や、人間の健康保護に大きく貢
献します。また、廃プラスチックを原料とすることで、資源の有効活用と廃棄物問題の
解決にも繋がります。

背景と業界文脈

現代社会では、無線通信技術の普及に伴い、電磁波干渉（EMI）の問題が深刻化してい
ます。電子機器の小型化・高性能化が進む一方で、EMIによる誤動作や、人体への影響
が懸念されており、効果的なEMIシールド材料の開発が急務となっています。従来の
EMIシールド材料は、金属薄膜や導電性高分子などが主流ですが、重量、コスト、加工
性、環境負荷などの課題がありました。カーボンナノチューブは、その軽量性、高強
度、優れた導電性から、次世代のEMIシールド材料として大きな期待が寄せられていま
す。今回の研究は、廃プラスチックという安価な原料から高性能CNTを製造すること
で、これらの課題を同時に解決する可能性を示しています。



今後の展望

この研究成果は、廃プラスチックのアップサイクルに新たな価値をもたらし、持続可能
な材料科学の進展に貢献します。生成されたCNTは、高性能EMIシールド材料として、
次世代電子機器、航空宇宙、医療機器など幅広い分野での応用が期待されます。また、
CNTの合成プロセスをさらに最適化し、歩留まり向上とコスト削減を図ることで、商業
的な実現可能性を高めることができます。廃プラスチックを原料としたCNT製造は、単
に環境問題の解決に留まらず、新たな産業創出と経済的価値の創造に繋がる可能性があ
ります。長期的には、この技術がプラスチック廃棄物問題の解決策の一つとして確立さ
れ、同時に高性能材料の安定供給に貢献する「クリーンエネルギー」への応用も視野に
入れ、持続可能な社会の実現に不可欠な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S187853522300096X

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S187853522300096X


#21 ACS Publications、リチウムイオンバッテリーの三次
元導電性ネットワーク統合ポリイミド/カーボンナノチュ
ーブ複合材料を開発し高容量・高耐久性アノードの可能性
を実証

概要

ACS Publicationsに発表された研究により、リチウムイオンバッテリー用の高性能電極
として機能する三次元導電性ネットワーク統合ポリイミド/カーボンナノチューブ
（CNT）複合材料が開発されました。この複合材料は、CNTをポリイミドマトリック

ス内に緊密に織り込むことで、電極の導電性を飛躍的に向上させ、電子移動とLi+拡散
を促進します。特に、CNT含有量が約31 wt%の複合材料は、純粋なポリイミドよりも

はるかに高い比表面積（111.29 m2·g–1）を示し、高容量で耐久性のあるアノードとし
ての優れた可能性を実証しました。

公開日 2026年08月10日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

米国化学会（ACS）の出版物で発表された研究において、リチウムイオンバッテリー
（LIB）用の高性能電極として機能する、革新的な三次元導電性ネットワーク統合ポリ
イミド/カーボンナノチューブ（CNT）複合材料が開発されました。この新材料は、電
極の導電性を劇的に向上させ、電子移動とリチウムイオン（Li+）拡散を効率的に促進
することで、LIBのエネルギー貯蔵能力とサイクル安定性を大幅に改善する可能性を秘
めています。

技術詳細

研究チームは、CNTをポリイミドマトリックス内に緊密に織り込むことで、高密度かつ
均一な三次元導電性ネットワークを形成する複合材料を設計しました。この構造によ
り、CNTが電極材料全体にわたって効率的な電子パスウェイを提供し、同時にポリイミ
ドがLi+の吸脱着サイトとして機能します。特に注目すべきは、CNT含有量が約31 wt%

の複合材料が、純粋なポリイミドと比較してはるかに高い比表面積（111.29 m2·g–1）
を示した点です。この高い比表面積は、より多くのLi+イオンが反応できるサイトを提
供し、結果として高容量を実現します。また、CNTの強靭なネットワークは、充放電サ
イクル中の電極材料の体積変化を効果的に抑制し、構造的安定性を維持することで、優
れた耐久性を提供します。これは、アノード材料の劣化を遅らせ、バッテリーの長寿命
化に貢献します。

背景と業界文脈

リチウムイオンバッテリーは、電気自動車（EV）、ポータブル電子機器、定置型エネル
ギー貯蔵システムなど、現代社会の多様なアプリケーションに不可欠なエネルギー貯蔵
技術です。しかし、LIBのさらなる性能向上（特にエネルギー密度、高速充電能力、サ
イクル寿命）は、次世代アプリケーションの要求に応えるための重要な課題となってい
ます。既存のアノード材料（主にグラファイト）は、理論容量やレート性能に限界があ
り、新しい高性能材料の開発が求められています。CNTは、その優れた導電性、機械的
強度、高いアスペクト比から、次世代LIB電極材料として大きな期待が寄せられてきま
した。この研究は、CNTをポリイミドと複合化することで、その潜在能力を最大限に引
き出し、実用的なLIB電極材料としてブレークスルーをもたらすものです。



今後の展望

この三次元導電性ネットワーク統合ポリイミド/CNT複合材料の開発は、高性能リチウ
ムイオンバッテリーの進化に大きな影響を与えるでしょう。特に、EV用バッテリーや高
出力・長寿命が求められる産業用バッテリーにおいて、この材料は新しい標準となる可
能性があります。研究チームは、この材料の合成プロセスをさらに最適化し、スケール
アップの可能性を探ることで、早期の商業化を目指しています。将来的には、この複合
材料を用いたアノードが、バッテリーの充電時間を短縮し、航続距離を延長し、全体的
な運用コストを削減することで、持続可能なエネルギーソリューションの普及を加速さ
せることが期待されます。この成果は、ナノ材料がエネルギー貯蔵技術の未来をどのよ
うに形作るかを示す、具体的な例となります。

元記事: https://pubs.acs.org/aaemcq/article/doi/10.1021/acsaem.6c01606/5251029/Three-Dimensional-

Conductive-Network-Integrated

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aaemcq/article/doi/10.1021/acsaem.6c01606/5251029/Three-Dimensional-Conductive-Network-Integrated
https://pubs.acs.org/aaemcq/article/doi/10.1021/acsaem.6c01606/5251029/Three-Dimensional-Conductive-Network-Integrated


#22 ResearchGate、hBN修飾溶融塩ナノ流体が最大圧縮
強度2倍を達成し熱エネルギー貯蔵応用を促進

概要

六方晶窒化ホウ素（hBN）で修飾された溶融塩ナノ流体が熱エネルギー貯蔵（TES）応
用で注目を集めています。特に、Al-3 wt.% hBNナノコンポジットは、純粋なAlサンプ
ルと比較して最大圧縮強度が約2倍に向上し、硬度と耐摩耗性も著しく改善されまし

た。この発見は、MXeneのような先進的な2D材料が、その優れた物理化学的特性によ
り、TESシステムにおける低熱伝導率という従来の材料の欠点を克服し、より効率的な
エネルギー貯蔵ソリューションを可能にすることを示唆しています。

公開日 2026年08月06日  ResearchGate  グローバル



詳細

主要成果

六方晶窒化ホウ素（hBN）で修飾された溶融塩ナノ流体に関する研究が、熱エネルギー
貯蔵（TES）応用における画期的な進展を示しています。特に、アルミニウム（Al）に3
重量パーセントのhBNを添加したAl-3 wt.% hBNナノコンポジットは、純粋なAlサンプル
と比較して最大圧縮強度が約2倍に向上しました。これに加えて、硬度と耐摩耗性も有
意に改善されており、これは次世代の熱エネルギー貯蔵材料の開発に向けた重要な成果
となります。

技術詳細

本研究では、MXeneやhBNのような先進的な二次元（2D）材料の独自の化学構造と優れ
た物理化学的特性が、熱エネルギー貯蔵や環境修復などの分野でどのように活用される
かが探求されました。hBNは、その高い熱伝導率と電気絶縁性、化学的安定性から、熱
流体の性能向上に理想的なナノ粒子添加剤として注目されています。溶融塩にhBNナノ
粒子を分散させることで、ナノ流体の熱伝導率が向上し、熱交換効率が高まります。
Al-hBNナノコンポジットにおける機械的特性の劇的な向上は、hBNナノ粒子の強化効果
と、マトリックス材料との良好な界面結合に起因します。これにより、従来のTES材料
が抱えていた低熱伝導率や機械的強度の不足という課題を克服し、より堅牢で効率的な
エネルギー貯蔵システムを構築する道が開かれます。

背景と業界文脈

持続可能なエネルギーソリューションへの世界的な需要が高まる中、熱エネルギー貯蔵
（TES）は、太陽熱発電、産業廃熱回収、建築物の冷暖房など、多様な分野でエネルギ
ー効率を向上させる重要な技術として認識されています。しかし、既存のTES材料は、
多くの場合、熱伝導率が低い、相変化温度の制御が難しい、機械的強度が不十分といっ
た欠点を抱えており、その性能改善が長年の課題でした。MXeneやhBNのような先進的
なナノ材料は、これらの課題を解決するための有望な候補として浮上しています。これ
らの材料は、ナノスケールでの設計柔軟性と優れた熱的・機械的特性により、TESシス
テムのブレークスルーを可能にすると期待されています。



今後の展望

hBN修飾溶融塩ナノ流体およびAl-hBNナノコンポジットに関するこの研究成果は、熱エ
ネルギー貯蔵技術の将来を大きく変える可能性を秘めています。機械的特性と熱伝導率
の同時改善は、よりコンパクトで耐久性のあるTESデバイスの開発を可能にし、システ
ム全体の効率と寿命を向上させます。今後、研究はhBNナノ粒子の最適濃度、複合材料
の長期安定性、そして大規模応用における熱伝達性能の評価に焦点を当てるでしょう。
この技術が商業化されれば、再生可能エネルギーシステムの統合、産業プロセスの効率
化、そしてスマートグリッドの構築において、重要な役割を果たすことが期待されま
す。これにより、エネルギー消費の削減と環境負荷の低減に大きく貢献し、持続可能な
社会の実現に不可欠な技術となるでしょう。

元記事: https://www.researchgate.net/publication/411788775_Hexagonal_Boron_Nitride-

Modified_Solar_Salt_Nanofluids_for_Thermal_Energy_Storage_Applications

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/411788775_Hexagonal_Boron_Nitride-Modified_Solar_Salt_Nanofluids_for_Thermal_Energy_Storage_Applications
https://www.researchgate.net/publication/411788775_Hexagonal_Boron_Nitride-Modified_Solar_Salt_Nanofluids_for_Thermal_Energy_Storage_Applications


#23 熱界面材料市場、AI冷却・EVバッテリー・高出力電
子機器の需要に牽引され成長、CarbiceとNoctuaのCNT熱
パッドが消費者向けコンピューティングに拡大

概要

熱界面材料（TIM）市場は、AI冷却、電気自動車（EV）バッテリー、高出力電子機器

における高まる需要に牽引され、顕著な成長を遂げています。2026年5月にはHenkel

がEVバッテリー向けシリコーンフリー熱ギャップフィラーを発売し、また、Carbice社
とNoctua社の提携により、航空宇宙・AIインフラ向けだった垂直配向カーボンナノチ

ューブ（CNT）熱パッド技術が消費者向けコンピューティング市場に拡大しました。
これは、CNTベースのTIMが広範な商業利用へと移行していることを示しています。

公開日 2026年08月13日  openPR.com  グローバル



詳細

主要成果

熱界面材料（TIM）市場は、人工知能（AI）冷却システム、電気自動車（EV）バッテリ
ー、および高出力電子機器からの爆発的な需要に牽引され、活況を呈しています。特に
注目すべきは、Carbice社とNoctua社の戦略的提携により、これまで航空宇宙やAIイン
フラ向けに限定されていた垂直配向カーボンナノチューブ（CNT）熱パッド技術が、初
めて消費者向けコンピューティング市場に導入されることです。これは、CNTベースの
TIMが特殊用途から広範な商業利用へと移行する重要な転換点を示しています。

技術詳細

熱界面材料は、熱源（例: CPU、バッテリーセル）とヒートシンク間の熱伝導効率を最
大化するために不可欠な材料です。AIプロセッサやEVバッテリーのような高出力デバイ
スは、大量の熱を発生するため、効果的な熱管理が性能と信頼性を維持する上で決定的
に重要となります。Carbice社の垂直配向CNT熱パッドは、従来のグリースやパッドと比
較して、桁違いに高い熱伝導率を実現します。CNTは、その異方性と極めて高い熱伝導
性により、熱を一方方向に効率的に伝達できるため、ホットスポットを迅速に除去し、
デバイスの温度を均一に保ちます。Noctuaとの提携により、この先進技術は、ゲーミン
グPCや高性能ワークステーションなど、消費者向けデバイスの冷却ソリューションに組
み込まれることで、オーバークロックの可能性を広げ、システムの安定性と寿命を向上
させることが期待されます。また、Henkelが2026年5月に発売したEVバッテリー向けシ
リコーンフリー熱ギャップフィラー「Bergquist TGF 2030APS」や熱伝導性ポリウレタ
ン接着剤「Loctite TLB 9270APS」も、高性能と環境適合性を両立する革新的な製品で
す。

背景と業界文脈

AIの急速な発展は、データセンターにおける計算能力の要求を飛躍的に高め、それに伴
いチップの熱密度も増大しています。同様に、EV市場では、バッテリーパックの安全
性、寿命、および充電効率を最大化するために、高度な熱管理ソリューションが不可欠
です。これらの高成長市場において、従来のTIMは性能や信頼性の面で限界に直面して
いました。CNTベースのTIMは、これらの課題に対する高性能な解決策を提供し、次世
代の電子機器やモビリティシステムの性能向上に貢献します。航空宇宙やAIインフラと
いった高額でミッションクリティカルな分野での実績を持つCNT技術が、消費者市場に
降りてくることは、技術の成熟とコスト効率の改善を明確に示しています。



今後の展望

CarbiceとNoctuaの提携は、CNTベースの熱界面材料が消費者向け市場で普及するため
の重要な扉を開きます。これにより、高性能コンピューティングの冷却性能が向上し、
ゲーマーやプロフェッショナルユーザーにとって、より安定した動作と高いパフォーマ
ンスが実現されるでしょう。EVバッテリー向けの新製品や、その他の高出力電子機器向
けのTIMの進化は、各産業におけるイノベーションを加速させ、製品の競争力を高めま
す。今後、CNTベースのTIMは、スマートフォン、タブレット、ウェアラブルデバイス
など、より広範な消費者向け電子機器に採用される可能性があり、高性能かつ持続可能
な熱管理ソリューションの標準となることが期待されます。これにより、AI、EV、高出
力電子機器といった主要な技術分野の発展がさらに加速し、社会全体のデジタル化と電
動化を後押しするでしょう。

元記事: https://www.openpr.com/news/4456823/hexagonal-boron-nitride-market-dominates-

semiconductor

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#24 腎細胞癌ナノ免疫療法が腫瘍微小環境を再構築する可
能性を示すも、前臨床段階に留まり不均一な送達と製造課
題が残る

概要

腎細胞癌（RCC）におけるナノテクノロジーの応用は、ナノ粒子（NP）がその制御可

能なサイズ、表面調整可能性、および柔軟なペイロード設計を通じて、多段階の抗腫
瘍免疫応答の障壁を克服する可能性を秘めていることを強調しています。ナノプラッ
トフォームは、時空間的に制御された送達を可能にし、腫瘍微小環境（TME）を同時

に調節して免疫抑制を克服します。しかし、RCCのナノ免疫療法は前臨床段階に留ま
り、モデルの翻訳可能性の限界、腫瘍への不均一な送達、長期安全性の不確実性、製
造の複雑さなどの課題に直面しています。

公開日 2026年08月08日  Dove Medical Press  ニュージーランド



詳細

主要成果

腎細胞癌（RCC）の治療において、ナノプラットフォームを介した免疫微小環境
（TME）の再構築が、多段階の抗腫瘍免疫応答の障壁を克服する有望な可能性を示して
います。ナノ粒子（NP）は、その精密に制御可能なサイズ、調整可能な表面特性、お
よび柔軟なペイロード設計により、薬物を癌部位に効率的に送達し、局所的および全身
性の免疫抑制メカニズムを克服することで、免疫療法効果を増強できることが示唆され
ています。しかし、このアプローチは依然として前臨床段階にあり、臨床翻訳には多く
の課題が残されています。

技術・臨床詳細

ナノ粒子は、従来の治療法では到達が困難であった腫瘍組織への薬剤送達を改善するた
めに設計されています。RCCにおけるナノ免疫療法では、ナノプラットフォームが薬剤
の時空間的に制御された放出を可能にし、TME内の特定の免疫抑制細胞（例: 骨髄由来
抑制細胞（MDSC）や調節性T細胞（Treg））を標的として再プログラムすることができ
ます。これにより、抗腫瘍免疫応答を促進し、腫瘍の成長を抑制する効果が期待されま
す。NPの表面は、特定の標的分子（例: 癌細胞特異的抗原）で修飾することで、選択的
な取り込みと細胞内送達をさらに高めることが可能です。しかし、現状では、前臨床モ
デルの翻訳可能性には限界があり、ヒトのRCCにおけるNPの挙動を正確に予測すること
が困難です。また、腫瘍組織へのNPの送達は依然として不均一であり、全ての癌細胞
に均等に薬剤を届けることが難しいという課題があります。長期的な安全性プロファイ
ルもまだ十分に確立されていません。

背景と業界文脈

腎細胞癌は、進行期では予後不良なことが多く、標準治療に対する抵抗性が問題となっ
ています。近年、免疫チェックポイント阻害剤などの免疫療法がRCC治療に革命をもた
らしましたが、全ての患者に効果があるわけではなく、応答率のさらなる向上が求めら
れています。ナノテクノロジーは、免疫療法の効果を最大化し、副作用を最小限に抑え
るための有望な戦略として浮上しています。TMEは、腫瘍の成長、転移、免疫抑制にお
いて中心的な役割を果たすため、これをナノプラットフォームで調節することは、癌治
療における重要なアプローチとなります。しかし、ナノメディシンの開発は、製造の複
雑さ、品質管理、規制上の課題など、研究から臨床への移行において固有の困難を伴い
ます。



今後の展望

腎細胞癌におけるナノ免疫療法の研究は、個別化医療と精密癌治療の実現に向けた大き
な可能性を秘めています。TMEの再構築を目的としたナノプラットフォームのさらなる
最適化は、より高い治療効果と低い副作用を両立する新しい治療戦略を生み出すでしょ
う。しかし、臨床応用への成功には、翻訳可能性の高い前臨床モデルの開発、腫瘍への
均一な薬物送達を可能にする設計、そして長期的な安全性と生体適合性の厳格な評価が
不可欠です。また、ナノ粒子の製造プロセスを標準化し、コスト効率を改善すること
も、広範な患者アクセスを確保するために重要となります。学際的なアプローチと国際
的な協力が、これらの課題を克服し、腎細胞癌患者の予後を改善するための鍵となるで
しょう。

元記事: https://www.dovepress.com/reconstructing-the-immune-microenvironment-via-nanoplatforms-

in-renal-peer-reviewed-fulltext-article-IJN

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#25 臓器標的ナノメディシン、生物学的障壁と疾患リモデ
リングが送達性能を決定、機能的活性と安全性の検証が重
要課題

概要

臓器標的ナノメディシンは、その解剖学的目的地だけでなく、生物学的障壁、疾患関

連リモデリング、ナノバイオ界面相互作用によって送達性能が決定されると強調され
ています。単なる臓器蓄積だけでなく、障壁通過、空間的局在化、標的細胞曝露、カ
ーゴ放出、機能的活性、および安全性を網羅する厳格な証拠が必要です。このレビュ

ーは、意図された送達タスクに合致したより強力な標的化主張のための、包括的な評
価基準を提示しています。

公開日 2026年08月11日  Dove Medical Press  ニュージーランド



詳細

主要成果

臓器標的ナノメディシンの送達性能は、単に解剖学的な目的地への到達だけでなく、薬
物が治療関連細胞に到達するまでに遭遇する複数の生物学的障壁、疾患関連リモデリン
グ、およびナノバイオ界面相互作用によって複合的に決定されることが強調されまし
た。このレビューは、臓器全体への蓄積といった粗い指標に留まらず、より強力な標的
化主張のためには、障壁通過、空間的局在化、標的細胞曝露、カーゴ放出、機能的活
性、および安全性を含む、意図された送達タスクに合致した厳格な証拠が必要であるこ
とを提示しています。

技術・臨床詳細

ナノメディシンは、そのサイズ、形状、表面特性を調整することで、体内の特定の臓器
や細胞群に薬物を効率的に送達する可能性を秘めています。しかし、生体内環境は非常
に複雑であり、薬物が標的部位に到達するまでには、血液循環、内皮バリア、細胞外マ
トリックス、細胞膜などの多くの生物学的障壁を克服する必要があります。疾患状態は
これらの障壁をリモデリング（再構築）することがあり、ナノ粒子の送達性能に影響を
与えます。例えば、腫瘍の血管透過性亢進・滞留（EPR）効果はナノ粒子の腫瘍内蓄積
を促進しますが、すべての腫瘍で一様ではありません。このレビューでは、ナノメディ
シンの「標的化」を評価する際には、単に蛍光標識されたナノ粒子の臓器レベルでの蓄
積だけでなく、より微視的なレベルでの相互作用、すなわち標的細胞への効果的なカー
ゴ放出と機能的活性の発現、さらには長期的な安全性を包括的に評価する必要があると
提唱しています。この多段階的な評価基準は、ナノメディシンの開発と臨床翻訳の成功
率を高めるために不可欠です。



背景と業界文脈

ナノメディシンは、副作用を軽減し、治療効果を最大化する精密医療の有望なツールと
して、癌治療、遺伝子治療、再生医療など幅広い分野で研究が進められています。しか
し、多くのナノメディシン候補が前臨床段階で停滞したり、臨床試験で期待通りの結果
を出せない理由の一つに、生体内での複雑な挙動の理解不足と、標的化の曖昧な定義が
ありました。本レビューは、ナノメディシンの「標的化」という概念を、単なる物理的
な到達ではなく、生物学的な機能的成果と結びつけることで、この分野の課題に正面か
ら向き合っています。この厳格な評価フレームワークは、研究者がより関連性の高い臨
床エンドポイントを設定し、開発の初期段階で失敗する可能性のある候補を特定するの
に役立ちます。

今後の展望

このレビューで提唱された包括的な評価基準は、臓器標的ナノメディシンの研究開発に
新たな指針を与えるでしょう。今後、研究者や製薬企業は、ナノメディシンの設計と評
価において、単なる臓器蓄積データだけでなく、ナノ粒子の障壁通過メカニズム、細胞
内動態、薬物放出動態、および標的細胞における機能的活性の直接的な証拠を収集する
ことが求められるようになります。これにより、より合理的かつ効率的なナノメディシ
ンの開発が可能となり、臨床試験での成功率が向上することが期待されます。長期的に
は、この厳格なアプローチが、ナノメディシンが個別化医療の真の可能性を実現し、多
くの患者のアンメットメディカルニーズを満たすための鍵となるでしょう。ナノバイオ
界面の相互作用を深く理解することで、未来の精密医療が形作られることになります。

元記事: https://www.dovepress.com/organ-targeting-nanomedicine-barrier-design-codes-from-

biological-pers-peer-reviewed-fulltext-article-DDDT

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#26 ACS Publications、完全に印刷された単層
MXene/AgNW/PVP複合アレイを開発し、構造的に分離
されたデュアルモード触覚知覚を実現

概要

ACS Publicationsに掲載された研究では、完全に印刷された単層MXene/銀ナノワイヤ

ー（AgNW）/PVP複合アレイが、構造的に分離されたデュアルモード触覚知覚のため
に開発されました。この革新的な設計は、追加の温度センシング電極層を不要にし、
積層構造を簡素化するとともに、空間的な測定不一致を物理的に防ぎます。最適化さ

れた選択エッチング法で合成されたMXeneナノシートを活用したこのシステムは、高
集積、低クロストーク、費用対効果の高い柔軟な多次元触覚測定システムに対する実
用的なエンジニアリングアプローチを提供します。

公開日 2026年08月12日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

米国化学会（ACS）の出版物で発表された研究において、完全に印刷された単層
MXene/銀ナノワイヤー（AgNW）/PVP複合アレイが、構造的に分離されたデュアルモ
ード触覚知覚を実現するために開発されました。この画期的な設計は、圧力と温度の同
時センシングを単一の層で行うことを可能にし、追加の温度センシング電極層を不要に
することで、デバイスの積層構造を大幅に簡素化します。これにより、空間的な測定不
一致を物理的に排除し、高精度な触覚フィードバックが期待されます。

技術詳細

この複合アレイの核となるのは、最適化された選択エッチング法を用いて合成された
MXeneナノシートです。MXeneは、その優れた導電性、高い表面積、柔軟性、および機
械的強度から、センサー材料として非常に有望です。研究チームは、MXeneナノシート
とAgNWをポリビニルピロリドン（PVP）マトリックス内に統合し、スクリーン印刷技
術を用いて単一層として作製しました。この印刷プロセスは、製造の費用対効果とスケ
ーラビリティを高めます。圧力センシングは、複合材料の抵抗変化を利用し、温度セン
シングは熱電効果または温度依存抵抗変化を利用します。構造的に分離されたデュアル
モードセンシングとは、異なる物理的原理（例: 圧力と温度）に基づくセンサーが、互
いに干渉することなく、独立して機能するように設計されていることを指します。これ
により、クロストーク（異なるセンサーチャネル間の信号干渉）が最小限に抑えられ、
測定の信頼性が向上します。

背景と業界文脈

触覚センシング技術は、ロボティクス、ヒューマン・マシン・インターフェース、医療
機器、ウェアラブルデバイスなど、幅広い分野でますます重要になっています。特に、
人間のような複雑な触覚を模倣するには、圧力、温度、振動などの複数の物理的刺激を
同時に、かつ高空間分解能で感知できる多次元触覚センサーが不可欠です。しかし、既
存の多次元触覚センサーは、多くの場合、複雑な積層構造、高コスト、およびクロスト
ークの問題を抱えていました。MXeneやAgNWのようなナノ材料の進歩は、これらの課
題を克服し、高性能かつ柔軟なセンサーの開発を可能にする新たな道を開いています。



今後の展望

この完全に印刷された単層MXene/AgNW/PVP複合アレイは、高集積、低クロストー
ク、および費用対効果の高い柔軟な多次元触覚測定システムに対する実用的なエンジニ
アリングアプローチを提供します。この技術は、次世代のロボットスキン、触覚フィー
ドバックを備えたVRコントローラー、スマート医療用手袋、そしてウェアラブル健康監
視デバイスなどの開発を加速させるでしょう。特に、単層設計による製造の簡素化は、
これらのデバイスの量産化を促進し、コストを大幅に削減できるため、より広範な市場
への普及が期待されます。今後、研究は、センサーの感度、応答速度、耐久性をさらに
最適化し、実環境での応用可能性を評価することに焦点を当てるでしょう。このブレー
クスルーは、人間と機械の相互作用をより自然で直感的なものにする、触覚技術の未来
を形作る重要な一歩となります。

元記事: https://pubs.acs.org/aaembp/article/8/15/6695/5237394/Fully-Printed-Single-Layer-MXene-

AgNW-PVP

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#27 Roivant Sciences、Modernaとの訴訟和解で7億7160
万ドル受領、LNPおよびGalNAc技術のクロスライセンス
契約を締結

概要

Roivant Sciencesは、Modernaとの訴訟和解により7億7160万ドル（約1100億円）の和

解金を受け取ったことを公表しました。この和解には、ModernaがGenevant/Arbutus

に対して、B型肝炎ウイルスおよび特定の除外分野を除くすべてのアプリケーションに
おける脂質ナノ粒子（LNP）およびGalNAc技術の非独占的ライセンスを提供するクロ

スライセンス契約が含まれています。和解金はGenevantに80%、Arbutusに20%が配分
され、LNP技術の重要性を改めて浮き彫りにしました。

公開日 2026年08月06日  Stock Titan  アメリカ



詳細

主要成果

Roivant Sciencesは、Modernaとの間で長らく続いていた訴訟の和解が成立し、和解金
として総額7億7160万ドル（約1100億円）を受け取ったことを公表しました。この画期
的な和解には、ModernaがGenevant SciencesおよびArbutus Biopharmaに対して、B型
肝炎ウイルス関連および特定の除外分野を除く、将来的なすべてのアプリケーションに
おいて脂質ナノ粒子（LNP）およびGalNAc技術の非独占的ライセンスを提供するという
包括的なクロスライセンス契約が含まれています。この和解は、LNP技術の価値と、知
的財産権がバイオ医薬品業界に与える影響の大きさを明確に示しています。

技術・臨床詳細

脂質ナノ粒子（LNP）は、メッセンジャーRNA（mRNA）ワクチンや遺伝子治療薬の送
達に不可欠な技術であり、ModernaのCOVID-19ワクチン成功の基盤となりました。
GalNAc（N-アセチルガラクトサミン）技術は、肝臓細胞への核酸の標的化を可能にす
るもので、特定の肝疾患治療薬の開発に応用されています。このクロスライセンス契約
により、GenevantとArbutusは、LNPおよびGalNAc技術を、将来の幅広い治療法開発
（B型肝炎ウイルスおよび特定の除外領域を除く）において非独占的に利用できるよう
になります。和解金の配分は、GenevantがGSL（Genevant Sciences Ltd.）の発行済み普
通株式の83%を、Arbutusが16%を保有していることに基づき、それぞれの訴訟費用を
差し引いた後、Genevantに80%、Arbutusに20%が割り当てられます。

背景と業界文脈

LNP技術を巡る知的財産権訴訟は、mRNA医薬の勃興とともに激化し、その技術的基盤
の重要性を示す事例となっていました。ModernaとArbutus/Genevant間のこの訴訟は、
LNP送達システムの開発における初期の貢献と、それに続く商業的成功を巡るものでし
た。和解によって、両社は法的紛争から解放され、それぞれの事業戦略に集中できるよ
うになります。この和解は、LNP技術が医療分野、特に核酸医薬や遺伝子治療の領域で
引き続き中心的な役割を果たすことを確固たるものにするとともに、知的財産権の複雑
なランドスケープの中で、技術ライセンスと提携がイノベーション推進に不可欠である
ことを浮き彫りにしました。



今後の展望

ModernaからRoivant Sciencesへの巨額の和解金支払いと、LNP/GalNAc技術のクロスラ
イセンス契約は、バイオ医薬品業界、特に遺伝子治療および核酸医薬分野における戦略
的な動きに大きな影響を与えるでしょう。GenevantとArbutusは、この和解金とライセ
ンスを通じて、それぞれのパイプライン開発とプラットフォーム技術のさらなる強化に
投資する機会を得ます。Modernaにとっても、この和解は、将来のイノベーションに焦
点を当て、LNP技術の広範な応用を可能にするクリアなパスを提供します。この動き
は、LNP技術の標準化とアクセスを促進し、次世代の遺伝子治療やRNA治療薬の開発を
加速させる可能性があります。今後、LNPベースの新たなモダリティが、より多様な疾
患領域で臨床応用されることが期待され、患者にとっての治療選択肢が大きく広がるで
しょう。

元記事: https://www.stocktitan.net/sec-filings/ROIV/10-q-roivant-sciences-ltd-quarterly-earnings-report-

92074d4d173d.html

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stocktitan.net/sec-filings/ROIV/10-q-roivant-sciences-ltd-quarterly-earnings-report-92074d4d173d.html
https://www.stocktitan.net/sec-filings/ROIV/10-q-roivant-sciences-ltd-quarterly-earnings-report-92074d4d173d.html


#28 UKRI年次報告書、Concretene社のグラフェン配合コ
ンクリートがエンボディドカーボンを20-30%削減、建設
業界の脱炭素化を推進

概要

UKRI（英国研究イノベーション機構）の年次報告書によると、マンチェスターを拠点

とするナノテクノロジー企業Concreteneは、グラフェンを配合した革新的なコンクリ
ート混和剤を開発しました。この技術は、コンクリートのエンボディドカーボン（製
造過程での二酸化炭素排出量）を20%から30%削減する可能性を秘めており、セメン

ト生産に伴うCO2排出量削減に大きく貢献します。鋼鉄の200倍の強度を持つグラフェ
ンが、コンクリートの強度と耐久性を向上させつつ、環境負荷を低減する画期的なソ
リューションです。

公開日 2026年08月12日  UKRI  イギリス



詳細

主要成果

英国研究イノベーション機構（UKRI）の年次報告書において、マンチェスターを拠点と
するナノテクノロジー企業Concreteneが開発した、グラフェンを配合した革新的なコン
クリート混和剤がハイライトされました。この画期的な技術は、コンクリートの製造過
程で発生する二酸化炭素排出量（エンボディドカーボン）を20%から30%削減する可能
性を秘めており、セメント生産に伴うCO2排出量削減という世界的な課題に対し、強力
な解決策を提供します。この成果は、建設業界の脱炭素化に向けた重要な一歩となりま
す。

技術詳細

Concretene社が開発したグラフェン配合コンクリートは、セメントクリンカーの量を減
らし、その分をグラフェンで補強することで、コンクリート全体の強度と耐久性を維持
または向上させます。グラフェンは、その原子レベルの薄さにもかかわらず、鋼鉄の
200倍という驚異的な強度を持つことで知られており、コンクリートマトリックス内で
微細な亀裂の発生と伝播を抑制し、材料全体の構造的完全性を高めます。これにより、
少量のグラフェンを添加するだけで、必要なコンクリート量を削減したり、より少ない
セメントを使用したりすることが可能になり、結果としてセメント製造に伴うエネルギ
ー消費とCO2排出量を大幅に削減できます。この技術は、コンクリートの長期的な性能
を向上させるだけでなく、建設プロジェクトの持続可能性指標を改善し、ライフサイク
ル全体での環境負荷を低減します。

背景と業界文脈

建設業界は、世界のCO2排出量のかなりの部分を占めており、特にセメント生産は、そ
の過程で大量の二酸化炭素を排出します。持続可能な建設材料への需要が高まる中で、
コンクリートの環境負荷を低減することは、業界にとって喫緊の課題となっています。
グラフェンは、その優れた物理化学的特性から、建築材料の性能向上と環境負荷低減の
両面で大きな期待が寄せられてきました。Concreteneのような企業によるグラフェン配
合コンクリートの開発は、この「グリーン建設」のトレンドを加速させ、従来のコンク
リートに代わる持続可能な代替品を提供するものです。



今後の展望

Concreteneのグラフェン配合コンクリートは、建設業界に革命をもたらす可能性を秘め
ています。エンボディドカーボンを20%から30%削減できるという数値は、建設プロジ
ェクトの環境認証評価を大きく向上させ、グリーンビルディングの普及を後押しするで
しょう。今後、この技術は、住宅、商業施設、インフラプロジェクトなど、様々な種類
の建設に広く採用されることが期待されます。グラフェンの製造コストとスケーラビリ
ティがさらに改善されれば、この種の革新的な材料が建設業界の標準となる可能性もあ
ります。UKRIの支援は、このような最先端技術の商業化を加速させ、英国が持続可能な
建設分野で世界をリードする地位を確立するのに役立ちます。この技術は、地球規模の
気候変動対策に貢献するナノテクノロジーの具体的な応用例となるでしょう。

元記事: https://www.ukri.org/publications/annual-report-and-accounts-2025-to-2026/ukri-annual-

report-and-accounts-2025-to-2026/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ukri.org/publications/annual-report-and-accounts-2025-to-2026/ukri-annual-report-and-accounts-2025-to-2026/
https://www.ukri.org/publications/annual-report-and-accounts-2025-to-2026/ukri-annual-report-and-accounts-2025-to-2026/


#29 Ag修飾Cuフォーム触媒、超臨界CO2からメタノール
への選択的電気触媒還元でファラデー効率66.16%を達成
し高効率CO2資源化の新戦略を提示

概要

本研究では、Ag修飾Cuフォーム（Ag/Cuフォーム）触媒を超臨界CO2（ScCO2）と組

み合わせることで、メタノールへの高選択的な電気触媒的CO2還元（eCO2RR）を実現
する新しい戦略を提案しました。最適な超臨界条件下（35℃、8 MPa）で、Ag/Cuフォ
ーム触媒はメタノールに対して66.16%という高いファラデー効率を達成し、純粋なCu

フォームや常温条件下でのシステムを大幅に上回りました。この手法は、高効率な
CO2資源化への新たな道を拓くものです。

公開日 2026年08月13日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

本研究では、超臨界CO2（ScCO2）を反応物および反応媒体として利用し、Ag修飾Cuフ
ォーム（Ag/Cuフォーム）触媒と組み合わせることで、メタノールへの高選択的な電気
触媒的CO2還元（eCO2RR）を実現する画期的な戦略が提案されました。最適な超臨界
条件下（35℃、8 MPa）において、Ag/Cuフォーム触媒はメタノールに対して66.16%と
いう顕著なファラデー効率（FE）を達成し、これは純粋なCuフォームや常温条件下での
システムを大幅に凌駕するものです。この発見は、CO2を付加価値の高い化学物質に変
換する高効率な資源化プロセスへの新たな道筋を示します。

技術詳細

電気触媒的CO2還元は、再生可能エネルギーを利用してCO2を燃料や化学原料に変換す
る有望な技術です。しかし、高選択性と高効率の両立は依然として課題でした。本研究
で採用されたScCO2は、従来の気相CO2と比較して、高い溶解度、低い拡散抵抗、およ
び均一な反応環境を提供します。これにより、触媒表面へのCO2供給が促進され、反応
速度が向上します。Ag/Cuフォーム触媒は、Ag（銀）がCO2の活性化を促進し、Cu

（銅）がCO中間体をメタノールに変換する能力を持つ、両金属の相乗効果を狙ったも
のです。特に、超臨界CO2環境下では、Cuフォームの構造安定性が維持され、Agナノ
粒子の分散が最適化されることで、触媒活性サイトが増加し、高効率なメタノール生成
が実現しました。35℃、8 MPaという比較的穏やかな条件下で高効率を達成したこと
は、このプロセスの実用化に向けた大きな進歩です。

背景と業界文脈

地球温暖化対策として、大気中の二酸化炭素（CO2）を回収し、これを燃料や化学原料
として再利用する「CO2資源化」技術は喫緊の課題となっています。電気触媒的CO2還
元は、太陽光や風力などの再生可能エネルギーを活用できるため、持続可能なCO2資源
化技術として注目されています。しかし、多くの場合、目的とする単一の生成物（例:

メタノール、ギ酸、CO）への選択性が低く、エネルギー効率も不十分であるという課
題がありました。本研究は、触媒設計と反応環境（超臨界流体）の革新的な組み合わせ
により、これらの課題を克服し、特にメタノールという有用な液体燃料への高選択的変
換を実証した点で画期的です。



今後の展望

このAg修飾Cuフォーム触媒を用いた超臨界CO2からのメタノール製造技術は、CO2資源
化の新たな標準を確立する可能性を秘めています。メタノールは、燃料としての直接利
用、化学産業の基礎原料、および水素キャリアとしての応用が可能であり、その高効率
生産は広範な経済的・環境的利益をもたらします。今後、研究者たちは、触媒の長期安
定性、さらなるファラデー効率の向上、およびリアクターのスケールアップに関する課
題に取り組むでしょう。また、この超臨界CO2を用いた電気触媒反応の原理は、他の
CO2還元生成物への応用や、様々なナノ触媒システムへの展開も期待されます。この技
術が商業化されれば、産業排出源からのCO2を回収し、付加価値の高い化学物質へと変
換する大規模なプロセスが実現し、持続可能な循環型経済の構築に大きく貢献すること
が期待されます。

元記事: https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/d6ta04502b/1290746/Selective-electrocatalytic-

reduction-of?searchresult=1

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/d6ta04502b/1290746/Selective-electrocatalytic-reduction-of?searchresult=1
https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/d6ta04502b/1290746/Selective-electrocatalytic-reduction-of?searchresult=1


#30 医薬品製剤開発、LNP送達型mRNAワクチンで飛躍
も、溶解性・透過性・薬物動態学の問題が開発失敗の10-
15%を占める

概要

医薬品製剤開発は、脂質ナノ粒子（LNP）送達型メッセンジャーRNA（mRNA）ワクチ

ンの登場により、その複雑性と重要性が増しています。2010年から2017年の臨床試験
データレビューでは、開発失敗の10%から15%が、溶解性、透過性、薬物動態学とい
った劣悪なドラッグライク特性に起因していることが指摘されています。これは、新

分子の初期物理化学的特性評価から高度な送達システムの設計まで、製剤開発が依然
として医薬品開発パイプラインの最も影響力のあるボトルネックの一つであることを
浮き彫りにしています。

公開日 2026年08月07日  IntuitionLabs.ai  シンガポール



詳細

主要成果

医薬品製剤開発は、新たな分子の初期物理化学的特性評価から、脂質ナノ粒子（LNP）
送達型メッセンジャーRNA（mRNA）ワクチンなどの高度なモダリティ設計に至るま
で、その範囲と複雑性が拡大しています。2026年8月現在、製剤開発は医薬品開発パイ
プラインにおいて最も影響力のある段階の一つであり続けています。特に、2010年から
2017年の臨床試験データのレビューでは、開発失敗の10%から15%が、溶解性、透過
性、薬物動態学といった、劣悪な「ドラッグライク」特性に直接起因していることが明
確に示されています。

技術・臨床詳細

製剤開発は、有効成分（API）を安定化させ、生体内での吸収、分布、代謝、排泄
（ADME）プロファイルを最適化し、目的の標的部位に効果的に届けることを目的とし
ます。錠剤、カプセル、注射剤といった伝統的な剤形から、LNP送達型mRNAワクチ
ン、抗体薬物複合体（ADC）、遺伝子治療、細胞治療といったより複雑なモダリティへ
と進化しています。LNPは、水溶性の低い核酸分子を保護し、細胞膜を通過させて細胞
質へ送達するために不可欠なナノ粒子技術です。しかし、APIの物理化学的特性が不十
分であると、たとえ革新的な送達システムを用いても、期待される治療効果が得られな
い可能性があります。溶解性の低さは経口吸収を妨げ、透過性の低さは細胞内への取り
込みを制限し、不利な薬物動態は望ましい血中濃度を維持することを困難にします。こ
れらの問題は、初期段階で特定し、製剤設計を通じて克服することが極めて重要です。

背景と業界文脈

医薬品開発の成功率は歴史的に低く、莫大な時間とコストがかかります。新薬候補が臨
床試験に進んでも、その多くが有効性や安全性、あるいは薬物動態の問題で失敗に終わ
ります。特に、新しいモダリティの台頭により、製剤開発の重要性はさらに高まってい
ます。LNP技術のCOVID-19ワクチンでの成功は、ナノ粒子を介したデリバリーシステム
が、従来不可能だった薬剤の臨床応用を可能にする可能性を実証しました。しかし、こ
の成功は、LNP自体が完璧な解決策ではなく、基礎となるAPIの「ドラッグライク」特性
の重要性を再確認させるものでもあります。製剤開発者は、化学者や生物学者と緊密に
連携し、初期の段階から製剤化可能性を考慮した分子設計を行う必要があります。



今後の展望

医薬品製剤開発の分野は、今後もイノベーションの中心であり続けるでしょう。LNP技
術のさらなる最適化、新たなナノ粒子送達システムの開発、そして人工知能（AI）や機
械学習（ML）を活用した製剤設計が加速すると予測されます。これらの技術進歩は、
溶解性や透過性の課題を持つ分子であっても、効果的に臨床応用できる可能性を広げま
す。また、個別化医療の進展に伴い、患者個々の特性に合わせたカスタマイズされた製
剤の開発も重要になります。製剤開発の強化は、医薬品開発の全体的な成功率と効率を
向上させ、より多くの革新的な治療法を患者に届けるための鍵となるでしょう。これに
より、アンメットメディカルニーズが満たされ、患者の生活の質が大きく改善されるこ
とが期待されます。

元記事: https://intuitionlabs.ai/articles/pharmaceutical-formulation-development

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://intuitionlabs.ai/articles/pharmaceutical-formulation-development


#31 省エネ水素製造のため、Ru/WO3/NFヘテロ構造電気
触媒がヒドラジン酸化で0.11 V vs RHEを達成し、安定し
て400 mA cm–2を供給

概要

この研究では、ヒドラジン支援水電解による省エネ型水素製造のために、超低電位ヒ

ドラジン酸化（HzOR）を可能にするRu/WO3/NFヘテロ構造電気触媒が開発されまし
た。分子動力学シミュレーションとDFT計算により、WO3がRu表面からのOH–移動を
促進し、活性中心を露出させることが示されました。最適化されたこの電極は、400

mA cm–2を達成するためにわずか0.11 V vs RHEというHzOR電位を実現し、26 mV

dec–1という低いターフェル勾配と、200 mA cm–2で120時間の優れた安定動作を可能
にしました。これは、高効率で持続可能な水素生産に向けた大きな進歩です。

公開日 2026年08月12日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

この研究では、省エネルギー型水素製造に向けた画期的な進展として、ヒドラジン支援
水電解（HzOR）において超低電位でのヒドラジン酸化を可能にするRu/WO3/NFヘテロ
構造電気触媒が開発されました。最適化されたこの電気触媒は、400 mA cm–2という高
い電流密度を達成するためにわずか0.11 V vs RHEという極めて低いHzOR電位を実現
し、200 mA cm–2で120時間という優れた安定性と耐久性を示しました。これは、従来
の純粋な水電解と比較して、エネルギー消費を大幅に削減できる可能性を秘めていま
す。

技術詳細

研究チームは、分子動力学シミュレーションと密度汎関数理論（DFT）計算を駆使し、
WO3（三酸化タングステン）の存在がルテニウム（Ru）触媒表面からの水酸化物イオ
ン（OH–）の移動を促進し、Ruの活性中心を露出させるメカニズムを解明しました。こ
のメカニズムが、HzOR反応の律速段階であるOH–脱着を加速させ、結果としてHzOR電
位の劇的な低下に繋がります。Niフォーム（NF）基板上にRuとWO3を複合化したヘテ
ロ構造は、触媒活性サイトの数と電子伝導性を最大化し、高効率な反応を可能にしま
す。HzOR電位0.11 V vs RHEは、標準水素電極に対して0.11ボルトという非常に低い過
電圧で反応を駆動できることを意味し、これはエネルギー効率の観点から非常に有利で
す。また、26 mV dec–1という小さなターフェル勾配は、電流密度増加に対する過電圧
の上昇が緩やかであることを示し、高電流密度での効率的な操作を可能にします。

背景と業界文脈

水素は、クリーンなエネルギーキャリアとして、脱炭素社会の実現に不可欠な役割を担
っています。水の電気分解による水素製造は、クリーンな水素源ですが、高いエネルギ
ー入力が必要であり、製造コストが高いという課題があります。ヒドラジン支援水電解
は、熱力学的に水電解よりも低い電位で水素を生成できるため、省エネルギーな水素製
造方法として注目されています。しかし、ヒドラジンの毒性や、HzOR反応を効率的に
行うための高性能触媒の開発が課題でした。RuはHzORに対して高い活性を示すことが
知られていますが、コストや安定性の問題がありました。この研究は、WO3とのヘテロ
構造を形成することでRuの活性をさらに高め、安定性を改善するという点で、従来の課
題を克服するものです。



今後の展望

このRu/WO3/NFヘテロ構造電気触媒の開発は、省エネルギー型水素製造技術の商業化
に大きな弾みをつけるでしょう。超低電位で高電流密度、そして長期安定性を実現した
ことで、ヒドラジン支援水電解の適用範囲が広がり、より持続可能で経済的な水素生産
が可能になります。将来的には、この技術が再生可能エネルギー源と組み合わされるこ
とで、オンサイトでのグリーン水素製造や、ヒドラジンを安全に貯蔵・輸送するシステ
ムの開発が促進される可能性があります。また、この触媒設計原理は、他の電気化学反
応や燃料電池技術への応用も期待されます。このブレークスルーは、水素エネルギー経
済への移行を加速させ、地球規模でのクリーンエネルギー目標達成に不可欠な役割を果
たすと見込まれます。

元記事: https://pubs.acs.org/aamick/article/18/31/42617/5238383/Ultralow-Potential-Hydrazine-

Oxidation-for-Energy

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aamick/article/18/31/42617/5238383/Ultralow-Potential-Hydrazine-Oxidation-for-Energy
https://pubs.acs.org/aamick/article/18/31/42617/5238383/Ultralow-Potential-Hydrazine-Oxidation-for-Energy


#32 非貴金属アノード「NiCo-LDH@Mo2CTx/NF」がア
ニオン交換膜水電解で100 mA cm–2時に393 mVの過電圧
を達成し高効率な酸素発生反応を実現

概要

本研究では、アニオン交換膜（AEM）水電解用の高効率な非貴金属アノードとして、

導電性MXene（Mo2CTx）とNiCo-LDHナノシートを複合化したハイブリッド電極
「NiCo-LDH@Mo2CTx/NF」が開発されました。剥離処理によりMXeneの層間隔が拡
大され、NiCo-LDHの均一な成長プラットフォームが提供され、電子輸送が強化されま

した。この電極は、1.0 M KOH中で優れた酸素発生反応（OER）性能を示し、10 mA

cm–2で324 mV、100 mA cm–2で393 mVの過電圧を達成し、効率的なグリーン水素製
造に貢献します。

公開日 2026年08月11日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

この研究では、アニオン交換膜（AEM）水電解用の高効率な非貴金属アノードとして、
導電性剥離Mo2CTx MXeneとNiCo-LDHナノシートを複合化したハイブリッド電極
「NiCo-LDH@Mo2CTx/NF」が開発されました。この革新的な電極は、1.0 M KOH溶液
中で優れた酸素発生反応（OER）性能を示し、わずか324 mVの過電圧で10 mA cm–2、
そして393 mVの過電圧で100 mA cm–2という高い電流密度を達成しました。これは、
高価な貴金属触媒に依存しない、持続可能で効率的なグリーン水素製造に向けた重要な
一歩となります。

技術詳細

電極の設計の鍵は、剥離されたMo2CTx MXeneの利用にあります。MXeneを剥離処理す
ることで、その層間隔が効果的に拡大され、NiCo-LDH（ニッケル・コバルト層状二重
水酸化物）ナノシートの均一な成長のための理想的な導電プラットフォームが提供され
ます。この緻密な複合構造は、MXeneの高い電気伝導性とLDHの豊富なOER活性サイト
を組み合わせ、触媒界面での電子移動と電荷輸送を大幅に強化します。NiCo-

LDH@Mo2CTx/NF電極の高いOER性能は、MXeneが提供する大きな表面積と多孔性構造
により、反応物と生成物の効率的な拡散が可能になり、同時にNiCo-LDHの触媒活性が
最大限に引き出されることによるものです。これにより、OERの反応速度が向上し、過
電圧が低減されます。100 mA cm–2での393 mVという過電圧は、大規模な電解槽での
実用化に向けた優れた性能を示唆しています。

背景と業界文脈

グリーン水素製造のための水電解技術は、脱炭素社会の実現に不可欠ですが、そのコス
トとエネルギー効率が課題となっています。特に、水電解の酸素発生反応（OER）は、
反応速度が遅く、高い過電圧を必要とすることが、システム全体のエネルギー効率を制
限する主要因です。現状では、高活性なOER触媒としてIr（イリジウム）やRu（ルテニ
ウム）などの貴金属が用いられることが多いですが、これらの材料は希少で高価である
ため、非貴金属触媒の開発が喫緊の課題となっています。MXeneは、その優れた導電性
と表面化学的調整可能性から、非貴金属触媒の性能向上に貢献する有望な材料として注
目されています。この研究は、AEM水電解という、より効率的でコスト競争力のある水
素製造技術をターゲットとしています。



今後の展望

NiCo-LDH@Mo2CTx/NFハイブリッド電極の開発は、非貴金属触媒を用いたAEM水電解
技術の商業化を大きく前進させるものです。OER性能の大幅な向上は、水素製造のエネ
ルギー効率を改善し、運用コストを削減します。今後、研究は、触媒の長期安定性、耐
久性、そしてより高い電流密度での性能維持に焦点を当てるでしょう。また、この
MXeneとLDHの複合化戦略は、HER（水素発生反応）やCO2RR（CO2還元反応）など、
他の電気化学反応への応用も期待されます。この技術が商業化されれば、再生可能エネ
ルギーを利用したグリーン水素の供給を拡大し、化石燃料への依存度を低減すること
で、持続可能なエネルギーシステムへの移行を加速させることが期待されます。この成
果は、ナノ材料がエネルギー革命をどのように推進するかを示す具体的な例となりま
す。

元記事: https://pubs.rsc.org/fd/article/doi/10.1039/d6fd00075d/1223315

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/fd/article/doi/10.1039/d6fd00075d/1223315


#33 hBNベース摩擦電気ナノ発電機、電界アシストにより
電荷貯蔵を強化し、ウェアラブルエネルギーハーベスティ
ングの信頼性を向上

概要

本研究では、エレクトロニクス用途向けに、六方晶窒化ホウ素（hBN）ベース摩擦電

気ナノ発電機（TENG）における電界アシストによる電荷貯蔵の強化が報告されまし
た。2D材料はエネルギー貯蔵やナノ発電機など幅広い用途で有望ですが、この研究で
は特に、ウェアラブルエネルギーハーベスティングのための信頼性が高く、堅牢で効

率的なソリューションを提供するスケーラブルな製造アプローチが強調されていま
す。この技術は、自律型ウェアラブル電子機器の実現に貢献する可能性を秘めていま
す。

公開日 2026年08月12日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

米国化学会（ACS）の出版物で報告された研究において、六方晶窒化ホウ素（hBN）ベ
ースの摩擦電気ナノ発電機（TENG）において、電界アシストによって電荷貯蔵を強化
する画期的な手法が開発されました。この技術は、ウェアラブルエレクトロニクスや
IoTデバイス向けの自律型電源ソリューションに不可欠な、信頼性が高く、堅牢で効率
的なエネルギーハーベスティングの実現を可能にします。特に、この研究は、スケーラ
ブルな製造アプローチを強調しており、将来の商業化に大きな期待が寄せられます。

技術詳細

摩擦電気ナノ発電機（TENG）は、摩擦帯電と静電誘導を組み合わせて、機械的エネル
ギー（例: 人間の動き、振動）を電気エネルギーに変換するデバイスです。hBNは、そ
の優れた機械的強度、熱的安定性、および電気絶縁性から、TENGの摩擦層として非常
に有望な2D材料です。本研究では、hBNをベースとしたTENGに外部電界をアシストす
ることで、摩擦面での電荷分離効率を高め、より多くの電荷を貯蔵できることを実証し
ました。電界アシストは、摩擦によって生成された電荷を誘引し、再結合を防ぐこと
で、出力電力を向上させます。この最適化された設計は、エネルギーハーベスティング
効率を向上させるだけでなく、デバイスの長期的な安定性と信頼性も高めます。スケー
ラブルな製造アプローチの採用は、これらのhBNベースTENGを大量生産し、コスト効
率良く様々な製品に統合できる可能性を示しています。

背景と業界文脈

ウェアラブルデバイス、無線センサーネットワーク、そしてIoTデバイスの普及に伴
い、バッテリー交換や充電の手間を減らすことができる自律型電源の需要が急増してい
ます。TENGは、環境中のあらゆる種類の機械的エネルギー源（歩行、風、水流など）
からエネルギーを効率的に「収穫」できるため、これらのアプリケーションにとって理
想的なソリューションです。2D材料は、そのユニークな物理化学的特性から、エネルギ
ー貯蔵、ナノ発電機、電磁界面シールド、次世代センシングシステムなど幅広い用途で
非常に有望です。しかし、TENGの実用化には、出力電力の向上、安定性の確保、およ
び製造の容易さという課題がありました。本研究は、hBNのような先進材料と電界アシ
ストという新しいメカニズムを組み合わせることで、これらの課題を克服する有効な手
段を提示しています。



今後の展望

hBNベースTENGにおける電界アシストによる電荷貯蔵の強化は、ウェアラブルエネル
ギーハーベスティング技術に革命をもたらす可能性を秘めています。この技術が商業化
されれば、バッテリーに依存しない自己給電型ウェアラブルデバイスや、遠隔地の無線
センサーノードなど、様々な自律型電子機器の実現が加速するでしょう。例えば、スマ
ートウォッチ、フィットネストラッカー、医療用パッチなどが、ユーザーの動きや環境
振動から継続的に電力を得られるようになります。今後の研究では、TENGの出力性能
をさらに最大化し、多様な環境条件下での耐久性を評価することに焦点を当てるでしょ
う。このブレークスルーは、エネルギーの独立性を高め、より便利で持続可能な電子機
器の未来を形作る重要な一歩となります。

元記事: https://pubs.acs.org/aaembp/article/8/15/6642/5232207/Electric-Field-Assisted-Enhanced-

Charge-Storage-in

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aaembp/article/8/15/6642/5232207/Electric-Field-Assisted-Enhanced-Charge-Storage-in
https://pubs.acs.org/aaembp/article/8/15/6642/5232207/Electric-Field-Assisted-Enhanced-Charge-Storage-in


#34 EU資金のNESTORプロジェクト、生物学的安全性を犠
牲にしない高効率磁性ナノザイムを開発し環境浄化と医療
応用を推進

概要

EUが資金提供するNESTORプロジェクトは、効率性と生体適合性を両立する新しい世

代のスマートナノザイムを設計しました。鉄酸化物ベースの磁性ナノザイムは、天然
酵素の機能を模倣しつつ、外部磁場によって容易に誘導・回収できる独自の能力を保
持しています。このプロジェクトは、ナノ触媒の選択性、堅牢性、再現性、および実

環境における生物学的安全性を予測・制御するという課題に対処し、環境浄化や医療
診断・治療への応用を推進します。

公開日 2026年08月06日  CORDIS  EU



詳細

主要成果

EUが資金提供するNESTORプロジェクトは、生体適合性と高効率を両立する、新世代の
スマートな磁性ナノザイムの開発に成功しました。この革新的な鉄酸化物ベースのナノ
ザイムは、天然酵素の機能を模倣する一方で、外部磁場によって容易に誘導および回収
できるという独自の特性を備えています。この成果は、環境浄化、生物医学診断、およ
び治療におけるナノテクノロジーの応用を大幅に拡大する可能性を秘めています。

技術詳細

ナノザイムとは、天然酵素と同様の触媒活性を持つナノ材料ですが、天然酵素に比べて
安定性、耐久性、製造コストの面で優位性があります。NESTORプロジェクトで開発さ
れた磁性ナノザイムは、特に鉄酸化物をコアに持ち、表面を精密に修飾することで、特
定の反応に対する選択性を高めています。磁性特性により、外部磁場を印加すること
で、反応後に容易に分離・回収が可能となり、再利用性が向上します。これにより、環
境浄化プロセスにおいて、汚染物質の分解後に触媒を効率的に除去できるだけでなく、
医療分野では、特定の細胞や組織にナノザイムを標的化して送達し、磁場を用いて活性
を制御したり、病変部位から回収したりする新しい治療戦略が可能になります。プロジ
ェクトは、これらのナノ触媒の選択性、堅牢性、再現性、および実環境における生物学
的安全性を精密に予測・制御するための技術開発に焦点を当てています。

背景と業界文脈

現代社会は、環境汚染、複雑な疾患、エネルギー不足といったグローバルな課題に直面
しており、これらに対処するためには革新的な材料科学と生物工学の融合が不可欠で
す。天然酵素は高い触媒活性を持つものの、安定性が低く、製造コストが高いという課
題がありました。一方、従来のナノ触媒は効率性が高い反面、生体適合性や環境への潜
在的影響に関する懸念がありました。NESTORプロジェクトは、これらの課題に対し、
生体適合性を犠牲にすることなく高効率を実現する磁性ナノザイムという新しいパラダ
イムを提供します。これは、ナノテクノロジーがクリーンな地球と健康な社会の実現に
どのように貢献できるかを示すものです。



今後の展望

NESTORプロジェクトの磁性ナノザイムは、環境分野では水質浄化、土壌汚染対策、空
気浄化など、幅広いアプリケーションでの利用が期待されます。例えば、医薬品の分
解、重金属の除去、微生物の不活性化などに高効率で貢献できるでしょう。医療分野で
は、癌の早期診断用のバイオセンサー、薬物送達システム、あるいは特定の酵素欠損疾
患に対する治療薬としての応用が考えられます。磁場による精密な制御能力は、非侵襲
的な治療介入や、生体内での安全性モニタリングを可能にします。今後、さらなる臨床
前研究と安全性評価が進められ、将来的にはこれらのスマートナノザイムが、環境と医
療の両分野において、新たな標準的なツールとして確立されることが期待されます。EU

の研究支援は、この最先端技術が社会に実用的な利益をもたらすための重要な推進力と
なるでしょう。

元記事: https://cordis.europa.eu/article/id/466737-high-efficiency-magnetic-nanomaterials-that-do-not-

sacrifice-biological-safety

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cordis.europa.eu/article/id/466737-high-efficiency-magnetic-nanomaterials-that-do-not-sacrifice-biological-safety
https://cordis.europa.eu/article/id/466737-high-efficiency-magnetic-nanomaterials-that-do-not-sacrifice-biological-safety


#35 Curapath、核酸ドラッグデリバリー向けポリマー・
脂質ナノ粒子GMP製造サービスで先端治療開発を加速

概要

Curapath社は、核酸の標的送達を目的としたポリマーおよび脂質ナノ粒子の処方開発
とスケールアップに特化したCDMOサービスを提供しています。同社は、特殊ポリマ
ーのGMP製造を通じて、治療薬および医療機器向けの効率的なバイオコンジュゲーシ

ョンと表面修飾を可能にしています。前臨床開発から商業用GMP製造まで、複雑なド
ラッグデリバリーの課題に対する統合ソリューションを提供することで、先端治療薬
の開発加速に貢献しています。

公開日 2026年08月14日  Curapath | CPHI Online  グローバル



詳細

主要成果

Curapath社は、核酸の標的送達に特化したポリマーおよび脂質ナノ粒子（LNP）の処方
開発、スケールアップ、およびGMP（適正製造規範）製造サービスにおいて、包括的な
CDMO（契約開発製造機関）ソリューションを提供しています。同社の専門知識は、治
療薬や医療機器への応用を可能にする効率的なバイオコンジュゲーションと表面修飾を
促進し、複雑なドラッグデリバリーの課題に対応することで、画期的な医薬品の開発を
加速させています。

技術・臨床詳細

Curapath社は、様々な治療モダリティに対応するため、カスタマイズされたポリマーお
よびLNPの処方開発を行っています。特に、mRNAやsiRNAなどの核酸を効率的かつ安
全に細胞内へ送達するためのLNP技術は、遺伝子治療やがん治療において極めて重要で
す。同社は、厳格な品質管理の下で特殊ポリマーのGMP製造を行い、治療薬の安定性、
生体内分布、および薬物動態プロファイルを最適化するためのバイオコンジュゲーショ
ン技術を適用します。さらに、ナノ粒子の表面修飾により、特定の細胞や組織へのター
ゲティング能力を高め、オフターゲット効果を最小限に抑えることを目指しています。
これらの技術は、前臨床研究から臨床試験、そして商業規模の生産に至るまでの開発プ
ロセスの各段階で不可欠です。

背景・業界文脈

近年、核酸医薬や遺伝子治療の進展により、高効率で安全なドラッグデリバリーシステ
ムの需要が飛躍的に高まっています。従来のドラッグデリバリーでは、薬剤の安定性、
生体内での分解、標的細胞への到達効率、そして全身性毒性といった課題がありまし
た。ポリマーおよび脂質ナノ粒子は、これらの課題を克服し、薬剤を保護しつつ特定の
部位へ選択的に送達できる有望なプラットフォームとして注目されています。CDMO業
界は、このような複雑なナノ粒子製剤の開発と製造に必要な専門知識と設備を提供する
ことで、バイオ医薬品企業の開発リスクを低減し、市場投入を加速させる重要な役割を
担っています。



今後の展望

Curapath社のようなCDMOが提供する包括的なサービスは、次世代の核酸医薬や遺伝子
治療の開発において不可欠な存在となるでしょう。同社は、前臨床開発から商業用GMP

製造までの一貫したサポートを提供することで、クライアント企業が治験薬の迅速な供
給と規制当局へのスムーズな申請を可能にします。これにより、がん、希少疾患、感染
症など、アンメットメディカルニーズが高い領域での革新的な治療法の患者への提供が
加速されると期待されます。今後も、ナノ粒子技術の進化とCDMOの専門性が融合する
ことで、より安全で効果的な薬剤送達システムの開発が進むと考えられます。

元記事: https://curapath.com/polymer-conjugates/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://curapath.com/polymer-conjugates/


#36 AGC Biologics、横浜新施設で数億ドル規模の長期製
造契約を獲得、LNP生産能力も強化

概要

グローバルCDMOであるAGC Biologicsは、2027年稼働予定の横浜新施設において、数
億ドル規模の複数年商業製造契約を獲得しました。この契約により、匿名の大手バイ
オ医薬品企業が同施設の哺乳類細胞製造能力の約半分を確保することになります。横

浜施設には、哺乳類細胞、細胞治療、mRNA製造能力に加え、脂質ナノ粒子（LNP）生
産ラインも備えられ、AGC Biologicsの世界的なc GMP製造ネットワークがさらに拡張
されます。

公開日 2026年08月14日  히트뉴스  日本



詳細

主要成果

グローバル契約開発製造機関（CDMO）であるAGC Biologicsは、日本に新設される横浜
施設について、数億ドルに及ぶ大規模な複数年商業製造契約を締結しました。この画期
的な契約により、2027年に稼働を開始する同施設の哺乳類細胞製造能力の約半分が、特
定のバイオ医薬品企業に確保されることになります。この契約は、同社の日本市場にお
ける戦略的地位を強化し、高度なバイオ医薬品製造能力への需要の高まりを反映してい
ます。

技術・臨床詳細

横浜新施設は、最先端の哺乳類細胞培養技術、細胞治療製造、およびmRNA製造能力を
統合した多角的なプラットフォームを特徴とします。特に注目すべきは、mRNAベース
の治療薬開発において不可欠な脂質ナノ粒子（LNP）生産ラインの導入です。LNP技術
は、mRNA医薬の安定性、標的送達効率、および免疫原性の管理において中心的な役割
を果たすため、この生産能力の拡充は、次世代バイオ医薬品の商業化を加速させる上で
極めて重要です。この施設は、厳格なc GMP（現行適正製造規範）基準に準拠し、前臨
床段階から商業規模生産まで、幅広いクライアントニーズに対応する柔軟な製造ソリュ
ーションを提供します。

背景・業界文脈

近年、mRNA技術の急速な進歩と細胞治療の臨床応用拡大により、グローバルなCDMO
に対する需要が急増しています。特にアジア市場、中でも日本は、高品質かつ規制に準
拠した製造能力へのアクセスを求めるバイオ医薬品企業にとって重要な拠点となってい
ます。AGC Biologicsの横浜施設への大規模投資と今回の商業契約は、このような市場の
動向を捉え、世界のサプライチェーンにおける同社の役割を強化するものです。今回の
契約は、未公開企業が早期に将来の製造能力を確保する戦略的な動きを示すものであ
り、急速に進化するバイオ医薬品市場における競争の激化を物語っています。



今後の展望

AGC Biologicsの横浜新施設とその主要契約は、同社のグローバルな製造ネットワークに
おける重要なマイルストーンとなります。LNP生産能力の強化は、mRNAワクチンや治
療薬の需要増加に対応し、これらの画期的な医薬品の患者への迅速な供給を可能にしま
す。この投資と契約は、日本がバイオ医薬品製造の主要ハブとしての地位を確立する上
で貢献し、地域経済に多大な影響を与えると予測されます。今後、AGC Biologicsは、こ
の新施設を拠点に、革新的なバイオ医薬品の商業化を支援し、グローバルヘルスケアの
進展にさらに貢献していくことでしょう。

元記事: https://www.hitnews.co.kr/news/articleView.html?idxno=78268

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hitnews.co.kr/news/articleView.html?idxno=78268


#37 MDPIの『Nanomaterials』誌2026年8月7日号、
HER2陽性乳がんBNCT標的治療などナノ材料の応用研究4
報を特集

概要

MDPIの学術誌『Nanomaterials』2026年8月7日発行号（Volume 16, Issue 16）は、ナ

ノ材料に関する4つの重要な研究論文を特集しています。主要なトピックには、ナノ材
料の理論計算研究、アミド繊維強化エポキシ複合材料の界面特性改善、そしてHER2陽
性乳がんに対するホウ素中性子捕捉療法（BNCT）の標的治療へのナノテクノロジー応

用が含まれます。特にBNCTの研究は、ナノ材料ががん治療の精度と効果をどのように
向上させることができるかを示すもので、医療分野への大きな影響が期待されます。

公開日 2026年08月07日  MDPI - Nanomaterials  スイス



詳細

主要成果

学術誌『Nanomaterials』の2026年8月7日発行号（Volume 16, Issue 16）では、ナノ材
料の基礎理論から先進的な医療応用までを網羅する4つの注目すべき論文が発表されま
した。これらの研究は、ナノ材料の理解を深めるとともに、産業応用への道を切り開く
ものであり、特にHER2陽性乳がんに対するホウ素中性子捕捉療法（BNCT）におけるナ
ノテクノロジーの標的治療としての応用が大きな関心を集めています。

技術・臨床詳細

掲載された研究の一つは「ナノ材料の理論計算研究」と題され、ナノスケールでの材料
挙動を予測するための新たな計算モデルとシミュレーション手法を提示しています。こ
れにより、実験コストと時間を削減し、効率的な材料設計が可能になります。別の論文
では、アミド繊維強化エポキシ複合材料の「本質的に弱い繊維-マトリックス界面」と
いう長年の課題に取り組んでいます。ナノ材料を導入することで界面結合を強化し、複
合材料の機械的特性を大幅に向上させることを示しました。また、医療分野では、
HER2陽性乳がんに対するBNCTの標的治療へのナノテクノロジー応用が研究されてお
り、特定の腫瘍細胞にホウ素含有ナノ粒子を効率的に送達する戦略が探求されていま
す。これにより、BNCTの治療効果を高めつつ、副作用を最小限に抑える可能性が示唆
されています。

背景・業界文脈

ナノ材料は、そのユニークな物理的・化学的特性により、様々な産業で革新的なソリュ
ーションを提供する可能性を秘めています。しかし、その複雑な挙動の理解と大規模な
応用には、理論的進歩と実用的な材料開発の両方が不可欠です。複合材料の分野では、
軽量化と高強度化の要求が高まる一方で、材料界面の脆弱性が性能のボトルネックとな
っていました。医療分野では、がん治療における副作用の軽減と治療精度の向上が喫緊
の課題であり、ナノテクノロジーはその解決策として大きな期待が寄せられています。
特にBNCTは、従来の放射線療法とは異なるメカニズムでがん細胞を破壊するため、標
的特異性の向上が重要視されています。



今後の展望

これらの研究成果は、ナノ材料科学の進歩に貢献し、関連する産業分野に大きな影響を
与えるでしょう。理論計算研究は、新材料開発の効率化を促進し、より高性能なナノ材
料の発見を加速させます。アミド繊維複合材料の界面強化技術は、航空宇宙、自動車、
スポーツ用品などでの軽量・高強度部品の普及を後押しするでしょう。最も注目される
医療応用では、HER2陽性乳がんに対するナノテクノロジーを用いたBNCTの標的治療
が、将来的な臨床試験へとつながる可能性を秘めています。これは、がん患者にとって
より効果的で、患者の生活の質を向上させる画期的な治療法開発への一歩となることが
期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-4991/16/16

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-4991/16/16


#38 ダブリンシティ大学とオレゴン州立大学がナノ粒子を
用いたがん治療と診断で画期的な成果

概要

ダブリンシティ大学のシルビア・ジョルダーニ教授と、オレゴン州立大学の研究者ら
が、ナノ粒子を用いたがん治療と診断に画期的な成果を発表しました。オレゴン州立
大学のチームは、健康な細胞を傷つけずに腫瘍を選択的に破壊する革新的なナノ材料

を開発し、がん治療における副作用の大幅な軽減を可能にすると期待されています。
また、ジュリアナ・ハムザ博士は、腫瘍イメージングと標的薬物送達を兼ね備え、腫
瘍を軟化させて治療応答性を高める多機能ナノ粒子システムを開発しました。これら

の進展は、がん治療の有効性を高め、患者の生活の質を向上させる可能性を秘めてい
ます。

公開日 2026年08月06日  Facebook (Advanced Functional Materials 引用)  アイルランド



詳細

主要成果

ダブリンシティ大学のシルビア・ジョルダーニ教授とそのチーム、およびオレゴン州立
大学の研究者らは、ナノ粒子を基盤とするがん治療と診断において画期的な進展を報告
しました。特に、オレゴン州立大学の研究チームは、健康な細胞に影響を与えずに腫瘍
のみを標的とし破壊する革新的なナノ材料を発見しました。これにより、がん治療の選
択性と有効性が大幅に向上し、患者の副作用を劇的に軽減できる可能性を秘めていま
す。

技術・臨床詳細

オレゴン州立大学のOleh Taratula教授とOlena Taratula教授が率いる研究チームは、特異
的な分子シグネチャーに基づいてがん細胞を認識し、健康な細胞をバイパスして腫瘍を
破壊する新しいナノ材料を開発しました。このナノ材料は、がん細胞の微細環境にのみ
反応するように設計されており、極めて高い標的特異性を示します。また、ジュリア
ナ・ハムザ博士は、腫瘍イメージングと標的薬物送達を統合した多機能ナノ粒子システ
ムを開発しました。このシステムは、がん治療薬を正確に腫瘍に届けるだけでなく、腫
瘍周囲の結合組織を軟化させることで、薬剤の浸透性を高め、治療効果を最大限に引き
出すことが可能です。これらのナノメディシンアプローチは、従来の化学療法や放射線
療法が抱える全身毒性の課題を克服し、より効果的で個別化されたがん治療の実現を目
指します。

背景・業界文脈

がん治療における最大の課題の一つは、がん細胞と健康な細胞を区別し、治療薬をがん
細胞に特異的に送達することです。従来の治療法はしばしば広範な副作用を伴い、患者
の生活の質を著しく低下させ、治療効果を制限していました。ナノメディシンは、その
サイズ、表面特性、およびカスタマイズ可能な薬物搭載能力により、この課題に対する
有望な解決策として浮上しています。標的型ナノ粒子は、薬剤の血中安定性を向上さ
せ、腫瘍内への蓄積を促進し、薬剤の放出を制御することで、治療指数を向上させる可
能性を秘めています。



今後の展望

これらのナノ材料およびナノ粒子システムの開発は、がん治療のパラダイムを根本的に
変える可能性を秘めています。特に、健康な細胞に無害な腫瘍選択的破壊ナノ材料は、
がん患者の治療成績と生活の質を劇的に改善する可能性を秘めています。また、診断と
治療を統合した多機能ナノ粒子は、テーラーメイド医療の実現を加速させるでしょう。
今後、これらの技術は厳格な前臨床試験と臨床試験を経て、実際の患者治療への応用が
期待されます。投資家にとっては、低侵襲で高効率な次世代のがん治療技術への投資機
会を示しており、医療業界全体に大きな影響を与えることが予想されます。

元記事: https://www.facebook.com/BreakthroughCancerResearch/posts/we-are-proud-to-highlight-the-

work-of-prof-silvia-giordani-full-professor-and-ch/1488755886620650/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/BreakthroughCancerResearch/posts/we-are-proud-to-highlight-the-work-of-prof-silvia-giordani-full-professor-and-ch/1488755886620650/
https://www.facebook.com/BreakthroughCancerResearch/posts/we-are-proud-to-highlight-the-work-of-prof-silvia-giordani-full-professor-and-ch/1488755886620650/


#39 EUがPFAS含むREACH制限ロードマップ2026を更
新、ナノ材料規制の一貫性強化を明示

概要

欧州委員会は、今後導入される制限と規制の優先事項について透明性を高めるため、
REACH規則制限ロードマップの更新版を公開しました。このロードマップは、PFAS

（有機フッ素化合物）を含む化学物質の安全性を強化するEUのコミットメントを再確

認するものです。新たなナノ材料に特化した制限は含まれていませんが、化学物質の
安全性と環境保護への強い意思が示されています。この更新は、メーカーや輸入業者
が製品の管理とコンプライアンス戦略を策定する上で極めて重要となります。

公開日 2026年08月07日  Maven Research  EU



詳細

主要成果

欧州委員会は、2026年8月7日に更新されたREACH制限ロードマップを公表しました。
このロードマップは、今後適用される化学物質の制限と規制の優先順位に関する透明性
を高めることを目的としており、特にPFAS（有機フッ素化合物）に対する新たな規制動
向が注目されます。ナノ材料に特化した新規の制限は導入されませんでしたが、化学物
質全般の安全性と環境保護に対するEUの揺るぎないコミットメントが再確認されまし
た。

技術・臨床詳細

REACH（化学物質の登録、評価、認可、制限に関する規則）は、欧州連合における化学
物質管理の包括的な枠組みです。今回のロードマップ更新は、有害物質のリスクをさら
に低減し、持続可能な化学物質管理を推進するための継続的な取り組みの一環です。ナ
ノ材料に関しては、既存のREACH規則のもとで評価と規制が行われるものの、特定のナ
ノフォームデータ提出要件はREACH付属書で既に強化されています。新しいロードマッ
プでは、特定のナノ材料に新たな制限を設けるのではなく、広範な化学物質グループ、
特にPFASに対する制限措置の検討に重点を置いています。これにより、製造業者や輸入
業者は、製品に含まれるナノ材料およびその他の化学物質の安全性評価と規制遵守を継
続的に監視し、必要に応じて製品ポートフォリオとプロセスを調整する必要がありま
す。

背景・業界文脈

EUは、ナノ材料を含む化学物質の安全性と環境影響に関して、世界で最も厳格な規制枠
組みの一つを持っています。REACH規則は、産業界に対し、化学物質の安全性に関する
広範なデータを提供し、リスク管理措置を講じることを義務付けています。PFASは、そ
の残留性、生体蓄積性、および潜在的な毒性から、近年特に厳しい規制の対象となって
います。今回のロードマップ更新は、サプライチェーン全体での責任ある化学物質管理
を促進し、消費者の安全と環境保護を強化するというEUの長期的な戦略と整合していま
す。これにより、企業はより持続可能で透明性の高い製品開発と製造プロセスへの移行
を求められることになります。



今後の展望

REACH制限ロードマップの更新は、ナノ材料製造業者を含む化学産業全体に継続的な影
響を与えます。企業は、将来的な規制変更に備えて、製品の組成、製造プロセス、およ
びサプライチェーンを綿密に評価する必要があります。特に、PFASなどの特定化学物質
グループに対する規制強化の動きは、代替材料の開発や技術革新を促すでしょう。この
ロードマップは、企業が製品スチュワードシップとコンプライアンス戦略を proactive

に見直し、EU市場での競争力を維持するために不可欠な指針となります。今後もEU

は、科学的根拠に基づき、リスクの高い化学物質に対する制限を段階的に導入していく
方針であり、ナノテクノロジー分野においても、常に最新の規制動向を注視することが
求められます。

元記事: https://www.mavenrs.com/eu-reach-restrictions-roadmap-2026-chemical-compliance-guide

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mavenrs.com/eu-reach-restrictions-roadmap-2026-chemical-compliance-guide


#40 SyVento BiotechとBiotechnaがsiRNA/LNPベースの
がん治療薬開発で提携、早期臨床試験へ

概要

SyVento BiotechとBiotechnaは、siRNA（低分子干渉RNA）と脂質ナノ粒子（LNP）を
基盤とした、がん治療薬開発の戦略的提携を発表しました。このパートナーシップ
は、固形腫瘍（肺がん、乳がんなど）を標的とするナノ粒子プラットフォームを介し

た核酸治療薬の標的送達に注力します。SyVentoはCDMOとして、GMP技術移転、スケ
ールアップ、毒性試験用製造、および第I相臨床試験用バッチ生産を担当します。本プ
ロジェクトはポーランド医薬研究庁の助成金を受けており、両社の専門知識を結集し

て、がん治療に新たな選択肢を提供することを目指しています。

公開日 2026年08月10日  SyVento Biotech  ポーランド



詳細

主要成果

SyVento BiotechとBiotechnaは、siRNA（低分子干渉RNA）と脂質ナノ粒子（LNP）を組
み合わせた、抗がん治療薬プログラムの共同開発における戦略的提携を締結しました。
このコラボレーションは、ナノ粒子プラットフォームを介した核酸治療薬の標的送達に
焦点を当てており、特に肺がんや乳がんといった固形腫瘍への応用を目指します。
SyVentoはCDMO（契約開発製造機関）として、GMP（適正製造規範）に準拠した技術
移転、スケールアップ、毒性試験用材料の製造、そして第I相臨床試験用バッチの生産
を一手に担います。

技術・臨床詳細

本提携の中核は、Biotechnaの高度なsiRNA技術と、それを効率的にがん細胞へ送達する
SyVentoのナノ粒子プラットフォームの融合にあります。siRNAは、特定のがん関連遺伝
子の発現を抑制することで、がん細胞の増殖を阻害したり、アポトーシス（細胞死）を
誘導したりする可能性を秘めています。しかし、siRNAの安定性や細胞内への効率的な
送達が課題でしたが、脂質ナノ粒子はこれらの課題を克服する有効なキャリアとして注
目されています。SyVentoのLNP技術は、siRNAを保護し、全身循環中の安定性を確保し
つつ、腫瘍細胞への選択的取り込みを促進するように設計されています。このプロジェ
クトでは、第I相臨床試験に向けて厳格なGMP基準に基づく製造プロセスが確立され、
治療薬候補の安全性と有効性がヒトで初めて評価されることになります。

背景・業界文脈

がん治療は、未だアンメットメディカルニーズが高い分野であり、特に固形腫瘍に対す
る効果的な治療法の開発が求められています。mRNAワクチンやsiRNA治療薬の成功に
より、核酸医薬はがん治療の新たなフロンティアとして大きな期待を集めています。し
かし、これらの医薬の複雑な性質から、開発と製造には高度な専門知識と設備が必要で
す。CDMOは、このような革新的な治療薬の開発を加速させる上で不可欠なパートナー
であり、SyVentoとBiotechnaの提携は、両社の強みを結集してこの課題に取り組むもの
です。本プロジェクトは、ポーランド医薬研究庁（Medical Research Agency）からの助
成金を受けており、国家的なヘルスケア戦略の一部としても位置づけられています。



今後の展望

この戦略的提携は、siRNA/LNPベースのがん治療薬の臨床開発を大幅に加速させるでし
ょう。第I相臨床試験の成功は、肺がんや乳がん患者に新たな治療選択肢をもたらす重
要なステップとなります。SyVentoのGMP製造能力とBiotechnaのsiRNA技術の組み合わ
せは、将来的なパイプラインの拡大と商業化に向けた強固な基盤を築きます。投資家、
研究者、そして特に患者にとって、この協業は、ナノテクノロジーと核酸医薬の融合が
がん治療にもたらす大きな可能性を示すものとなります。将来的には、より安全で効果
的な標的治療法の開発を通じて、がん患者の予後と生活の質を向上させることが期待さ
れます。

元記事: https://syvento.com/news/syvento-biotech-partners-with-biotechna-for-sirna-lnp-onco-

therapeutics-program/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://syvento.com/news/syvento-biotech-partners-with-biotechna-for-sirna-lnp-onco-therapeutics-program/
https://syvento.com/news/syvento-biotech-partners-with-biotechna-for-sirna-lnp-onco-therapeutics-program/


#41 台湾NYCUとTSMC、原子レベルで0.42ナノメートル
半導体界面を設計し、トランジスタ性能を画期的に向上

概要

台湾の国立陽明交通大学（NYCU）とTSMC企業研究部門は、原子レベルで極薄半導体
の界面を設計することで、0.42ナノメートルという画期的なトランジスタ性能を達成
しました。この技術は、半導体と絶縁層の原子界面を精密に制御し、電子の流れを保

護しつつ、極めて薄い誘電体層を可能にします。その結果、従来のシリコン技術の限
界を超え、電気的制御と性能の並外れた組み合わせを持つトランジスタが実現され、
より小型で高速、かつエネルギー効率の高いチップ製造への道が開かれます。

公開日 2026年08月09日  ScienceDaily  台湾



詳細

主要成果

台湾の国立陽明交通大学（NYCU）の研究者らが、TSMC企業研究部門との共同研究によ
り、0.42ナノメートルという極めて微細なスケールで atomically thin な半導体の界面を
設計することに成功しました。この画期的な成果は、半導体と絶縁層間の原子界面を精
密に制御することで、電子の流れを保護しつつ、これまでにない薄さの誘電体層を可能
にするものです。これにより、電気的制御と性能が卓越したトランジスタが実現し、従
来のシリコン技術の物理的限界を超越した、より小型、高速、かつエネルギー効率の高
い次世代半導体チップの実現に大きく貢献します。

技術・臨床詳細

研究チームは、二次元材料である半導体と酸化物絶縁層の間の原子配置を緻密に調整す
る手法を開発しました。この「原子界面エンジニアリング」により、電子がチャネル内
を効率的に移動するのを阻害することなく、絶縁層の厚さをわずか0.42ナノメートルに
まで縮小することが可能になりました。この超薄型誘電体は、トランジスタのゲート制
御能力を劇的に向上させ、オン状態とオフ状態の電流比を最大化し、リーク電流を最小
限に抑えます。この技術は、ナノスケールでの材料の挙動を根本から理解し、原子レベ
ルでの精密な制御を可能にすることで、従来の半導体製造技術では到達できなかった領
域へと踏み込むものです。これにより、単位面積あたりのトランジスタ密度を飛躍的に
高め、消費電力を抑制しながらも処理速度を向上させることができます。

背景・業界文脈

半導体業界は、ムーアの法則に沿ってトランジスタの微細化を長年追求してきました。
しかし、従来のシリコンベースの技術では、ゲート長が数ナノメートルに達するにつれ
て、量子トンネル効果によるリーク電流の増大や、電気的制御の困難さといった物理的
限界に直面しています。特に、絶縁層の薄型化は、静電容量を増加させ、トランジスタ
性能を向上させる上で重要ですが、同時に信頼性とリーク電流の問題を引き起こしま
す。今回の研究は、原子的に薄い材料と界面工学を組み合わせることで、これらの根本
的な課題を克服し、ポストシリコン時代を見据えた半導体技術の新しい方向性を示すも
のです。



今後の展望

この0.42ナノメートル級の界面設計技術は、次世代のマイクロプロセッサ、メモリチッ
プ、および高性能コンピューティングデバイスの開発に革命をもたらす可能性がありま
す。トランジスタの小型化と高性能化は、スマートフォンからAIアクセラレータ、デー
タセンターまで、あらゆる電子機器の進化を加速させます。特に、TSMCのような世界
的な半導体ファウンドリとの連携は、この研究成果が迅速に産業応用される可能性を示
唆しています。将来的には、この技術が標準的な半導体製造プロセスに組み込まれるこ
とで、計算能力とエネルギー効率が飛躍的に向上し、人工知能、ビッグデータ処理、
IoTといった分野のさらなる発展を牽引する基盤となるでしょう。これは、世界的な半
導体競争において台湾のリーダーシップを一層強固にする戦略的な成果でもあります。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260808234943.htm

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260808234943.htm


#42 Blue Frog主導のECHAプロジェクト、REACH規則下
でのナノ材料「同等性・グループ化」新枠組みを提案

概要

ECHA（欧州化学品庁）が資金提供したBlue Frog主導のプロジェクトが、REACH規則
下のナノ材料の「同等性」を判断するための新しい枠組みを最終報告書で提案しまし
た。この枠組みは、ナノ材料のナノフォーム間の許容される変動を特定し、既存の物

質同定情報（粒子サイズ、表面特性など）を活用することで、従来の化学物質と同様
の規制処理を目指します。これにより、ナノ材料の登録と評価における規制負担を軽
減しつつ、科学に基づいた意思決定を維持することが目標です。

公開日 2026年08月10日  Blue Frog (Consultancy)  欧州



詳細

主要成果

Blue Frog社が主導し、欧州化学品庁（ECHA）の資金提供を受けたプロジェクトが、
REACH規則下のナノ材料における「同等性およびグループ化」を定義するための画期的
な枠組みを最終報告書で提案しました。この新枠組みは、異なるナノフォーム間の許容
される変動を特定し、既存の物質同定情報（粒子サイズや表面特性など）を効果的に利
用することで、規制プロセスの合理化と規制負担の軽減を目指すものです。

技術・臨床詳細

提案された枠組みは、ナノ材料の物理化学的特性（例：粒子サイズ分布、表面化学、形
態）の測定と評価に重点を置いています。これにより、あるナノフォームが別のナノフ
ォームと「同等」であると見なせるかを判断し、同等なナノフォームをグループ化し
て、重複する試験や評価の必要性を減らすことができます。このアプローチは、従来の
化学物質がグループ化されて評価されるのと同様に、ナノ材料の規制をより効率的かつ
科学的に堅牢なものにすることを目指しています。具体的には、既存のREACH登録デー
タや、OECDガイドラインに準拠した新たな特性評価データが活用されることになりま
す。この枠組みが導入されれば、企業は、同等性が認められたナノフォームについて
は、より簡素化されたデータ提出が可能となり、規制遵守コストと時間を削減できま
す。

背景・業界文脈

ナノ材料は、その独特な特性ゆえに、従来の化学物質とは異なる複雑な規制上の課題を
提示してきました。特に、ナノフォームの多様性と、それらが示す潜在的な毒性や環境
影響の評価は、規制当局と産業界双方にとって大きな負担となっていました。ECHAと
各国規制機関は、ナノ材料の安全性を確保しつつ、そのイノベーションを阻害しないバ
ランスの取れた規制アプローチを模索してきました。このプロジェクトは、ナノ材料の
特性評価に関する科学的進歩を踏まえ、より現実的かつ効率的な規制アプローチを開発
するための重要なステップです。



今後の展望

Blue Frogの最終報告書で提案された枠組みは、REACH規則におけるナノ材料の登録と評
価プロセスを大きく変革する可能性があります。規制当局がこの枠組みを採用すれば、
ナノ材料関連企業の規制遵守コストと市場投入までの時間が大幅に削減されることが期
待されます。これは、ナノテクノロジー分野のさらなるイノベーションを促進し、より
多くのナノ材料ベースの製品が市場に投入される道を拓くでしょう。また、この枠組み
は、他の地域の規制機関にとってもモデルケースとなりうるもので、ナノ材料規制の国
際的な調和にも貢献する可能性があります。科学に基づいた合理的な規制を通じて、ナ
ノ材料の安全かつ持続可能な利用が促進されることが期待されます。

元記事: https://bluefrogscientific.com/chemical-regulatory-news-and-views/advancing-regulatory-

approaches-nanomaterial-sameness-grouping

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bluefrogscientific.com/chemical-regulatory-news-and-views/advancing-regulatory-approaches-nanomaterial-sameness-grouping
https://bluefrogscientific.com/chemical-regulatory-news-and-views/advancing-regulatory-approaches-nanomaterial-sameness-grouping


#43 SyVento BioTechとnCodeがAI活用mRNA治療薬開発
のエンドツーエンドワークフローで提携

概要

SyVento BioTechとnCodeは、AIを活用したmRNA配列最適化とSyVentoのエンドツーエ
ンドCDMOサービスを統合し、mRNA治療薬開発のワークフローを合理化する戦略的
提携を結びました。この提携は、mRNA/LNP（脂質ナノ粒子）の設計からGMP製造へ

の移行を効率化し、臨床用医薬品の開発リスクを低減し、タイムラインを加速させる
ことを目指します。SyVentoは、GMP mRNA原薬製造、LNP開発、無菌充填・製剤化、
分析試験までの一貫したサービスを提供します。

公開日 2026年08月08日  SyVento BioTech  ポーランド



詳細

主要成果

SyVento BioTechとnCodeは、mRNA治療薬開発のエンドツーエンドワークフローを大幅
に合理化するための戦略的提携を発表しました。この画期的なパートナーシップは、
nCodeのAI駆動型mRNA配列最適化技術と、SyVentoの包括的なCDMO（契約開発製造機
関）サービスを統合することで、mRNA/脂質ナノ粒子（LNP）設計からGMP（適正製造
規範）製造までのプロセスを効率化し、臨床段階への移行リスクを低減し、開発タイム
ラインを加速させることを目指します。

技術・臨床詳細

nCodeのAIプラットフォームは、mRNA配列の設計段階で、その安定性、翻訳効率、免
疫原性プロファイルを予測し、最適化する能力を持っています。これにより、より効果
的で安全なmRNA治療薬候補の選定が可能になります。SyVentoは、この最適化された
mRNA配列を受け取り、そこからGMP mRNA原薬の製造、LNPの処方開発、無菌充填・
製剤化（Fill & Finish）、そして包括的な分析試験に至るまでの全てのダウンストリーム
プロセスを担当します。特にLNPの開発は、mRNAの安定的な細胞内送達と免疫応答の
制御に不可欠であり、SyVentoの専門知識がここで活かされます。この統合されたアプ
ローチにより、従来の逐次的な開発プロセスに比べて、各段階間の摩擦が減り、品質と
効率が向上します。

背景・業界文脈

mRNA治療薬は、感染症ワクチンからがん免疫療法、遺伝性疾患治療に至るまで、その
可能性が急速に拡大しています。しかし、その複雑な分子構造と高精度なデリバリーシ
ステムの必要性から、開発と製造には高度な専門知識と効率的なワークフローが不可欠
です。特に、AI技術の進歩は、mRNA配列設計の最適化に革命をもたらし、膨大な候補
の中から最も有望なものを迅速に特定できるようになりました。SyVentoとnCodeの提
携は、このAIの力を製造プロセスと統合することで、初期発見から臨床適用までのボト
ルネックを解消し、未だ満たされない医療ニーズに対応する医薬品の市場投入を加速さ
せることを目的としています。



今後の展望

このSyVentoとnCodeの提携は、mRNA治療薬開発の将来を形作る重要な一歩となりま
す。統合されたエンドツーエンドのワークフローは、製薬企業やバイオテクノロジー企
業にとって、リスクの低い、より迅速な臨床開発パスを提供します。これにより、
mRNAワクチンや治療薬がより効率的に、そして低コストで市場に投入されることが期
待されます。投資家は、開発期間の短縮と成功確率の向上により、この分野への投資機
会を魅力的に感じるでしょう。最終的には、この協業を通じて、がん、自己免疫疾患、
希少疾患などの新たな治療法が、より多くの患者に迅速に提供されることが期待されま
す。将来的には、AIとCDMOの連携が、他の複雑なバイオ医薬品モダリティの開発にも
応用される可能性を秘めています。

元記事: https://syvento.com/news/syvento-partners-with-ncode-to-deliver-a-smarter-end-to-end-

workflow-for-mrna-therapeutic-development/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://syvento.com/news/syvento-partners-with-ncode-to-deliver-a-smarter-end-to-end-workflow-for-mrna-therapeutic-development/
https://syvento.com/news/syvento-partners-with-ncode-to-deliver-a-smarter-end-to-end-workflow-for-mrna-therapeutic-development/


#44 EFSA、食品添加物タルク（E 553b）の安全性評価更
新に向け、ナノ粒子化考慮した毒性データ収集を緊急要請

概要

欧州食品安全機関（EFSA）は、食品添加物タルク（E 553b）の安全性評価を更新する
ため、毒性データの収集に関する公開協議を開始しました。今回の更新は、2021年の
ナノ材料に関する横断的ガイドラインの適用と、ECHA（欧州化学品庁）によるタルク

のカテゴリー1B発がん性物質分類の統合を義務付ける修正委任事項に基づいていま
す。EFSAは、ナノ粒子の細胞内取り込みを示すin vitro遺伝子変異アッセイと、生体内
臓器蓄積を検証するin vivo研究を要請しており、関心表明の締め切りは2026年9月16日

です。

公開日 2026年08月07日  Food Compliance International  EU



詳細

主要成果

欧州食品安全機関（EFSA）は、食品添加物タルク（E 553b）の安全性評価を更新するた
め、毒性データの緊急収集に関する公開協議を開始しました。これは、2021年のナノ材
料に関する横断的ガイドラインの適用と、タルクをカテゴリー1B発がん性物質として分
類したECHA（欧州化学品庁）の見解を統合する、修正された委任事項に対応するもの
です。EFSAは特に、ナノ粒子の細胞内取り込み（インターナリゼーション）を示すin

vitro遺伝子変異アッセイと、生体内での臓器蓄積を検証するin vivo研究を求めており、
科学界および産業界からのデータ提供を呼びかけています。

技術・臨床詳細

タルクはE 553bとして食品添加物に使用されていますが、ナノスケールの粒子が存在す
る可能性があり、その毒性学的な挙動は従来のバルク材料とは異なる可能性がありま
す。EFSAは、ナノ材料としてのタルクの安全性を評価するために、細胞レベルでの遺伝
子損傷を評価するin vitro遺伝子変異アッセイを要求しています。これは、ナノ粒子が細
胞膜を通過し、DNAに直接影響を与える可能性を探るものです。さらに、in vivo（生体
内の）研究では、タルクナノ粒子が経口摂取後に体内のどの臓器に蓄積するか、そして
それが長期的な健康影響にどのように関連するかを検証することが求められています。
この評価では、特にナノ材料の物理化学的特性（サイズ、形状、表面積など）が毒性に
与える影響が詳細に分析されることになります。

背景・業界文脈

食品添加物の安全性評価は、消費者の健康保護のために不可欠です。近年、ナノテクノ
ロジーの進展に伴い、食品中に意図的に、あるいは非意図的にナノ材料が存在する可能
性が指摘されており、その安全性に関する懸念が高まっています。欧州委員会は、ナノ
材料に関する規制枠組みを強化しており、EFSAに対して、特に食品添加物の再評価にお
いて、ナノ材料の特性を考慮するよう求めています。タルクのカテゴリー1B発がん性物
質分類は、ヒトへの発がん性を示す可能性が高いことを意味しており、食品添加物とし
ての使用にはより厳格な評価が求められます。今回のEFSAの要請は、科学的知見のギャ
ップを埋め、ナノ材料の安全性評価における最高水準を維持しようとするEUの姿勢を示
すものです。



今後の展望

EFSAによる毒性データ収集の呼びかけは、食品産業およびナノ材料産業に対し、製品中
のタルクおよびその他のナノ材料の安全性プロファイルを再評価するよう促すもので
す。特に、関心表明の締め切りが2026年9月16日と設定されていることから、迅速な対
応が求められます。この評価結果は、食品添加物としてのタルクの使用条件に影響を与
え、場合によってはその使用が制限される可能性もあります。また、このプロセスは、
他の食品添加物や食品接触材料におけるナノ材料の将来的な規制評価のモデルとなる可
能性も秘めています。企業は、規制要件の厳格化に対応するため、ナノ材料の特性評価
と毒性学研究への投資を強化し、透明性の高い情報提供を行うことが一層重要となるで
しょう。

元記事: https://foodcomplianceinternational.com/industry-insight/news/6342-efsa-calls-for-an-urgent-

collection-of-toxicological-data-to-assess-the-safety-of-talc

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://foodcomplianceinternational.com/industry-insight/news/6342-efsa-calls-for-an-urgent-collection-of-toxicological-data-to-assess-the-safety-of-talc
https://foodcomplianceinternational.com/industry-insight/news/6342-efsa-calls-for-an-urgent-collection-of-toxicological-data-to-assess-the-safety-of-talc


#45 香港城市大学がNature Index 2026ナノ科学・ナノテ
クノロジー分野で香港1位、世界41位にランクイン

概要

香港城市大学（CityUHK）が、Nature Index 2026のナノ科学およびナノテクノロジー
分野において、香港内で第1位、世界でも41位にランクインしました。この高い評価
は、同大学がナノ材料、先端製造、エネルギー技術、バイオメディカル工学といった

分野で示した強力な研究成果を反映しています。2025年の主要ナノ科学・ナノテクノ
ロジー学術誌における論文貢献度に基づいたランキングであり、CityUHKの学際的な研
究エコシステムがその成功の原動力となっています。

公開日 2026年08月07日  ACROFAN  香港



詳細

主要成果

香港城市大学（ CityUHK）は、名高い「 Nature Index 2026 Nanoscience and

Nanotechnology Supplement」において、香港の機関として第1位、そして世界ランキ
ングで41位という卓越した評価を獲得しました。この成果は、同大学がナノ材料科学、
先端製造技術、革新的なエネルギー技術、およびバイオメディカル工学における顕著な
研究パフォーマンスを国際的に示していることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

Nature Indexは、高品質な自然科学ジャーナルにおける研究論文の出版数を基に、機関
や国の研究パフォーマンスを評価する指標です。CityUHKのナノ科学・ナノテクノロジ
ー分野における高いランクは、特に2025年に主要な専門誌に掲載された同大学の論文シ
ェアに基づいています。具体的な研究領域としては、次世代ナノ材料の合成と特性評
価、超精密製造プロセスの開発、再生可能エネルギー貯蔵・変換デバイスの設計、そし
てナノ粒子を用いた標的型ドラッグデリバリーや診断ツールのバイオメディカル応用な
どが含まれます。同大学の強みは、物理学、化学、工学、生物学といった学際的なアプ
ローチを組み合わせ、ナノスケールでの現象を理解し、それを実用的な技術へと転換す
る能力にあります。

背景・業界文脈

ナノ科学とナノテクノロジーは、現代科学技術の最前線であり、電子機器から医療、環
境、エネルギーに至るまで、あらゆる分野で革新を推進する鍵となる技術です。国際的
な競争が激化する中、世界レベルでの研究の卓越性は、地域の経済成長と技術的優位性
を確保する上で不可欠です。CityUHKがこの分野でトップランクを獲得したことは、香
港がグローバルなイノベーションハブとしての地位を強化していることを示していま
す。同大学の成功は、強力な政府支援、国際的なコラボレーション、そして世界クラス
の研究者を引きつける能力に支えられています。



今後の展望

CityUHKのこのランキングは、同大学が今後もナノ科学・ナノテクノロジー分野におけ
るリーダーシップを維持・強化していくことを示唆しています。この評価は、優秀な学
生や研究者を引きつけ、さらに多くの研究資金や産業パートナーシップを獲得する上で
有利に働くでしょう。ナノ材料、先端製造、エネルギー、バイオメディカル工学におけ
る継続的な研究投資は、次世代の技術開発を加速させ、社会が直面する大きな課題
（例：持続可能なエネルギー、高度な医療ソリューション）に対する解決策を提供する
ことが期待されます。香港城市大学は、その学際的な研究エコシステムをさらに発展さ
せることで、世界の科学技術革新に長期的に貢献していくことでしょう。

元記事: https://us.acrofan.com/detail.php?number=1018088

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://us.acrofan.com/detail.php?number=1018088


#46 研究者ら、MOFガラスの軟化温度を低下させCO₂・水
素捕捉能力を向上させる新製法を発見

概要

研究者らは、CO₂や水素などのガス捕捉に利用される多孔質材料であるMOF（金属有
機構造体）ガラスの加工性を改善する新手法を発見しました。少量のナトリウムまた
はリチウム含有化合物を添加することで、MOFガラスの軟化温度を低下させ、加熱時

の流動性を高めることが可能になります。この進展は、これまでの製造上の課題を解
決し、MOFガラスがガス分離、化学物質貯蔵、先進コーティング、クリーンエネルギ
ーシステムなど、より実用的な応用分野で利用される道を開くものです。

公開日 2026年08月10日  Alliance Chemical  グローバル



詳細

主要成果

科学者たちは、CO₂や水素などの気体を効率的に捕捉できる多孔質材料であるMOF（金
属有機構造体）ガラスの加工性を著しく向上させる方法を発見しました。少量のナトリ
ウムまたはリチウム含有化合物を添加することで、MOFガラスの軟化温度を低下させ、
加熱時の流動性を高めることが可能になります。この画期的な発見は、MOFガラスの製
造における長年の課題を解決し、ガス分離、化学物質貯蔵、先進コーティング、クリー
ンエネルギーシステムなど、多様な応用分野での実用化を大きく前進させます。

技術・臨床詳細

MOFガラスは、その非常に高い表面積と調整可能な細孔構造により、ガス貯蔵や分離と
いった分野で極めて有望な材料ですが、従来のMOFは結晶性粉末として合成されるた
め、大規模な製造や特定の形状への加工が困難でした。MOFガラスは、加熱により溶
融・加工できるという利点を持つものの、その軟化温度が高く、加工プロセスが複雑で
あるという課題がありました。今回発見された手法では、ナトリウムイオンまたはリチ
ウムイオンを含む特定の化合物をMOFガラスの原料に導入することで、材料のネットワ
ーク構造を調整し、ガラス転移温度および軟化温度を効果的に低下させます。これによ
り、より低温かつ簡便な条件でMOFガラスを成形・加工することが可能となり、製造効
率とスケーラビリティが大幅に向上します。

背景・業界文脈

気候変動対策とエネルギー安全保障が喫緊の課題となる中、CO₂回収や水素貯蔵などの
技術は、持続可能な社会の実現に不可欠です。MOFは、これらの分野で優れた性能を発
揮する次世代材料として注目されてきましたが、その製造の複雑さが実用化への大きな
障壁となっていました。従来のMOFガラスの加工性の低さは、特定のデバイス設計や大
規模生産を制限する要因でした。今回の加工性改善は、MOFガラスが持つ「ガス捕捉能
力」という固有の利点を、より広範な産業応用へと展開するための重要なブレークスル
ーとなります。



今後の展望

ナトリウムやリチウムを用いたMOFガラスの加工性改善は、この革新的な材料の商業化
を加速させるでしょう。より簡単に、そして低コストで製造できるようになることで、
高性能なガス分離膜、効率的なCO₂直接空気捕集技術、安全な水素貯蔵ソリューショ
ン、さらには耐久性のあるインテリジェントコーティングなど、様々な製品への応用が
期待されます。投資家は、エネルギー効率と環境保護に貢献する新しい材料技術とし
て、MOFガラスの市場拡大に大きな関心を寄せるでしょう。この技術は、クリーンエネ
ルギー分野におけるブレークスルーを促進し、持続可能な未来への移行を支援する重要
な役割を果たすと予測されます。

元記事: https://alliancechemical.com/blogs/news/researchers-use-sodium-and-lithium-additives-to-

make-mof-glass-easier-to

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://alliancechemical.com/blogs/news/researchers-use-sodium-and-lithium-additives-to-make-mof-glass-easier-to
https://alliancechemical.com/blogs/news/researchers-use-sodium-and-lithium-additives-to-make-mof-glass-easier-to


#47 バーミンガム大学、重金属除去MOFを凍結乾燥で安
価かつグリーンに製造、90%以上の鉛除去率を達成

概要

バーミンガム大学の科学者らは、工業廃水から重金属を除去する次世代MOF（金属有
機構造体）を、凍結乾燥法を用いて、よりグリーンでコスト効率の高い方法で製造す
ることに成功しました。このMOFは、最初の1時間で90%以上の鉛除去率を達成し、長

時間の水曝露後も構造的完全性を維持することが確認されています。研究者らは、こ
の革新的な材料のライセンス供与や、実環境でのパイロットスケール試験を共同開発
するための産業パートナーを積極的に募集しています。

公開日 2026年08月13日  EurekAlert! (University of Birmingham)  イギリス



詳細

主要成果

バーミンガム大学の科学者チームは、工業廃水から重金属を効率的に除去できる次世代
の金属有機構造体（MOF）を、凍結乾燥という環境に優しくコスト効率の高い方法で製
造する画期的な手法を開発しました。この新規MOFは、初期の1時間で90%以上の鉛除
去率を示し、長時間の水曝露後もその構造的完全性を保持するという優れた安定性も実
証しています。この成果は、水質汚染対策におけるナノ材料の実用化に大きな一歩をも
たらします。

技術・臨床詳細

従来のMOF製造プロセスは、有機溶媒を多量に使用し、高いエネルギー消費を伴うこと
が課題でした。今回開発された凍結乾燥法は、水ベースのプロセスであり、毒性の高い
有機溶媒の使用を大幅に削減します。この「グリーン」な製造アプローチは、MOFの生
産コストを低減するだけでなく、製造に伴う環境フットプリントも最小限に抑えます。
製造されたMOFは、特定の重金属イオンと強く結合する細孔構造と表面化学特性を持
ち、工業廃水中の鉛（Pb²⁺）イオンを効率的に吸着除去します。実験では、初期の1時
間で90%以上の鉛が除去され、さらに、水中で数時間にわたる安定性試験後もMOFの結
晶構造が維持されることが示され、実環境での長期的な性能と再利用の可能性を示唆し
ています。

背景・業界文脈

工業廃水に含まれる重金属は、環境汚染と公衆衛生上の深刻な問題を引き起こしていま
す。鉛、カドミウム、水銀などの重金属は、生態系に蓄積し、人体に有害な影響を及ぼ
すことが知られています。現在利用されている重金属除去技術（沈殿、イオン交換、逆
浸透など）は、しばしば高コストであったり、大量の二次廃棄物を生成したり、特定の
金属にしか効果がなかったりといった課題を抱えています。MOFは、その超多孔性と調
整可能な化学的性質により、これらの課題に対する有望な代替材料として期待されてい
ましたが、経済的かつ持続可能な製造方法の確立が商業化への大きな障壁でした。バー
ミンガム大学の成果は、この課題を克服するものです。



今後の展望

この環境に優しくコスト効率の高いMOF製造技術は、工業廃水処理分野に革命をもたら
す可能性を秘めています。研究者らは、この技術の商業化を加速させるため、ライセン
ス供与や、実環境でのパイロットスケール試験を共同で実施する産業パートナーを積極
的に求めています。例えば、鉱業、めっき業、バッテリー製造業などの廃水処理におい
て、このMOFが有効なソリューションとなることが期待されます。将来的には、より広
範な重金属や他の汚染物質の除去にも応用が拡大する可能性があり、持続可能な水資源
管理と環境保護に大きく貢献するでしょう。これは、ナノ材料が環境問題解決の鍵とな
ることを示す重要な一歩です。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1139899

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1139899


#48 Smoltek HydrogenとHeraeus、イリジウム使用量0.1
mg/cm²以下のPEM水電解電極で3000時間耐久試験を開
始

概要

Smoltek HydrogenとHeraeus Precious Metalsは、PEM（プロトン交換膜）水電解にお

ける次世代の超低イリジウム多孔質輸送電極（PTE）開発の提携を加速しています。両
社は、Smoltekのナノ構造イリジウム触媒層の性能を評価するため、今秋から3,000時
間の耐久試験を開始します。この技術は、高効率を維持しつつイリジウム消費量を0.1

mg/cm²以下に削減することを目標としており、コスト効率の高いグリーン水素製造の
商業化に向けた重要な一歩となります。

公開日 2026年08月10日  Smoltek Nanotech Holding AB  スウェーデン



詳細

主要成果

Smoltek HydrogenとHeraeus Precious Metalsは、プロトン交換膜（PEM）水電解におけ
る次世代の超低イリジウム多孔質輸送電極（PTE）の開発において、提携をさらに強化
しています。両社は今秋、Smoltek独自のナノ構造イリジウム触媒層の耐久性を評価す
るため、3,000時間にわたる実証的な耐久試験を開始します。この技術は、高効率を維
持しながらイリジウム使用量を0.1 mg/cm²未満に大幅に削減することを目標としてお
り、コスト効率の高いグリーン水素製造の商業化に向けた決定的な進歩を示していま
す。

技術・臨床詳細

PEM水電解は、再生可能エネルギーを利用して水を分解し、クリーンな水素を生成する
有望な技術ですが、その性能は高価な白金族金属、特にアノード側のイリジウムに大き
く依存しています。イリジウムは地球上に希少であり、その高コストがグリーン水素製
造の経済性を阻害しています。Smoltekのナノ構造イリジウム触媒層は、イリジウムの
表面積と触媒活性を最大化することで、使用量を劇的に削減しながらも、電解セルの効
率を維持または向上させることを可能にします。この技術の鍵は、ナノスケールでの精
密な材料設計と制御にあります。3,000時間の耐久試験は、触媒層の長期的な安定性、
性能低下の度合い、および商業運転における信頼性を評価するために不可欠であり、国
際的な業界標準を満たすための重要なマイルストーンとなります。

背景・業界文脈

持続可能な社会への移行において、グリーン水素は主要なエネルギーキャリアとして世
界的に注目されています。しかし、現在のPEM水電解技術のコストは、広範な導入を阻
む大きな要因の一つです。特にイリジウムは、供給制約と価格変動が大きく、その使用
量を減らすことが業界全体の喫緊の課題となっています。Smoltek HydrogenとHeraeus
Precious Metalsの協業は、この課題に対する戦略的な解決策を提供し、グリーン水素の
「ギガスケール」生産を可能にするための重要な役割を担います。これは、持続可能な
エネルギー生産の未来を形作る上で不可欠な技術革新です。



今後の展望

3,000時間の耐久試験の成功は、Smoltekのナノ構造イリジウム触媒層技術が、PEM水電
解の商業化に向けた技術的成熟度を達成したことを意味します。この技術が市場に導入
されれば、イリジウムの供給リスクとコスト変動への依存度が大幅に低減され、グリー
ン水素の生産コストが劇的に低下するでしょう。これにより、水素を燃料とする産業
（例：鉄鋼、化学、運輸）への移行が加速され、脱炭素化目標の達成に貢献します。投
資家は、持続可能なエネルギー技術への投資機会として、この超低イリジウム技術に大
きな関心を寄せるでしょう。Smoltek HydrogenとHeraeus Precious Metalsの提携は、グ
リーン水素経済の実現に向けた重要なドライバーとなり、世界のエネルギーランドスケ
ープを再構築する可能性を秘めています。

元記事: https://www.heraeus-precious-metals.com/en/company/press-and-news/smoltek-hydrogen-

and-heraeus-precious-metals-advance-next-generation-ultra-low-iridium-electrolysis-technology/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.heraeus-precious-metals.com/en/company/press-and-news/smoltek-hydrogen-and-heraeus-precious-metals-advance-next-generation-ultra-low-iridium-electrolysis-technology/
https://www.heraeus-precious-metals.com/en/company/press-and-news/smoltek-hydrogen-and-heraeus-precious-metals-advance-next-generation-ultra-low-iridium-electrolysis-technology/


#49 アルゴンヌ国立研究所、教師なしAI『DONUT』でナ
ノスケール材料研究を数百倍高速化し「自律型実験」を加
速

概要

アルゴンヌ国立研究所の研究者らは、ナノスケール材料構造のリアルタイム解析を可

能にする新しい機械学習ツール『DONUT』（Diffraction with Optics for Nanobeam by

Unsupervised Training）を開発しました。この物理学に基づくニューラルネットワー
クであるDONUTは、走査型X線ナノ回折顕微鏡からの複雑なX線画像を、従来法と比較

して数百倍高速に解釈します。このブレークスルーは、材料研究を加速し、自律型
「自己駆動型」実験を可能にし、先進材料の理解に対する新規ユーザーの障壁を低減
するものです。

公開日 2026年08月11日  AZoNano (Argonne National Laboratory 引用)  アメリカ



詳細

主要成果

アルゴンヌ国立研究所の科学者たちは、ナノスケール材料研究に革命をもたらす新しい
教師なし機械学習ツール「DONUT」（Diffraction with Optics for Nanobeam by
Unsupervised Training）を開発しました。DONUTは、走査型X線ナノ回折顕微鏡から得
られる複雑なX線画像を、従来の手法に比べて数百倍高速で解析することができ、これ
によりナノ材料構造のリアルタイム解析が可能になりました。この画期的な進展は、材
料科学における「自律型実験」の実現を加速させ、研究プロセス全体の効率とアクセス
性を劇的に向上させます。

技術・臨床詳細

DONUTは、物理学の法則を組み込んだニューラルネットワークであり、X線回折パター
ンの解釈において高い精度と速度を両立させます。従来のX線回折データ解析は、膨大
な計算リソースと専門知識を必要とし、数時間から数日かかることが一般的でした。し
かし、DONUTは、教師なし学習アプローチを活用することで、大量の生データから直
接、材料の結晶構造、ひずみ、欠陥などの重要な情報を迅速に抽出します。このリアル
タイム解析能力は、実験中に材料の変化を即座に監視・反応できることを意味し、研究
者は最適な実験条件を動的に調整できるようになります。これにより、より複雑な材料
システムや動的なプロセスを探索する新たな道が開かれ、時間とコストを大幅に削減す
ることができます。

背景・業界文脈

ナノ材料科学は、エネルギー、電子機器、医療など多岐にわたる分野で革新を推進して
いますが、その複雑なナノスケール構造の特性評価は、研究のボトルネックとなってき
ました。特に、先進的なX線分析手法は強力ですが、データの取得と解析に時間がかか
り、実験のスループットを制限していました。人工知能（AI）の導入は、科学研究にお
けるデータ駆動型アプローチを加速させる大きな可能性を秘めています。DONUTのよ
うなツールは、専門家でなくても高度な材料解析を行えるようにすることで、研究の民
主化にも貢献します。



今後の展望

DONUTの導入は、ナノスケール材料研究のあり方を根本的に変える可能性を秘めてい
ます。リアルタイムでの高速解析能力は、新しい材料の発見と開発を加速させるだけで
なく、「自律型ラボ」の実現に向けた重要な一歩となります。これにより、AIシステム
が実験を自ら設計、実行、解析し、新たな仮説を生成する「自己駆動型実験」が可能に
なり、科学的発見のサイクルが劇的に短縮されるでしょう。この技術は、特に新電池材
料、触媒、高性能半導体の開発において、ゲームチェンジャーとなることが期待されま
す。また、新規ユーザーが高度な材料分析にアクセスしやすくなることで、より多様な
分野からのイノベーションが促進され、材料科学の境界がさらに拡大することが予想さ
れます。アルゴンヌ国立研究所は、この技術をさらに発展させ、幅広い科学コミュニテ
ィで利用可能にすることを目指しています。

元記事: https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41789

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41789


#50 Frontiersレビュー、バイオジェニックナノ粒子の
「生産、特性評価、利用」における課題を概説

概要

Frontiersに掲載されたレビューは、環境に優しい利点があるにもかかわらず、バイオ
ジェニック（生物由来）金属ナノ粒子（NPs）の生物学的合成、特性評価、および応
用における課題を議論しています。主な問題点として、不安定性、一貫性のない再現

性、そして長期的な安全性と毒性に関する不確実性が挙げられています。また、生体
蓄積などの環境リスクや、適切な廃棄枠組みの不足も強調されており、医薬品、バイ
オテクノロジー、環境用途におけるナノテクノロジーの安全な開発と応用のための標

準化された規制監督の必要性を強く訴えています。

公開日 2026年08月07日  Frontiers  スイス



詳細

主要成果

学術誌『Frontiers』に掲載されたレビュー論文は、バイオジェニック（生物学的合成）
による金属ナノ粒子（NPs）の生産、特性評価、および応用における主要な課題を包括
的に概説しています。これらのNPsは環境に優しいという利点を持つ一方で、その不安
定性、合成の一貫性の欠如、および長期的な安全性・毒性プロファイルに関する不確実
性が、実用化への大きな障壁となっています。本レビューは、これらの技術的・規制的
課題を浮き彫りにし、将来の研究と政策策定の方向性を示しています。

技術・臨床詳細

バイオジェニックNPsの合成は、微生物、植物、藻類などの生体システムを利用するた
め、化学的・物理的手法に比べて環境負荷が低いという利点があります。しかし、生体
システムは本質的に複雑であり、合成されるNPsのサイズ、形状、表面特性、結晶性な
どのパラメータを精密に制御することが困難です。これが製品の一貫性と再現性の問題
を引き起こし、医薬品や触媒などの高性能応用における信頼性を低下させています。ま
た、これらのNPsの特性評価においても、生体分子でコーティングされた複雑な表面を
持つため、標準化された方法論が不足しています。さらに、生体内でNPsがどのように
挙動し、長期的にどのような毒性を示すかについてのデータが不足しており、特に生体
蓄積や分解経路に関する不確実性が高い状態です。

背景・業界文脈

ナノ材料は、医学、エネルギー、環境修復など多岐にわたる分野で革新的な応用が期待
されています。しかし、ナノスケールの物質の安全性と環境影響については、まだ十分
に解明されていない点が多く、厳格な規制が求められています。バイオジェニックNPs

は、「グリーンナノテクノロジー」の一部として注目されていますが、その潜在的な利
点を最大限に引き出すためには、安全性と性能の信頼性を確立する必要があります。特
に、製品の品質管理とリスク評価に関する国際的な標準やガイドラインが不足している
ことが、産業界における採用の妨げとなっています。



今後の展望

本レビューは、バイオジェニックナノ粒子が持続可能なナノテクノロジーの未来におい
て重要な役割を果たすためには、いくつかの主要な課題を克服する必要があると結論付
けています。これには、NPsの合成プロセスにおける一貫性と再現性の向上、標準化さ
れた特性評価プロトコルの開発、そして長期的な生体安全性および環境毒性に関する包
括的なデータ収集が含まれます。さらに、NPsのライフサイクル全体を考慮した適切な
廃棄枠組みの確立も急務です。これらの課題に対処するためには、国際的な研究協力
と、医薬品規制当局、環境保護機関、産業界が連携した標準化された規制監督体制の構
築が不可欠です。これにより、バイオジェニックナノ粒子の安全かつ責任ある開発と商
業化が促進され、その革新的な可能性が最大限に活用されることが期待されます。

元記事: https://www.frontiersin.org/journals/chemistry/articles/10.3389/fchem.2026.1930144/full

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/journals/chemistry/articles/10.3389/fchem.2026.1930144/full


#51 ニューヨーク州、NY Createsのアルバニー・ナノテッ
ク複合施設に「世界最先端の半導体チップ設計設備」が到
着

概要

ニューヨーク州のホークル知事は、NY Createsのアルバニー・ナノテック複合施設に

世界最先端の半導体チップ設計設備が到着したことを発表しました。これにより、同
施設はハイテクイノベーションと商業化のグローバルハブとしての地位をさらに確立
します。NY Createsは、官民パートナーシップを推進し、250億ドル以上の公的・民間

投資を誘致しており、2,700人以上の業界専門家を雇用する「ラボからファブへ」の架
け橋として、先進エレクトロニクスの研究開発を進めています。

公開日 2026年08月11日  NY Creates  アメリカ



詳細

主要成果

ニューヨーク州のホークル知事は、NY Createsのアルバニー・ナノテック複合施設に
「世界で最も先進的な半導体チップ設計設備」が到着したことを発表しました。この新
たな設備は、同施設をハイテクイノベーションと商業化の世界的中心地としてさらに強
化するものです。この投資は、半導体製造の次の時代を牽引するニューヨーク州のリー
ダーシップを明確にし、米国におけるハイテク産業のサプライチェーンレジリエンスに
貢献します。

技術・臨床詳細

到着した設備には、次世代の微細加工技術や材料科学研究を可能にする最先端のリソグ
ラフィ、エッチング、成膜システムなどが含まれています。これらのツールは、チップ
設計のプロセスを劇的に加速させ、より複雑で高性能な半導体デバイスの開発を支援し
ます。アルバニー・ナノテック複合施設は、研究開発（R&D）から試作、そして商業生
産への橋渡しを目的とした「ラボからファブへ」のアプローチを特徴としています。施
設内には、半導体、ナノ材料、量子コンピューティングなどの分野で2,700人以上の業
界専門家が勤務しており、最先端の研究と産業応用をシームレスに連携させています。
特に、ナノスケールのデバイス開発には、このような統合されたエコシステムが不可欠
です。

背景・業界文脈

近年、世界の半導体産業は地政学的リスクとサプライチェーンの脆弱性により、主要国
が自国での製造能力強化を強く推進しています。米国政府は「CHIPS and Science Act」
などを通じて、国内の半導体研究、開発、製造への巨額な投資を奨励しています。NY

Createsは、このような国家戦略の中心的な役割を担っており、官民パートナーシップ
を通じて250億ドルを超える公的および民間投資を管理しています。アルバニー・ナノ
テック複合施設は、この取り組みの重要な要素であり、最先端のインフラと専門知識を
提供することで、米国が半導体技術の最前線に立ち続けることを可能にしています。



今後の展望

この世界最先端の設備導入は、アルバニー・ナノテック複合施設が、次世代半導体技術
のブレークスルーを生み出すための不可欠なプラットフォームとしての地位を確固たる
ものにします。これにより、AI、5G/6G通信、量子コンピューティング、高性能コンピ
ューティング（HPC）など、様々な分野でのイノベーションが加速されるでしょう。新
しい設備は、米国の半導体サプライチェーンのレジリエンスを強化し、雇用創出と地域
経済の活性化に貢献します。研究者、エンジニア、そして投資家にとって、この施設
は、次世代のチップ技術を共同で開発し、商業化するまたとない機会を提供します。ニ
ューヨーク州は、今後もハイテク産業におけるグローバルリーダーシップを維持するた
め、この複合施設への投資と支援を継続していく方針です。

元記事: https://ny-creates.org/governor-hochul-announces-the-worlds-most-advanced-equipment-for-

semiconductor-chip-design-begins-to-arrive-at-ny-creates-albany-nanotech-complex/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ny-creates.org/governor-hochul-announces-the-worlds-most-advanced-equipment-for-semiconductor-chip-design-begins-to-arrive-at-ny-creates-albany-nanotech-complex/
https://ny-creates.org/governor-hochul-announces-the-worlds-most-advanced-equipment-for-semiconductor-chip-design-begins-to-arrive-at-ny-creates-albany-nanotech-complex/


#52 ACS Publicationsレビュー、がん治療におけるMOFベ
ースの「小分子治療薬送達システム」の進展を概説

概要

ACS Publicationsの展望レビューは、金属有機構造体（MOF）を小分子治療薬のキャリ
アとして、特にがんのような疾患に利用する進展を要約しています。MOFは、調整可
能な細孔構造と化学的機能性を提供し、オーダーメイドの薬物搭載能力と刺激応答性

放出メカニズムを可能にします。この記事は、MOFベースのドラッグデリバリーシス
テムの臨床応用を促進することを目指し、様々な搭載戦略と薬物放出メカニズムにつ
いて議論しています。

公開日 2026年08月13日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Publicationsに掲載された展望レビューは、がんなどの疾患に対する小分子治療薬
の送達キャリアとして、金属有機構造体（MOF）を利用する研究開発の最新進展を包括
的にまとめています。MOFが持つ調整可能な細孔構造と多様な化学的機能性は、特定の
薬物搭載能力と、外部刺激に応答して薬剤を放出するメカニズムの設計を可能にし、ド
ラッグデリバリー分野に新たな道を開いています。

技術・臨床詳細

MOFは、金属イオンと有機配位子から構成される多孔質材料であり、その独特のハイブ
リッド構造により、高い比表面積と規則的な細孔ネットワークを持っています。このレ
ビューでは、薬物をMOFに搭載するための様々な戦略が詳細に議論されています。これ
には、細孔への物理吸着、共有結合、あるいは細孔内での薬物生成（インサイチュ合
成）などが含まれます。特に、がん治療においては、腫瘍微小環境のpH変化、温度上
昇、または特定の酵素によってMOFが分解され、薬剤が選択的に放出されるような刺激
応答性放出システムの開発が進んでいます。これにより、健康な組織への薬剤の曝露を
最小限に抑えつつ、腫瘍部位での薬物濃度を最大化し、治療効果を高めることが期待さ
れます。

背景・業界文脈

従来の小分子治療薬は、しばしば水溶性が低く、生体内での安定性が不足し、全身への
分布によって重篤な副作用を引き起こすという課題を抱えていました。これらの課題を
克服するため、薬物送達システム（DDS）の開発が不可欠とされています。MOFは、ナ
ノ粒子DDSの一種として、その高い薬物搭載能力、生体適合性、およびプログラム可能
な放出特性により、大きな注目を集めています。特に、個別化医療の進展に伴い、特定
の疾患や患者の状態に応じたテーラーメイド型の薬物送達システムの需要が高まってお
り、MOFはその可能性を秘めたプラットフォームとして期待されています。



今後の展望

MOFベースのドラッグデリバリーシステムの進展は、がん治療をはじめとする様々な疾
患に対する治療法の有効性と安全性を飛躍的に向上させる可能性を秘めています。この
レビューは、MOFの臨床応用への翻訳を加速させることを目的としており、研究者や製
薬企業がこの分野での次のステップを特定するための重要な情報を提供します。将来的
には、MOFが腫瘍選択的な薬物送達だけでなく、診断イメージングや複合療法（例：化
学療法と光線力学療法を組み合わせる）にも応用されることで、より効果的で副作用の
少ない、包括的ながん治療ソリューションが開発されることが期待されます。安全性評
価、スケーラブルな製造、および生体内での長期挙動に関するさらなる研究が、この革
新的な技術の成功の鍵となるでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/jacsat/article/doi/10.1021/jacs.6c06915/5254675/Metal-Organic-

Frameworks-MOFs-for-the-Delivery-of

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/jacsat/article/doi/10.1021/jacs.6c06915/5254675/Metal-Organic-Frameworks-MOFs-for-the-Delivery-of
https://pubs.acs.org/jacsat/article/doi/10.1021/jacs.6c06915/5254675/Metal-Organic-Frameworks-MOFs-for-the-Delivery-of


#53 Frontiersレビュー、MOFの設計可能な特徴と多様な
ガス分離膜への応用を詳述

概要

Frontiersに掲載された論文は、金属有機構造体（MOF）が、その調整可能な細孔構
造、多様な化学的機能性、および構造的多様性により、ガス分離膜の有望な材料であ
ることを強調しています。このレビューでは、特にH₂、CO₂、オレフィン/パラフィ

ン、O₂/N₂分離の性能を向上させるための細孔サイズ設計、機能基設計、およびハイブ
リッド化戦略に焦点を当てています。MOFの設計の柔軟性は、化学およびエネルギー
産業向けの次世代高性能ガス分離膜開発において極めて重要であると結論付けていま

す。

公開日 2026年08月06日  Frontiers  スイス



詳細

主要成果

学術誌『Frontiers』に掲載された論文は、金属有機構造体（MOF）が、その卓越した設
計の柔軟性、調整可能な細孔構造、多様な化学的機能性により、次世代のガス分離膜材
料として極めて有望であることを強調しています。このレビューは、特に水素（H₂）、
二酸化炭素（CO₂）、オレフィン/パラフィン、および酸素/窒素（O₂/N₂）の分離性能を
飛躍的に向上させるための、細孔サイズ設計、機能基設計、およびハイブリッド化戦略
の重要性を詳述しています。

技術・臨床詳細

MOFは、規則的な金属クラスターと有機配位子から構築される結晶性多孔質材料であ
り、その構造を原子レベルで精密に設計できるという独自の利点を持っています。この
レビューでは、特にガス分離膜としてのMOFの応用可能性に焦点を当て、その設計可能
な特徴を掘り下げています。細孔サイズ設計は、ガス分子の運動学的直径の違いに基づ
いて特定のガスを選択的に透過させる「分子ふるい効果」を最適化します。機能基設計
は、MOF骨格に導入される官能基によって、特定のガス（例：CO₂）との親和性を高
め、分離効率を向上させます。さらに、ポリマーや他の無機材料とのハイブリッド化戦
略は、MOF膜の機械的強度、プロセス耐性、および安定性を向上させながら、分離性能
を維持または向上させる上で重要です。これらの設計戦略を組み合わせることで、多様
なガス混合物に対してカスタマイズされた高効率分離膜の創製が可能となります。

背景・業界文脈

化学産業およびエネルギー産業では、ガス分離プロセスが様々な製造工程で不可欠であ
り、製品の純度向上、エネルギー消費の削減、環境負荷の低減に直結します。従来のガ
ス分離技術（例：蒸留、吸収）は、しばしばエネルギー集約型であり、高い運用コスト
を伴います。膜分離技術は、エネルギー効率が高く、環境負荷が低いことから注目され
ていますが、高性能な膜材料の開発が依然として課題です。MOFは、その優れた分離選
択性と透過性により、この課題に対する革新的なソリューションを提供することが期待
されており、特にCO₂回収、水素精製、天然ガス処理、空気分離といった分野での応用
が有望視されています。



今後の展望

MOFの設計可能な特徴とガス分離膜への応用に関するこの包括的なレビューは、この分
野の将来の研究開発を方向付ける上で重要な指針となります。MOFの設計柔軟性を最大
限に活用することで、化学およびエネルギー産業は、より効率的で持続可能なプロセス
を実現できるでしょう。特に、特定の産業ニーズに合わせたテーラーメイド型MOF膜の
開発は、ガス分離技術の新たな標準を確立する可能性を秘めています。投資家は、エネ
ルギー効率と環境持続可能性に貢献する革新的な技術として、MOFベースのガス分離膜
の市場拡大に大きな関心を寄せるでしょう。この技術は、地球規模のエネルギーと環境
問題の解決に不可欠な役割を果たすと予測されています。

元記事: https://www.frontiersin.org/journals/membrane-science-and-

technology/articles/10.3389/frmst.2026.1909558/pdf

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/journals/membrane-science-and-technology/articles/10.3389/frmst.2026.1909558/pdf
https://www.frontiersin.org/journals/membrane-science-and-technology/articles/10.3389/frmst.2026.1909558/pdf


#54 EU、マイクロプラスチック規制でREACH規則に新た
な1年間の「最終用途閾値」を2028年までに導入へ

概要

OECDテストガイドライン318は、ポリマーナノ材料に関連し、1 nmから1 µmの範囲
のポリマー粒子について分散性、安定性、および分解性試験を定めています。このガ
イドラインは、マイクロプラスチック制限遵守に関連するREACH試験にとって重要で

あり、分散性、安定性、分解性、および最終用途の正当化要件をカバーしています。
2028年10月以降にEU市場に導入される製品に含まれる合成ポリマー微粒子を製造また
は輸入する企業は、新たなコンプライアンス経路に対応する必要があります。

公開日 2026年08月07日  IRTS Lab  EU



詳細

主要成果

欧州連合（EU）は、REACH規則下のマイクロプラスチック制限において、新たな1年間
の「最終用途閾値」を2028年10月以降に導入することを発表しました。これは、ポリマ
ーナノ材料に関連するOECDテストガイドライン318に基づいており、1 nmから1 µmの
範囲のポリマー粒子の分散性、安定性、および分解性に関する試験要件を明確にしてい
ます。この新しい規則は、EU市場に製品を導入するメーカーや輸入業者に対し、新たな
コンプライアンス戦略を構築するよう求めるものです。

技術・臨床詳細

OECDテストガイドライン318は、ポリマー粒子の環境中での挙動を評価するための重要
なツールであり、特に、ナノスケールからマイクロスケールまでの範囲の粒子に適用さ
れます。このガイドラインは、粒子が環境中でどのように分散し、物理的・化学的に安
定を保つか、そして最終的にどのように分解されるかを評価するための標準的な試験方
法を提供します。REACH規則のマイクロプラスチック制限は、意図的に製品に添加され
る合成ポリマー微粒子（SPM）を対象としており、その環境放出を最小限に抑えること
を目的としています。新しい最終用途閾値は、特定の製品カテゴリーにおいて、SPMの
使用が許容される期間や量に関する具体的な制限を設けることで、規制遵守の枠組みを
より明確にします。企業は、製品中のSPMの含有量、分散性、安定性、分解性について
詳細なデータを提供し、その最終用途が環境リスクを適切に管理していることを正当化
する必要があります。

背景・業界文脈

マイクロプラスチック汚染は、世界の海洋生態系や陸上環境に深刻な影響を及ぼしてお
り、近年、国際的な懸念が高まっています。EUは、この問題に対処するため、世界で最
も野心的なマイクロプラスチック規制を導入してきました。REACH規則に基づく制限
は、化粧品、洗剤、塗料、農業製品など、様々な消費者製品および産業製品に影響を与
えます。この規制は、ナノ材料のような微細な粒子が環境中に放出されるリスクを低減
し、持続可能な製品設計と消費を促進することを目的としています。企業にとって、こ
れは製造プロセスと製品設計の再考を促す大きな動機となります。



今後の展望

2028年10月以降に発効する新たな最終用途閾値は、EU市場における合成ポリマー微粒
子を含む製品の供給チェーン全体に大きな影響を与えるでしょう。メーカーと輸入業者
は、この期限までに自社の製品が新たな規制要件に適合していることを確認する必要が
あります。これには、代替材料の探索、製品処方の変更、または詳細なリスク評価と正
当化文書の作成が含まれます。コンプライアンスの失敗は、市場からの撤退や高額な罰
金につながる可能性があります。この規制強化は、環境に配慮した革新的な材料開発へ
の投資を加速させ、長期的にはより持続可能な製品ポートフォリオへの移行を促進する
でしょう。これにより、EUはマイクロプラスチック汚染との闘いにおいて、引き続きグ
ローバルリーダーシップを発揮していくことが期待されます。

元記事: https://www.irtslab.com/news/eu-microplastic-exemption-rules-under-reach-new-1-year-end-

use-threshold-2028/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.irtslab.com/news/eu-microplastic-exemption-rules-under-reach-new-1-year-end-use-threshold-2028/
https://www.irtslab.com/news/eu-microplastic-exemption-rules-under-reach-new-1-year-end-use-threshold-2028/


#55 Maravai LifeSciences、Q2決算で収益ガイダンスを維
持し、TriLinkのmRNA・CDMO・特殊化学事業を強化

概要

Maravai LifeSciencesは、Q2決算発表で、CDMOプロジェクトとGMP消耗品の大型受注
における変動性があるものの、収益ガイダンスを維持しました。同社は、小規模・中
規模受注の成長を認識しており、TriLinkの事業をmRNA、CDMO、特殊化学品の3つの

カテゴリーに再編成する新しいフレームワークを導入しました。Maravaiの製品ポート
フォリオには、独自のmRNAキャッピング試薬、脂質ナノ粒子（LNP）送達システム、
合成オリゴヌクレオチドが含まれ、研究および製造ワークフローを幅広く支援してい

ます。

公開日 2026年08月07日  TradingView (MarketBeat 引用)  アメリカ



詳細

主要成果

Maravai LifeSciencesは、2026年Q2の決算発表において、CDMOプロジェクトやGMP消
耗品の大型受注に不確実性が存在するにもかかわらず、年間収益ガイダンスを据え置く
方針を維持しました。同社は、小規模および中規模受注の着実な成長を確認しており、
中核事業であるTriLinkの運営体制を「mRNA」「CDMO」「特殊化学品」の3つの戦略的
カテゴリーに再編する新たなフレームワークを発表し、市場のニーズに合わせた事業強
化を図っています。

技術・臨床詳細

Maravai LifeSciencesは、独自のmRNAキャッピング試薬の開発で知られており、これは
mRNAワクチンの製造において不可欠な成分です。さらに、同社の製品ポートフォリオ
には、遺伝子治療や核酸医薬の効率的な送達に極めて重要な脂質ナノ粒子（LNP）送達
システムが含まれています。LNPは、mRNAなどのデリケートな分子を生体内で安定化
させ、標的細胞への送達を可能にするナノテクノロジー基盤のキャリアです。また、合
成オリゴヌクレオチドも提供しており、これらは研究用試薬からGMP製造用の中間体ま
で幅広く利用されています。TriLink事業の再編は、各カテゴリーの専門性を高め、顧客
へのサービス提供を最適化することで、R&Dから臨床、商業生産に至るまでのバイオ医
薬品開発ワークフロー全体を支援することを目的としています。

背景・業界文脈

近年、mRNA技術の急速な進歩は、ワクチン開発からがん治療まで、バイオ医薬品産業
に革命をもたらしています。これに伴い、高品質なmRNA製造用原材料、デリバリーシ
ステム、およびCDMOサービスに対する需要が急増しています。パンデミック期におけ
るmRNAワクチンの成功は、この技術の潜在力を世界に示しましたが、同時にサプライ
チェーンの脆弱性も浮き彫りになりました。Maravai LifeSciencesのような企業は、これ
らのキーコンポーネントとサービスを提供することで、バイオ医薬品開発のボトルネッ
クを解消し、イノベーションを加速させる上で不可欠な存在です。事業の再編は、市場
の変動に対応し、成長分野にリソースを集中させる戦略的な動きと言えます。



今後の展望

Maravai LifeSciencesが収益ガイダンスを維持し、TriLink事業を再編したことは、同社が
バイオ医薬品市場の長期的な成長に自信を持っていることを示しています。特に
mRNA、LNP、特殊化学品の各分野への注力は、今後も高い成長が期待される核酸医薬
市場における同社の競争力を高めるでしょう。CDMOサービスの強化は、顧客企業が研
究成果を迅速に臨床試験や商業化へと移行させることを支援し、新たな治療法の患者へ
の提供を加速させます。投資家は、変動性のある市場環境の中でも、核酸医薬の基盤技
術とサービスを提供するMaravai LifeSciencesの安定性と成長性に着目すべきです。将来
的には、同社の技術が、がん、希少疾患、感染症など、幅広いアンメットメディカルニ
ーズに対する治療法の開発に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.tradingview.com/news/marketbeat:f669e8b88094b:0-maravai-lifesciences-q2-

earnings-call-highlights/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tradingview.com/news/marketbeat:f669e8b88094b:0-maravai-lifesciences-q2-earnings-call-highlights/
https://www.tradingview.com/news/marketbeat:f669e8b88094b:0-maravai-lifesciences-q2-earnings-call-highlights/


#56 ASCE Library論文、rGO埋め込み炭素繊維複合材料に
より航空機構造の電気伝導度を最大154.8%向上

概要

ASCE LibraryのJournal of Aerospace Engineeringに掲載された研究では、rGO（還元型
酸化グラフェン）を埋め込んだ炭素繊維生地を用いることで、大規模航空機構造向け
のナノ・マイクロハイブリッド複合材料の開発が進められています。これらの複合材

料は、優れた比強度と熱安定性を示すだけでなく、電気伝導度を大幅に向上させ、未
加工炭素繊維複合材料と比較して面内方向で42.6%、厚さ方向で154.8%の改善を達成
しました。この研究は、炭素繊維と樹脂マトリックス間の界面結合強化に焦点を当

て、MXeneやカーボンナノチューブなどのマルチスケールナノ材料の組み込みを検討
しています。

公開日 2026年08月11日  ASCE Library - Journal of Aerospace Engineering  グローバル



詳細

主要成果

Journal of Aerospace Engineeringに掲載された最新の研究は、航空宇宙構造向けにrGO

（還元型酸化グラフェン）を埋め込んだ炭素繊維生地を利用したナノ・マイクロハイブ
リッド複合材料の画期的な進展を報告しています。これらの複合材料は、従来の炭素繊
維複合材料に比べて、電気伝導度を面内方向で42.6%、厚さ方向で154.8%という驚異的
な改善を達成し、同時に優れた比強度と熱安定性も維持しています。この成果は、航空
機の軽量化と多機能化に大きく貢献する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この研究の中心は、炭素繊維強化プラスチック（CFRP）の性能を向上させるための
「界面工学」にあります。rGOは、その優れた電気伝導性と機械的特性から、複合材料
の樹脂マトリックスに組み込まれることで、炭素繊維間の電気的な連続性を高め、材料
全体の導電性を向上させます。特に、厚さ方向（Z軸方向）の電気伝導度を154.8%も向
上させたことは注目に値します。これは、航空機構造における雷撃保護や静電気散逸、
さらにはセンサー機能の統合といった応用にとって極めて重要です。また、このrGO埋
め込み技術は、MXeneやカーボンナノチューブ（CNT）といった他のマルチスケールナ
ノ材料との組み合わせも検討されており、複合材料の多機能性をさらに高めるための道
を開いています。研究では、これらのナノ材料が炭素繊維と樹脂マトリックス間の界面
結合を強化し、マイクロクラックの発生を抑制するメカニズムも詳細に分析されていま
す。

背景・業界文脈

航空宇宙産業では、燃料効率の向上とCO₂排出量削減のため、航空機の軽量化が喫緊の
課題となっています。CFRPは軽量・高強度材料として広く利用されていますが、その
電気伝導度が低く、特に厚さ方向の導電性が課題でした。このため、雷撃保護や静電気
散逸のために追加の金属メッシュ層が必要となり、重量増と製造コスト増の原因となっ
ていました。今回の研究は、ナノ材料を効果的に組み込むことで、これらの課題を克服
し、CFRPの多機能化とコスト効率化を実現するものです。これは、航空宇宙産業だけ
でなく、電気自動車や風力発電など、軽量・高強度・高導電性が求められる他の産業に
も大きな影響を与える可能性があります。



今後の展望

rGO埋め込み炭素繊維生地を用いたナノ・マイクロハイブリッド複合材料は、大規模航
空機構造の設計と製造に革命をもたらす可能性を秘めています。電気伝導度の大幅な向
上は、航空機の設計自由度を高め、追加の保護層の必要性を減らすことで、さらなる軽
量化と製造コスト削減に貢献します。この技術は、将来の「スマート航空機」の実現に
向けた重要なステップとなるでしょう。研究者、エンジニア、投資家は、航空宇宙、自
動車、再生可能エネルギーといった分野における、より安全で効率的、かつ持続可能な
製品開発への応用機会に注目すべきです。この技術は、高性能複合材料の新しい基準を
確立し、広範な産業の脱炭素化と効率化を加速させる重要な役割を果たすと期待されま
す。

元記事: https://ascelibrary.org/doi/10.1061/JAEEEZ.ASENG-7002
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#57 英国王立化学会論文、PVAベースN, Sドープ炭素ナノ
ファイバーを遠心紡糸で製造しナトリウムイオン電池電極
に高効率応用

概要

研究者らは、遠心紡糸法を用いてPVA（ポリビニルアルコール）ベースのナノファイ

バーをN, S共ドープ炭素ナノファイバー（CNF）へと変換することに成功しました。こ
のCNFは、高い比表面積、調整可能な多孔性、優れた機械的・化学的安定性を特徴と
し、高性能ナトリウムイオン貯蔵電極材料として極めて有望です。ヘテロ原子ドーピ

ングが活性サイトを強化し、その一次元構造がイオン輸送を促進することで、ナトリ
ウムイオン電池における電気化学的性能を大幅に向上させることが示されました。

公開日 2026年08月10日  The Royal Society of Chemistry - Energy Advances  イギリス



詳細

主要成果

研究者たちは、遠心紡糸法を用いてポリビニルアルコール（PVA）ベースのナノファイ
バーを、窒素（N）と硫黄（S）が共ドープされた炭素ナノファイバー（CNF）に変換す
る画期的な技術を開発しました。これらのCNFは、高い比表面積、調整可能な多孔性、
優れた機械的・化学的安定性を持ち、高性能ナトリウムイオン貯蔵用の電極材料として
極めて有望であることを実証しました。この成果は、次世代のエネルギー貯蔵デバイス
の実現に向けた重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

遠心紡糸は、単純でスケーラブルなプロセスであり、均一なナノファイバーを効率的に
製造できる利点があります。この技術により製造されたPVAナノファイバーを熱処理す
ることで、NとSが骨格に組み込まれた炭素ナノファイバーが形成されます。NとSのヘ
テロ原子ドーピングは、炭素マトリックス内の電子構造を改変し、ナトリウムイオンの
吸着と脱着を促進する多数の活性サイトを生成します。また、CNFの一次元（1D）構造
は、ナトリウムイオンが電極材料内を迅速に拡散するための短い経路を提供し、高いレ
ート性能と優れたサイクル安定性につながります。実験結果は、これらのCNFが、従来
の炭素材料と比較して、ナトリウムイオン電池において顕著に優れた比容量とサイクル
寿命を示すことを明確にしました。

背景・業界文脈

リチウムイオン電池は、ポータブル電子機器や電気自動車の主要なエネルギー貯蔵技術
として広く普及していますが、リチウム資源の有限性、偏在性、および高コストという
課題を抱えています。これに対し、地球上に豊富に存在するナトリウムを利用したナト
リウムイオン電池（SIB）は、リチウムイオン電池の有望な代替技術として注目されて
います。しかし、SIBの商業化には、エネルギー密度、サイクル寿命、レート性能を向
上させるための高性能電極材料の開発が不可欠です。本研究は、この材料開発における
重要な課題に対処し、SIBの実用化を加速させるものです。



今後の展望

N, S共ドープ炭素ナノファイバーの電極材料としての開発は、ナトリウムイオン電池の
性能を大きく向上させ、その商業化を促進する可能性を秘めています。より安価で持続
可能なエネルギー貯蔵技術が実現することで、大規模電力貯蔵、グリッドスケールアプ
リケーション、および電気自動車のコスト削減に貢献できるでしょう。研究者、エンジ
ニア、投資家は、リチウム資源の制約が厳しくなる将来において、ナトリウムイオン電
池が果たす役割に大きな関心を寄せるべきです。この技術は、持続可能なエネルギーイ
ンフラの構築と、多様なエネルギー貯蔵ニーズへの対応を可能にする重要なドライバー
となることが期待されます。

元記事: https://pubs.rsc.org/ya/article/doi/10.1039/D6YA00075D/1223315/Centrifugally-spun-PVA-

based-N-S-doped-carbon

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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